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予算審査特別委員会記録 

（１日目 R2.3.9  9:30～14:53） 

 

議会事務局長  第１回定例会で付託されました、予算審査特別委員会をただいまよ

り３日間の日程で開催してまいります。開会にあたりまして、本間委員長より御挨拶

をお願いいたします。 

本間委員長  おはようございます。本日から予算審査特別委員会ということで、宜

しくお願いをしたいと思います。また、今朝のニュースでもありました、が北海道で

はついに１００人以上とコロナウイルスの関係が出ています。本日は、以前からも言

っているとおりマスクの着用をお願いしたいと思います。特段何もない方は外しても

結構ですが、着用を許可いたしますのでよろしくお願いします。また、結構春めいて

きた中で、もう花粉も飛んでいるということで、鼻炎のある方は特に気を付けていた

だきたいと思います。また、説明員の方もよろしくお願いしたいと思います。それで

は早速ですが始めさせていただきます。 

第１回定例会において、本予算審査特別委員会が設置され、令和２年度一般会計ほ

か６特別会計予算並びに関連３議案の審査が付託されております。予算審査特別委員

会の日程は本日と１０日、１１日の３日間の日程で別紙審査順序のとおり順次審査を

行っていきます。各委員、説明員に申し上げます。委員が質問を行う場合には、挙手

をして委員長の許可を受け、議席番号、氏名を告げてから発言してください。説明員

が答弁する場合には、委員長の許可を受け、職名を告げてから簡潔明瞭に答弁するよ

うお願いいたします。私語は慎むようお願いいたします。なお先ほども申しましたが、

新型コロナウイルスの感染予防のため、マスクの着用を許可いたします。また、質問

事項については予算書などのページを示し、会議時間の短縮のため要点を簡潔明瞭に

発言していただきたいと思います。なお、効率的な議事の運営に努めてまいりますの

で、委員各位におきましてご協力のほうよろしくお願いをいたします。傍聴者はおり

ません。本日の出席人員は９名全員です。なお、議長も出席しております。それでは

直ちに会議を開会いたします。 

 

それでは、審査順序１番目、第１款議会費について審査を行います。それでは説明

をお願いいたします。 

議会事務局長  それでは予算書３９ページをごらんください。１項１目議会費、本

年度予算額５，３４０万円。説明欄をごらんください。事業名 議会運営経費は議員

報酬、手当、旅費、政務活動交付金など議員にかかる経費と議会だより発行に係る経

費など合わせ、５，２５０万１，０００円を計上しております。減額分では、昨年度

の議員改選に伴う議会構成変更に備えた議員報酬２１万円の減額、共済費率の改定に

伴う減額３９万６，０００円。一方、増額分では人事院勧告に基づく議員期末手当の

改定に伴う増額分１３万５，０００円となっております。なお、特別旅費につきまし

ては、昨年同様、道内政務調査費として全議員一泊分を計上しております。 

次ページをごらんください。４０ページ。事業名 事務局経費では議会事務局運営に
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かかわる経費として８９万９，０００円を計上しています。減額の主な理由は、会議

録システム借上料リース期間の満了による減額です。以上です。 

本間委員長  説明が終わりましたので質疑を行います。質疑はございませんので、

終了てよろしいでしょうか。（はいの声） 

それでは質疑を終了いたします。 

 

次に、審査順序２番目、第２款総務費について審査を行います。それでは一般管理

費から防災諸費の説明をお願いします。 

総務課長  それでは予算書４０ページをごらんください。下段でございます。２款

１項１目一般管理費、本年度予算額１億２，８７６万２，０００円。説明欄の一般管

理経費として２，３３３万５，０００円。ここでは行政運営全般に係る経費として、

各委員報酬、次ページ、会計年度任用職員一般事務報酬、特別職及び職員旅費、町長

交際費、消耗品費、通信運搬費、職員健康診断料、電話交換、庁舎日直、次ページ、

総合健康診査、財務書類作成業務委託料や空知町村会負担金などを計上しております。

前年度との主な相違ですが、本年度農業委員の改選期となるため、農業委員候補者評

価委員報酬を計上しております。 

次に、４２ページ中段、電算機器管理運営経費として７，０５５万３，０００円。

ここでは、電算機器全般に係る管理経費として、次ページにかけて情報系及び基幹系

システム保守、町例規集データベース年間更新、社会保障・税番号制度システム整備、

電算機器借上料などを計上しています。前年度との主な相違ですが、１２節委託料に

おいて、国民年金システム及び社会保障・税番号制度システムに係る改修費用を計上

しています。 

次に、４３ページ下段から次ページにかけまして、職員研修事業として１３６万５，

０００円。ここでは、職員の資質向上を目的に、各種専門研修への派遣経費などを計

上しています。なお、本年度は北海道総合政策部地域振興局市町村課へ１名、北海道

市町村振興協会が実施する職員海外研修事業へ１名の派遣を予定し、それぞれ経費を

計上しています。 

次に、ふるさと応援寄附事業として２，９５０万９，０００円。ふるさと応援寄附

金に係る謝礼品や、ふるさと納税サイトへの手数料など昨年度実績を踏まえて計上し

ています。 

次に、地域おこし協力隊員設置事業として４００万円。新たな謝礼品等の発掘など

ふるさと納税額の増加に向けて、特産品コーディネーターとして地域おこし協力隊員

１名を配置するための経費を計上しています。 

まちづくり課長  ４５ページ中段をごらんください。２目文書広報費、本年度予算

額４４７万円。説明欄、広報広聴活動事業では、広報なんぽろ発行に係る経費、町ホ

ームページ管理運営に係る経費を計上しています。 

総務課長  次に４５ページ下段、３目財産管理費、本年度予算額、９億８，９５９

万５，０００円。説明欄、庁舎等管理経費として１，９５７万７，０００円。次ペー

ジにかけまして、役場庁舎管理に係る経費一式を計上しております。 

次に、４６ページ下段、公用車管理経費として１，４６０万１，０００円。４７ペ
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ージにかけて公用車、中型バス及びマイクロバスの運行管理に係る経費などを計上し

ています。なお、本年度は、軽貨物自動車１台の更新にかかる経費を計上しています。 

次に、財産管理経費として２億９８５万９，０００円。次ページにかけまして、こ

こでは町有財産に係る消耗品費、修繕料、火災保険料、町有地確定測量業務、複写機

使用料、財政調整基金やふるさと応援基金の積立金などを計上しています。前年度と

の主な相違ですが、１４節工事請負費で旧夕張太保育所遊具の撤去、東町コミュニテ

ィセンター改修の費用を計上しています。 

次に、４９ページ、指定管理者制度推進事業として１万９，０００円。ここでは、

学識経験者を含めた選定委員会の開催経費を計上しています。 

次に、役場改修事業として７億４，５５３万９，０００円。ここでは、防災拠点施

設である役場庁舎について、災害時においても活用できる再生可能エネルギー設備を

導入し機能強化を図る改修、及び来庁者の利便性向上を目的としたユニバーサルデザ

イン改修を行う費用を計上しています。以上です。 

まちづくり課長  次に４９ページ中段をごらんください。４目企画振興費、本年度

予算額９，２７７万７，０００円。説明欄、次ページにかけまして、移住促進事業で

は本町への移住を促進するための移住体験をはじめ、札幌圏の子育て世代を対象とし

た移住セミナーや、東京及び大阪においてのプロモーション活動への出展経費、１７

８万７，０００円を計上しています。 

次に、みどり野団地等販売管理事業として１，８９９万８，０００円。ここでは、

北海道住宅供給公社の販売施策と連動したみどり野団地の販売促進事業と、みどり野

きた住まいるヴィレッジ事業経費、及び公社保有用地の管理受託に係る経費を計上し

ています。なお、管理用地の草刈り業務に係る経費については、昨年度と同様に道公

社から同額を受託収益収入として受けるものです。 

次に、生活路線等交通対策事業は、町内巡回バスの運行経費、バス停の維持管理に

係る経費２４５万９，０００円を計上しています。なお、昨年度と同様に利用拡大を

図るため、町内イベントに合わせた臨時便の運行を行います。 

次ページにかけて、地域新エネルギー推進事業では、稲わらペレットを活用した新

エネルギー推進のためのバイオマス利活用促進協議会の運営経費、南幌温泉バイオマ

スボイラー保守点検経費など５０万３，０００円を計上しています。 

次に、姉妹町交流事業は、熊本県多良木町との児童交流及び物産交流、職員派遣に

よる表敬訪問、さらに町民交流研修の助成に要する経費など、３１８万６，０００円

を計上しています。７ページにかけて、企画振興経費では、土地利用規制及び住居表

示業務、南空知ふるさと市町村圏組合負担金、空知地域創生協議会負担金、空知地方

総合開発期成会活動などの経費７８万４，０００円を計上しています。 

次に、協働まちづくり推進事業では、まちづくり活動支援事業補助金として、個人

町民税現年度分の１％相当額を交付するものとし、３２３万１，０００円を計上して

います。 

次に、知名度向上対策事業は、主に札幌圏に居住する子育て世代を中心に知名度の

向上及びイメージアップを図るため、ＦＭ北海道へＡｉｒ－Ｇへの番組枠、南幌コー

ナーの実施など移住や地域誘客の促進を図る経費２２０万円を計上しています。次ペ
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ージにかけまして、学生地域定着支援推進事業は、江別４大学に通う学生の地域定着

や就職等を促進するため、江別市と南幌町を含む空知管内７市町で構成する広域連携

協議会を核として、大学生の知的資源の活用と地域との交流などを促進する経費、７

４万７，０００円を計上しています。 

次に、子育て世代住宅建築費助成事業は、子育て世代を対象とした住宅建築費を助

成する経費として、交付額を見込み４，０００万円を計上しています。 

次に、総合戦略策定事業は、第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略に対する、地

方創生推進会議の開催経費として、委員１０名に係る報酬と費用弁償、アドバイザー

２名に係る謝礼、１３万円を計上しています。 

次に、新規事業の誘客交流拠点施設整備事業は、子育て環境の整備と人口減少、人

口構造対策の取り組みとして、子どもの室内遊戯施設を核とした交流拠点となる複合

施設の整備に伴う基本設計業務委託料１，５２３万５，０００円を計上しています。

 次ページにかけまして、新規事業のエリアマネジメント推進事業は、誘客交流拠点

施設や中央公園エリアにおいて地域団体、施設運営企業、公共が中心となり、町民な

どが参画しながら、町民の活動やエリアの賑わいの場を創出するためのシンポジウム

やワークショップなどの開催経費３５１万７，０００円を計上しています。 

次ページにかけまして、５目企業誘致推進費、本年度予算額７６９万３，０００円。

企業誘致育成支援事業は、企業訪問に要する経費、道外で開催される北海道ビジネス

フォーラムや、さっぽろ連携中枢都市圏連携事業のメッセ名古屋イベントへの出展経

費、訪問対象企業調査に要する経費、誘致企業１社に対する企業立地等奨励金の交付

金などを計上しています。以上です。 

総務課長  ５５ページ上段をごらんください。６目公平委員会費、本年度予算額４

万１，０００円。説明欄、公平委員会運営経費として委員３名の報酬を計上していま

す。以上です。 

住民課長  次ページにかけての説明となります。７目交通安全対策費、本年度予算

３７９万７，０００円。交通安全対策推進事業では、交通安全指導員に係る費用、交

通安全活動経費、高齢者運転免許証自主返納支援事業経費、交通安全運動推進協議会

補助金等を計上しています。以上です。 

総務課長  ５６ページをごらんください。１目防災諸費、本年度予算額１億６，４

２２万７，０００円。説明欄、防災対策事業として１，１４３万２，０００円。ここ

では防災会議委員報酬、防災備蓄用の消耗品費、戸別受信機設置等手数料、防災行政

無線保守点検、全国瞬時警報システム保守委託料、次ページ、電波使用料、防災備蓄

用備品購入費などを計上しております。前年度との主な相違ですが、１８節負担金補

助及び交付金で北海道防災情報システム改修に係る負担金を計上しています。 

次に、防災設備等整備事業として１億５，２７９万５，０００円。本年度は、福祉

避難場である保健福祉総合センターの機能強化のための非常用発電機設置工事、及び

災害時備蓄計画に基づく避難場や備蓄品の保管場所として、役場庁舎横に防災倉庫を

設置する費用を計上しております。以上です。 

本間委員長  説明が終わりましたので質疑を行います。 

佐藤委員  ３点伺います。予算資料８ページの移住体験住宅の件でお聞きします。
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今うちにある住宅は、４月から６月末で今は予約が入っていますが、何件の予約が入

っているのか。それと借りられる期間は、通常２カ月が限度ですが、７月と８月だけ

は１カ月で抽せんとなっています。７月と８月は毎年平均してどのぐらいの倍率があ

るのかということと、今回の新型コロナウイルスの対策はどのように考えているのか

ということです。これは移住体験住宅についてです。 

２点目は、資料の１０ページの防災対策事業、備蓄品整備の中で、災害時に乳幼児

の液体ミルクを購入することは考えていないのかどうか。 

それと３点目、予算書の５０ページ企画振興費の中で、地域新エネルギーがありま

すが、昨年度は７８万４，０００円から今回は５０万３，０００円に減額した理由を

お聞かせ願います。以上３点です。 

地域振興Ｇ主査  １点目の移住体験住宅についてお答えします。まず初めに、４月

から６月の間で何件の予約が入っているかということですが、４月から２件の予約が

入っていたかと思います。７月、８月の抽せんの倍率については、その年によってば

らつきがありますが、平均すると４倍か５倍ぐらいの倍率になります。新型コロナウ

イルス対策については、現時点では具体的な対応策は取っていませんが、このような

状況が続けば、来る方の身体状況の調査と言いますか、熱があるとか風邪、咳が出て

いないか、あと住宅に消毒液の設置などは考えなければいけないのかなと思いますが、

まだちょっと先のことなので、とりあえずまだ具体的な対策は取っていません。 

総務Ｇ主査  ２点目の液体ミルク等の購入についてですが、南幌町については平成

３０年から第二次災害備蓄品整備計画ということで整備を進めています。その品目の

中に粉ミルクというメニューがありますが、液体ミルクの購入については賞味期限、

消費期限の関係からおおむね６カ月から１年もしくは１年半、また、価格帯もメーカ

ーもばらばらということで現在購入していない状況です。液体ミルクの購入について

は、最近需要も高まっているということですが、昨年の台風１９号においても関東や

東北を中心とした広範囲で長期的な被害が発生しています。従来は２日及び３日で支

援物資が届いていたものが、被害が広範囲に及んだため届かないなどの事例がありま

した。最近では日常生活の中に食料や生活必需品の備蓄を取り込むローリングストッ

クという考え方もあります。備蓄品だとどうしても使用期限等が切れたりしますので、

ローリングストックという考え方で、普段食べているものや普段使用しているものを

少し多めに買っていくという方法があります。この方法だと、乳幼児や高齢者などが

特にそうかと思いますが、普段食べているものをストックしていることによって、災

害時においても同じものを食べたり使用したりすることができるということで、こち

らを進めていく防災教育に重点を置くことを考えています。道の北海道胆振東部地震

の検証報告においても、家庭内備蓄の推進と防災教育の必要性が求められており、町

についても同じく家庭内備蓄を推進していきたいと考えています。 

企画情報Ｇ主査  地域新エネルギー推進事業の減額の理由についてですが、主な理

由はペレットストーブの補助金申請の廃止です。こちらは、環境に優しい持続可能な

地域社会の構築に寄与するということを目的として平成２３年度から実施していま

したが、ペレットストーブについては価格帯が３０万円以上で、標準のストーブより

も高価であるということと、また、もともと嗜好性が非常に高い製品ということで申
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請件数が伸び悩んでいました。過去３年間での申請件数が１件のみということで、実

績を考慮し、令和元年度をもって補助制度の廃止をしたところです。 

佐藤委員  １点目ですけれども、４月から６月までは２件ということで、この２か

月間で２件ということで、より多くの方に住宅体験していただくためにもう少し期限

を短くするなどを考えることはできないのかと考えます。７月と８月には４倍から５

倍の抽せんになるほどの期間ですので、これも１カ月というのではなく、夏休み期間

中だと思いますので、子育て世代の人たちにより多く参加していただけるように、１

カ月のうち１５日とか２０日間とか期間を短くして、多くの方に体験していただくと

いう考えはあるのかどうかをお聞きします。 

２番目の液体ミルクについては、わかりました。 

３番目の地域新エネルギー事業ですが、平成３１年に同僚委員から新エネルギー地

域事業についてどうなっているのかというところからも、新たな可能性が見えてきて

いる中で、今後具体的な方針を探しているというお答えでした。その中で減額という

ことを今お聞きしましたが、今後、進行過程をよりわかりやすく住民の方へ知らせる

ことが大事ではないかと思いますので、毎年、何かの形で新エネルギーをこういう形

で進めていることを、より住民にわかりやすくしたほうがいいのではないかと思いま

すが、その点についてお伺いします。 

地域振興Ｇ主査  移住体験住宅の利用の件についてですが、まず初めに、４月から

６月の間でもっと利用者をふやすことができないかということですが、我々担当とし

ても利用者をふやしたいという思いはありますが、７月、８月以外の利用申込はさほ

ど多くなく、競合はそんなにしません。今は最大２カ月という中で、２カ月間びっち

り取る方もいらっしゃいますし、１カ月以内で利用する方もいらっしゃって、現行の

制度で移住体験住宅の利用は、そんなに空きがなく利用できると我々担当は判断して

います。これを短くすると、今度空きが出てしまう可能性も十分あるので、とりあえ

ず現行の制度に沿ったまま行ない、例えば、利用申し込みが結構ふえてきたというこ

とであれば、利用期間については柔軟に対応したいと考えています。７月、８月につ

いては抽せんと謳っていますが、実際のところは、少しでも多くの方が利用できるよ

うに利用申込期間に応じて調整しています。子育て世帯の方がいらっしゃったら優先

して利用できるように、その点も取り計らっています。ただ、一応対外的なものがあ

りますので、厳正なる抽せんとしていますが、実際の決定はそのように調整している

ところです。 

企画情報Ｇ主査  新エネルギーの新たな可能性ということと、あと進行の過程を町

民のほうにお知らせする機会ということの質問ですが、まず、稲わらを再生エネルギ

ーとして利活用する取り組みとして、南幌温泉のペレットボイラーは、町内でエネル

ギーが循環するモデルとしては完成しています。こちらの取り組みについては、灯油

よりも割高だということ。あと、灰出しの手間がかかるという部分でなかなか本格稼

働していない状況ですが、南幌温泉と引き続き話し合いを行い、ボイラーを稼働させ

るという取り組みの様子を町の広報、フェイスブック、ホームページなどで情報展開

ができるように取り組みたいと考えています。また、新たな取り組みの可能性という

ことで、農業用のビニールハウスのボイラーを開発している企業と情報のやり取りを
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しています。このボイラーは、稲わらに限定せず、農業残渣を燃料として燃焼できる

機能があります。現在は、小麦のもみ殻を燃料として、花の育成に実際ビニールハウ

スで稼働しています。こちらのほうも引き続き情報の共有をしながら、南幌町での導

入の可能性を探っていくことと合わせて、町民のほうへ周知するタイミングも図りた

いと考えています。 

本間委員長  他に質疑はございませんか。 

川幡委員  ２問質問したいと思います。まず１つ目は、４９ページの役場庁舎改修

事業、もう１点は継続事業の子育て世代住宅建築費助成事業、資料の９ページになり

ます。 

１点目の役場庁舎改修事業ですが、昨年秋に説明を受けた時は４億２，０００万円

程度で、今回は７億４，５００万円という改修の予算が付いていますが、これについ

ては、地中熱ヒートポンプシステムへの再生可能エネルギー設備の導入ということで

すが、これがふえた経緯と、ヒートポンプを入れることによって大きなメリットと言

いますか効果と言いますか、そういったもの。それと、燃料費の節減にどれくらいの

効果があるのか、その点を質問したいと思います。 

もう１点、子育て世代住宅建築費助成事業ですが、昨年度２，０００万円というこ

とで、昨年度に南幌に入ってきた子育て世代の人数、ことしはどの程度を目標にして

いるのかその辺をお聞きしたいと思います。２点お願いします。 

総務Ｇ主査  庁舎改修の地中熱部分ですが、予算の増については、もともと１階、

２階が地中熱の対象でしたが、防災拠点もしくは一時避難所として３階まで補助対象

として認められたことから事業費の増額となっています。地中熱については、地中熱

ヒートポンプシステムは再生利用再生可能エネルギー設備の導入ということで、一年

を通じて化石燃料の低減化と安定的に二酸化炭素の排出を抑制するということにな

っています。災害時においては、設置済みの非常用発電機から電力の供給を受け、外

部に頼らない持続可能な再生可能エネルギーとして、防災拠点としての機能の維持と

業務継続性が確保されることとなっています。 

実際の改修内容ですが、地中熱については全館冷暖房設備となります。役場正面の

来客駐車場の横、柳陽公園側の緑地に深度１００メートルのボアホールを５２カ所掘

削します。同じく、役場横の緑地のほうにヒートポンプの機械室を設置します。こち

らで垂直型の地中熱交換器を設置します。この機械室については、イメージとして非

常に大きな室外機が置いてある部屋という形になります。この機械室を通して、冷媒

を通して各フロアにある天井の埋め込み型のエアコンにつながる形になっています。

１階は２５台、２階は３０台、３階は３１台の計８６台の設置となっています。また、

全館の窓ガラスを複層ガラスによる二重化を行います。同じく、正面の自動ドアにつ

いても複層ガラスに交換します。具体的な二酸化炭素の排出量削減ということで、実

施設計の段階では環境省の補助段階である程度の数字は出していますが、実際は稼働

してどの程度削減するかというところは、まだ稼働してからの数字ということになり

ます。Ａ重油については、基本的に換気以外は使わなくなるので、基本的には電力だ

けということで大幅な二酸化炭素の削減が見込まれるとこととして、今回環境省の補

助の採択を受けています。 
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地域振興Ｇ主査  ２点目の子育て住宅建築助成についてお答えします。まず初めに、

昨年度から比べて令和２年度の予算がふえたことの原因ですが、今年度の子育て住宅

建築助成の認定を行ったのが２３世帯、これは今回４年目ですが、今回が一番認定数

が多かった年です。認定をしてから実際に、家が建って引っ越しをしてから交付金を

支給しますので、今年度に認定されている方へ令和２年度に助成金をお支払いするケ

ースが半分以上あります。そのため、来年度の支出がどうしてもふえたことが一番の

原因です。来年度においても、既にみどり野団地の仮押さえをしている方が８世帯い

ますし、その他、きた住まいるヴィレッジの第２期についても今、ＰＲしているとこ

ろですので、来年度においても今年度と同じくらい２０世帯の認定があるものと見込

んでいます。 

川幡委員  再質問します。前回、冷暖房ということで当然、化石燃料は節約できる

と思いますが、その地中熱を利用する冷暖房によって、どれぐらいの温度のものが、

熱量の場合ね。そして、冷房というのはどのようなシステムになっているのか、ちょ

っとわかる範囲でお答え願います。子育て世帯住宅助成金制度についてはわかりまし

た。 

本間委員長  １点だけですね。 

総務Ｇ主査  地中熱の冷房のシステムですが、具体的にはボアホールについては、

冷媒物質である液体で熱交換し、機械室から役場庁舎に来るまでの間、よく家庭であ

る室内機までは気体による冷媒により熱交換ということで、仕組みについては家庭の

エアコンと同じ仕組みです。詳しい説明については、私はこれ以上ちょっとわかりま

せんが、基本的には熱交換によるということで、家庭のエアコンですと外気との交換

ということで、今の冬でしたら外は氷点下のマイナスと、これが地中熱だとある程度

一定の温度でおおむね１０度前後ということとなると、マイナスから暖かい空気を作

るよりは地中熱の中の１０度の温度から暖かい空気をつくるほうが楽です。これが冷

房になると、夏は仮に外気温で３０度だとすると、地中熱についても同じく１５度後

半から１６度ということになりますので、暖かい空気から冷たい空気を作るよりは、

比較的冷たい空気から冷たい空気を作るほうが効果的であるということで、地中熱の

利用が二酸化炭素排出の削減になり、通常の電気を使った家庭のエアコンよりも削減

効果が高いということになります。 

川幡委員  わかりました。一つお聞きしたいですが、これをもってここに出ている

ように国庫補助金が３億８，２００万円の地方債、これはうちの持ち分というふうに

なるのですか。それと、今説明を受けましたが、費用対効果はどれくらい見込んでい

るのか、わかりましたら教えてください。 

総務Ｇ主幹  今、委員おっしゃったとおり、工事費で７億４，１００円万円ほどで

す。そのうち有利な国交省の補助金があたりまして３億８，２００万円ほど、地方債

ですが当初１，９００万円とありましたが、一般単独も借りることにしまして、地方

債で合計３億１，１００万円ほど、そのうち交付税があたることとなっていまして、

９，５００万円ほどとなっています。当初の持ち出しとしては、町の負担として１億

４，２００万円ほどということで、工事費に対して大きく入りがあるものですから、

町の総合計画としても令和１年、２年と載せておりますので、こちらを充てて整備さ
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せていただきたいと考えています。以上です。 

石川委員  ２点お伺いします。防災関係の話ですが、次年度は防災倉庫を作るとい

うことで役場庁舎のそばということですが、具体的にどれぐらいの大きさで、どこに

建てるのかをお伺いします。そして、今でも防災資材が購入済みで保管してあると思

いますが、そこに全部一元集約されるのか、それとも分散する形にしていくのか、そ

の辺りについても具体的にお伺いしたいと思います。 

それと２つ目ですが、今の役場庁舎の関係でも話がありましたが、資料の中にもあ

ります一番下の行に、あらゆる人が快適に利用できるようなユニバーサルデザイン化

をするという形で記載しています。具体的にどのような形のものになるのか、わかる

範囲でよろしいので、そちらについてもお伺いしたいと思います。 

総務Ｇ主査  １点目の防災倉庫の関係です。防災倉庫については地震、暴風雪でも

影響が出ないようにするため、また、非常車両用の車庫としても使用可能な、軽量鉄

骨のプレハブを１棟設置します。イメージとしては、あいくる正面にある車庫になり

ます。あいくるの方は８間口ですが、今回役場で設置予定のものについては、軽量鉄

骨ブレース構造１棟ということで、６間口、幅１８メートル、奥行き７．５メートル、

高さ４．７５メートル、床面積１４０平方メートルとなっています。部材については、

工場で一括生産ということで基礎工事、鉄骨、屋根、外壁、土間工事まで短期間の工

事が可能ということで、今回は鉄骨のプレハブということで選定しました。プレハブ

については構造計算が不要であり、建築確認申請のみということで、この辺りの手順

も期間も短く設置できると考えています。保管する備蓄品については、防災用の資機

材を主として、発電機、ストーブ、投光器、寝袋やマット等、防寒着、ガソリン等を、

また、軽トラックやハイエースなどの一部車両についても保管したいと考えています。

また、従来の食料品等については、指定避難所等に分散してある程度の配置を考えて

います。 

続いて、ユニバーサルデザイン化の改修工事ですが、概要について簡単に説明しま

す。ユニバーサルデザインは、障がいの有無や度合に係わらず、全ての人を対象とし

てできるだけ多くの人が快適に利用できることを目的として、ユニバーサルデザイン

化改修をします。コンセプトとしては、ユニバーサルデザインというものは障がいの

有無や度合に係わらずできるだけ多くの人が使う、もしくは使いやすいデザインにす

るということで設計されています。ちょっと混同しがちな部分もありますが、これに

対してバリアフリーは、障がい者や高齢者など生活弱者のために生活の障害となる物

理的な障壁を除外する設計思想で考えられています。バリアフリーの対象が障がい者

や高齢者であるのに対し、今回のユニバーサルデザインについては全ての人を対象と

し、違いとしては個人差や国籍の違いに配慮してデザインされることとなります。ま

た、今後の技術の向上により、ユニバーサルデザインと言えるデザインの変化も考え

られています。今回の役場庁舎改修にあたっては、この考え方を取り入れた財源メニ

ューがあることから、ユニバーサルデザイン化改修を実施します。簡単な例としては

昔、部屋の照明は直接紐に電球がぶら下がっていたと思いますが、それが壁のスイッ

チになり、その後は壁のオン・オフのスイッチになり、最近では人感センサーでオン・

オフになると、このような形で誰もが快適に利用できるものがユニバーサルデザイン
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となっています。改修内容については、既に説明している部分もあると思いますが、

エレベーターの設置、１階のローカウンター化、トイレの全面洋式化、多目的トイレ

の設置となります。あと、トイレの人感センサー化、職員玄関の改修とスロープの設

置、案内版デザインの設置、こちらは多言語もしくはいろいろな人がわかりやすいよ

うなデザインの案内版の設置となります。議場傍聴席に車いす用の昇降機の設置、あ

とは基本的に全ての壁と床の張りかえ、コンセントの改修、既設の窓ガラスの交換、

ＬＥＤ化などに伴う工事となっています。財源については、公共施設等適用管理推進

事業債がユニバーサル事業対象ということで、こちらの活用を考えています。充当率

は９０％で、交付税措置率が５０％となっています。 

石川委員  今のユニバーサルデザイン化については理解しました。確かに前に説明

を受けたことがありましたので、逆にデザインという形で壁紙や何かをいろいろと変

えていくのかなと、そんな形でちょっとイメージしていましたが、そこまでは具体的

なものについてはお伺いしていますのでわかっていました。いつぐらいから着工して、

いつを目途に完成するのか。その間役場の業務もあると思いますが、それをどのよう

に進めていくのかについても再度お伺いします。 

それから、最初に聞きました防災倉庫についてですが、確かにあいくるの前にある

あのような形の倉庫であることは理解しました。ただ、いざとなった場合に車に積み

込むことを考えると、ただ平場に置くのではなくて、ちょっと高床式の形で置くよう

な形にしていけば、二トン車や軽トラックにもさっと積み込めるようなこともあるだ

ろうと思いますし、二重構造の床にすることによって、もっと積めるのではないかと

いう考えを持っていますが、あくまでも、あいくると同じような形にされるのか。も

うちょっと有効的な形で、やはりいざ水害になった場合に、この役場の場合はさほど

心配ないと思いますが、そういったものを考えると高床であってもいいのではないか

と思いますが、その面での構造的なこととしてどうなのかお伺いいたします。 

総務Ｇ主査  役場庁舎改修のスケジュールについてですが、地中熱については設備

発注、ユニバーサルデザインについては建設発注を予定しています。２つの発注を予

定していること、また防災倉庫の設置も予定していますので、これらについては工事

業者が決定次第、具体的なスケジュールについては打ち合わせ等をして決めていきた

いと考えています。また、庁舎の改修についてですが、建築基準法の関係などで階段

の確保や火災時の煙などの避難経路の確保、防火、排煙などの制限事項もあります。

また、トイレの改修と正面玄関の改修も行いますので、部分的な改修をローテーショ

ンして進めていく形になるかと思います、町民に対して不便のない形で進めていきた

いと考えております。 

続いて、防災倉庫の使い方ですが、今回プレハブを選定した理由について、工事が

短期間であるということもありますが、軽量鉄骨は既製品ですが非常に丈夫だという

ことで選定をしています。棚等の購入も予定はしていますが、いろいろデザインを決

めて発注してしまうと、構造計算等が発生して時間がかかってしまう。また、実際は

備蓄品や資機材をメインとして保管する予定ですが、それらを置く前からいろいろ決

めてしまうと設計の段階で反映すると無理が出る、もしくは思ったより使い勝手が悪

くなるという建築担当の助言も受けましたので、まず建ててから一部最低限必要なも
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のは購入予定としていますので、備蓄品を置いてみて、もしそれで不具合や不都合が

あるようでしたら、随時見直していきたいと考えています。ただ、棚等の設置予定も

ある程度図面は考えていますので、全ての商品を平積みで設置するという考えではあ

りません。 

総務Ｇ主幹  合わせて工事の発注の件ですが、おそらくＪＶになろうかと思います

けれども、４月中に公募等を行い、５月末ごろ入札、その後時期的には臨時議会等を

お願いすることもあろうかと思いますけれども、今のところそういったスケジュール

で検討しています。 

石川委員  防災倉庫のことだけもう一度伺います。確かに今の段階では、要するに

２段にすると構造的な強度計算で強度も変わってくるということは理解できますが、

いずれにしても先ほども言われたように、ストーブや発電機など大きな重たい物も置

くことがあると思いますので、いざとなって積み出す時に下から持ち上げるのは結構

負担が大きい、物にもよりますが軽いものあればいいでしょうけども、電圧も大した

上がらないということも事実ですし、そういった面から考えると、少しでも高い棚の

台から積むのが職員の皆様方にとっての負担は少ないのではないかと思います。いず

れにしても、構造的なもので変わってくるということであれば、それもちょっと痛い

ところであるでしょうけども、６間口のうちその２間口か３間口とか限定した中で作

って設置することも十分あり得るのかなと思うので、そんなことも考えて職員に負担

がかからない形で考えていただきたいと思います。 

本間委員長  答えはいりませんね。 

西股委員  資料の７ページふるさと応援寄附事業の関係についてお聞きいたしま

す。平成３０年の一般質問で、ふるさと応援寄附事業の拡充ということで質問してい

ますが、その時に専門的な部署を設置すべきだということを話しましたが、これにつ

いては現行のままでやりますという話で答弁を受けています。今回見ていくと、地域

おこし協力隊１名を入れて進めるということですが、実務体制については今までは総

務課の職員と短期臨時職員という形でしたが、これがどのような形になるのかをお聞

かせ願いたいのが一つです。 

それと、金額の話をして申し訳ないですが、今年度の見込みということで１月のデ

ータがここに載っていますが４，６７３件の５，０００万円で、昨年よりは若干伸び

ているかと思いますが、平成３０年の時の話では町長は１億円目指すというような形

で、町としてはやれるのではないかという考え方を示していましたが、ちょっと程遠

くなってきているところで、てこ入れをしているのかなと思います。今、地域おこし

協力隊を入れて新たにいろんなものをやっていった時に、どのくらいまでを目標とし

て持つのかいうことをお聞かせ願いたいと思います。 

もう一つですが、企業版ふるさと応援寄附金事業の話をちょっと聞いたような気が

しますが、これについては今、どのような考え方で進めるのかということをお聞きし

ます。 

財務Ｇ主査  ただいまのふるさと納税の御質問ですが、令和２年度に地域おこし協

力隊１名を配置して事務を進めていく予定です。平成３０年度までは臨時事務員１名

ということで体制をとって事務を進めていたところですが、令和元年度は臨時事務員
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はおらず職員のみで事務を行っています。地域おこし協力隊員が１名配置されたとす

ると、職員と地域おこし協力隊１名が協力、打ち合わせなどをして、地域資源の掘り

起こしや、今ある資源のブラッシュアップを行い、ふるさと応援寄付金の寄附金の増

加につなげたいと考えています。 

令和元年度のふるさと応援寄附金の実績については、２月末現在で４，７６３件、

金額では５，１１８万１，０００円の寄附をいただいており、平成３０年度と比較す

ると増加しています。令和２年度についても、新しい返礼品をふるさと応援寄附の受

付サイトに掲載する準備を進めており、令和元年度には無かった謝礼品をふやして寄

附を募り、金額の増額に努めてまいりたいと考えています。 

企画情報Ｇ主幹  ３点目の企業版ふるさと納税についてお答えします。企業版ふる

さと納税については、国における第２期の総合戦略の中でも非常に力を入れていると

ころであり、本町のまち・ひと・しごと創生総合戦略の中でも謳っているところです。

本町は過疎指定を受けていないことで、財源的に優遇措置のある起債を借入れができ

ない部分がありますので、活用したいということで各種セミナー等にも我々も出席を

しているところです。その中で国の担当参事官からは、第１期においては企業版ふる

さと納税がありましたが、非常に使いづらいという意見が企業からも市町村からもあ

ったということで、そういう部分を全て基本的には改善をしたので、ぜひ使ってほし

いということですが、道の担当部署の方もそのセミナーに参加されていて、話をした

ところ、縁のある企業から寄付を受けるというケースが非常に多いということで、縁

もゆかりもない所に行っても非常に塩対応ですというような話もいただいています。

しかし、本町については今年度、工業団地に進出していただいた企業もありますので、

まずはそういうところへ働きかける部分と、それから地道な営業活動といいますか、

道の担当の方もおっしゃっていましたが、国と地方自治体はぜひ寄附してくださいと

いうスタンスで来るけども、企業は視点が違うということで、それがどういった形な

のかわからないですが、地域貢献などといったところをくすぐるような形で営業活動

をしていきたいと思います。いずれにしましても、総合戦略にも謳っていますので、

企業版ふるさと納税をできるだけ獲得できるような形で取り組んでいきたいと、こち

らは地域再生計画の中でも提出しておりますので、そういった中で取り組んでいきた

いと考えています。 

西股委員  最初の部分はだいたいわかりましたが、今の企業版と一般的なふるさと

応援寄附金は全部住み分けするような形で捉えていいですか。 

企画情報Ｇ主幹  そのとおりです。 

本間委員長  ほかにありませんか。 

菅原委員  予算資料の７ページの地域おこし協力隊設置事業で、今は１人いらっし

ゃいますが、その方を採用した時とこの採用の条件が似たような形だと思いますが、

その役割の違いを１点。それと、今いらっしゃる青木さんは陶器作りが趣味で一生懸

命されているということで最初の話がありましたが、青木さんと新しい地域おこし協

力隊の方にそのまま定住していただけるような工夫などは何か考えているのかお聞

きします。 

あと、９ページの新規事業の誘客交流拠点施設整備事業、前回いただきました南幌
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町中期財政推計の中、これはあくまでも推計ですが、その中の主な投資的事業の中で

この事業に関し２，８００万円の予算が出ています。今回は１、５００万円というこ

とで、この違いはどういうところから来るのか。それと、その下にあるエリアマネジ

メント推進事業の中に国庫補助金がありますが、これはどの部分に当てはまるのか。

それと、拠点を中心とした中央公園エリアと書いてありますが、これはどこまでのこ

とを指すのか、中央公園だけのことなのか、それともその周辺のことも含むのかをお

聞きいたします。 

あと、それと１０ページの一番下の防犯対策推進事業、この中で防犯カメラ設置場

所をビューローと書いていますが、一基設置するのにいくらかかるのか、それと金額

によりますので、まずそこをお聞きしたいと思います。以上です。 

本間委員長  防犯対策推進事業はこれからの案件ですので、後程になります。 

菅原委員  失礼しました。 

財務Ｇ主幹  まず、１点目の地域おこし協力隊設置事業の関係です。既に商工費で

設置をされている地域おこし協力隊員については、観光掘り起こし隊員ということで

観光情報の収集、発信、観光資源の利活用というところを主目的として配置をしてい

ます。今回、総務費で配置を予定している地域おこし協力隊員については、特産品を

まずメインとして考えていることと、ふるさと納税を活用した特産品のＰＲというと

ころを主目的にしており、一部業務が関連するところがありますので、既に配置され

ている商工の地域おこし協力隊員と、今度新たに採用する協力隊員の連携という部分

では、さまざまな分野で出てくるかと思っています。それと最大で３年の任期終了後

の定住ですが、基本的には募集の際にも任期満了後の定住の意向についてもお伺いを

していまして、基本的には本町に住んでいただけるような体制、バックアップを町と

しても取っていきたいと考えておりますが、当然３年後の定住については、当然仕事

等の関連も出てきますので、その辺も協力隊の方と話をしながら、町としてバックア

ップをして、定住していただけるような形をとっていきたいと考えています。 

企画情報Ｇ主査  ただいま御質問いただきました、誘客交流拠点施設の財政推計の

関係をお答えいたします。財政推計に示されていた２，８００万円については、基本

設計及び実施設計の両方を合わせた設計費の概算額となっています。令和２年度につ

いては、そのうち基本設計費のみを今回計上していますので１，５００万円という金

額になっています。実施設計については、令和３年度に建設工事と合わせて計上する

予定となっています。金額についても、あくまで今年度の計画当初の概算額としてい

ますので、令和３年度以降は若干の変更があると思います。 

続きまして、２つ目の御質問のエリアマネジメント推進事業における国庫補助金の

内容はどこまでということについて、説明いたします。こちらについては、内閣府に

おける地方創生推進交付金の活用を予定しており、今、申請を行っているところです。

内容としましては、エリアマネジメント推進事業で計上している全ての内容が国庫補

助金の対象となっています。具体的には、令和２年度にシンポジウムやワークショッ

プを複数回開催する予定となっており、それにかかる経費や、これら一連の事業を専

門的なノウハウを持ち合わせたまちづくりコンサル会社へ業務委託する予定となっ

ています。それに関する業務委託費を計上しております。 
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３点目の御質問ですが、エリアマネジメントエリアという捉え方、考え方がどこま

でということの御説明をいたします。明確に、ここからここまでというエリアは想定

をしていません。それは今後、誘客交流拠点施設を活用して活動の幅を広く広げてい

きたいという考えもありますので、まずは中央公園が誘客交流拠点施設の拠点となり

ますので、中央公園を中心に賑わいを作っていきたいと考えています。それに伴い、

誘客交流拠点施設が完成し、その活動を広げていく中でエリアを少しずつ広げていき、

南幌町全体に広がるような活動に進めていければという考えを持って、この事業を進

めていきたいと思っています。 

菅原委員  先に地域おこし協力隊ですが、住み分けということで、たぶんお２人で

されていくのではないかと思います。それで、最後の定住に結びつけるというところ

の質問ですが、３年近くなってから考えるというように私は受けとめましたが、来て

いただいた時点で定住ということでどういう形にしていけるかということをお互い

に相談をしながらやっていかないと、いざ３年経った時に、さてどうしましょうとい

うのでは遅いと思うんですよね。もし、定住していただけるような形になるのであれ

ば、順を追って、例えば住むところもどうするとか、仕事をどうするとか、それから

協力隊の方がしたい仕事、起業をするのか、そういうことなども含めてバックアップ

をしていかなければいけませんので、もし起業するならば、どういう形でこちらとし

てはバックアップできますかということをされていったほうがいいのではないかと

思いますが、そこのところの考え方を１点お願いいたします。 

あと、誘客交流拠点施設整備事業ですが、まずは基本設計のみをして、後から実施

設計は令和３年度と今お答えをいただきました。考え方が変わっていたのかなとちょ

っと思いますが、中期財政推計の時も基本設計と実施設計を合わせて２，８００万円

ということで説明をいただいていましたが、ここのところの整備事業に対して、最初

に私たちに説明していただいたような方針、ＤＢＯ方式とか。そういうのを少し変え

ていったのかどうか、そこのところを１点お伺いします。本日ではなくていいですが、

ＤＢＯ方式にすると今はもう完全に決めたと思うんですけれども、そのことについて

もまた後ほどお聞きしたいと思います。その１点だけお願いします。 

それとエリアマネジメント、まずは中央公園ということを考えてどんどん広げてい

くという理解でよいのか、それだけお伺いします。 

財務Ｇ主幹  地域おこし協力隊の定住に関してですが、任期満了後の３年が経って

からの定住ということで考えていまして、当然３年目で考えることは考えていません。

当然、協力隊を任用してから３年後のビジョンというものは、協力隊員の方にも当然

持っていただきたいですし、その後、事情の変更等があれば、そのビジョンの変更に

ついても随時面談等をしながら話をしていきたいと考えています。 

企画情報Ｇ主幹  ２点目の誘客交流拠点施設の部分についてお答えいたします。Ｄ

ＢＯ方式の部分、考え方が変わってきて、ＤＢＯ方式が出てきたというようなことか

と思いますが、当初、これを算定してきた時から考え方については基本的には変わっ

ていません。地方創生推進交付金を検討していますので、これには公民連携というの

が一つの大きな要素になっておりますので、それを活用するためにもＤＢＯ方式で進

めていきたいということです。以上です。 
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企画情報Ｇ主査  最後の、中央公園のエリアマネジメントということで、議員さん

おっしゃっていただいたとおり、まずは中央公園から、それから全体に広げていくこ

とを期待するということで間違いありません。 

本間委員長  ここで、１０時５５分まで休憩します。 

（午前１０時４５分） 

（午前１０時５５分） 

本間委員長  それでは休憩を閉じ会議を再開いたします。 

続きまして、質疑を行います。 

熊木委員  先ほど菅原委員が質問した誘客交流拠点施設のことについて、ちょっと

答弁の中でわからないところがあったので１点伺います。私も中期財政計画を持って

きて見ていましたが、その時の説明と１月１７日の全員協議会で説明された資料によ

ると、総事業費は同じですが、基本設計と実施設計を合わせて４，１７５万円となっ

ていますが、そこのところがやっぱり金額が変わってきていると思うんですよね。そ

の辺の説明が、ちょっと理解ができなかったので、そこをもう一度説明していただき

たいと思います。それからプロポーザルで業者を選定とか、そういう説明が以前あり

ましたが、その時点で町の意見とかそういうのはどのように反映されていくのか。私

も、先日の一般質問の中でも、町長はさすがに何も決まっていないと言わなかったけ

れども、町民への説明というところでは決まってから説明するということで、町民か

らいろいろアイデアやこういうものが欲しいとかが出された時に、それも検討するよ

うなことを言われていたと思いますが、それはどのように反映させられるのか、そこ

をちょっと伺います。 

あと、エリアマネジメントのことで、先ほど説明がありましたが、具体的にシンポ

ジウムやワークショップを開催するということで、ある程度講師の方やコンサルに業

務委託ということですけども、どのようなところの選定というか、そういうのができ

ているのかどうか、そこを伺います。 

企画情報Ｇ主査  まず１点目の御質問です。財政推計の金額２，８００万円と１月 

に説明させていただいた金額の差異ということですが、どちらも基本設計と実施設計

の両方を含んだ金額となっていますが、２，８００万円のほうは計画当初の段階で示

した金額になっていまして、その後精査をし、今のところは４，０００万円となって

いるということです。先ほど説明させていただいたとおり、この後令和３年度で実施

設計の関係を詰めていくものですから、金額の変更はこの後も出てくるかと想定して

います。 

それから２点目の御質問ですが、プロポーザル方式に関して町の意見がどれだけ反

映されるかという御質問かと思います。こちらについては、以前からご説明させてい

ただいているとおり、町民の方向けにアンケート調査やヒアリング調査、それから各

関係団体への意見交換会等を実施してまいりました。そこで出された意見やアイデア

を、今度プロポーザルを実施する段階の公募要項の中に部分的に盛り込んでいます。

ただ、公募要項についてはあくまで民間提案を最大限に引き出すということで、細か

くここをこうするとか、こういうふうに活用するというところは記載をあえて避けて

民間提案のアイデア、ノウハウを最大限に生かしたいと考えています。ただ、プロポ
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ーザルの選定が終わり、優先交渉として１社決定した段階で、その企業と打ち合わせ

を詰めていきます。その中では、意見として町民の意見がこういうのがありました、

ここを反映させてほしいというところを、町としての意見として取りまとめ、そこを

すり合わせ、また優先交渉の後、契約が終わった後も基本設計を令和２年度に行いま

すので、基本設計をやっている中でちょっと中身が重複しますが、エリアマネジメン

トとしてシンポジウムやワークショップを開催します。そのシンポジウムやワークシ

ョップの中で出された意見等も基本設計の中に盛り込みながら、最終的に令和３年３

月に基本設計の納品ということで予定しています。 

最後のエリアマネジメントの内容ということで、話の内容が重複しましたが、エリ

アマネジメントとして、令和２年度についてはシンポジウムを１回、ワークショップ

を３回予定しています。この内容については、民間の施設を運営する企業、行政側と

して南幌町、地域の団体や地域の方、そこには移住されてきた町民の方や有識者や学

生など、いろんな方が混じって意見やアイデアを出し合うということを想定していま

す。この手法を取って、より誘客交流拠点施設が賑わいを持った施設であり、中央公

園が賑わいを持ったエリアとなるような取り組みを自主的に進めていくようなこと

を話し合う場、事業やイベントを実践する土台づくりを進めていきたいと考えていま

す。それに関しては、民間企業のノウハウを持ったまちづくりコンサル会社というこ

とで道内にも何社かありますが、専門の業者にコーディネートや運営を委託するとい

うことで計上をしております。以上です。 

熊木委員  金額のところで、基本設計分がどうも足し算していくと合わないような

気がしていますが、これで進めるということですね。それから今、エリアマネジメン

トのことの話がありましたが、その先にプロポーザルを設定し、町の意見をどう反映

させるかというところで、今まで出されたアンケートや聞き取りをしたことを意見と

して挙げていくということでしたが、私はその説明とかいろんな中でも質問していた

とおり、先ほどのエリアマネジメントの推進事業ということで、シンポジウムを１回、

ワークショップを３回と、ここまでいろいろできるのであれば、やはりもっと本当に

町民の意見、一部の意見だけではなくて広く意見をまず聞き取るということがどうし

てもやっぱり必要だったと思うんですよね。その上で賛成や反対も、こういうことも

必要とか、もっと違うことが必要ではないかという意見とかが広く出されたものを挙

げていくほうが、よほど必要なことだと思いますが、その辺はどのように考えている

のかということ。 

それから先日の一般質問の中でも、例えばその補助金の確定が５０％以下なら止め

るのかと、町長が止めますということを説明の中で言いましたが、そこに対する明確

な返答は無かったと思うんですよね。プロポーザルで決定してというふうになってい

った時に、そこで本当に止めることができるのかどうか、その辺はどういうふうにお

考えかを伺います。 

まちづくり課長  広く町民の意見を聞くという部分では、令和２年度についてはエ

リアマネジメントの取組みの中でシンポジウムやワークショップをやりますが、それ

と合わせて、令和元年度もありましたが行政区長さんのほうにも誘客交流拠点施設の

説明をしたところ、一部の行政区で誘客交流拠点施設の説明と意見交換の依頼があっ



 

 １７ 

て出向いています。令和２年度について、出前講座の中に誘客交流拠点施設のメニュ

ーを設け、広く町民のほうに出向いて説明と意見交換をしたいと考えています。こち

らは適時やっていきたいということで思っています。 

補助金の関係ですが、公募要項の中に施設整備に関しては、補助金の財源手当が要

件であるということを謳う予定です。そういうことで、財源措置がない場合はこの事

業についてはできないという条件の中で募集したいと考えています。 

志賀浦委員  説明資料９ページの協働まちづくり推進事業についてお聞きします。

この事業に関しては、なかなか予算が満度に使われてないという状況が続いている中

で、次年度の取組み内容がどのように変わったのか、その内容を教えていただきたい。

あと、野祭に応援してやっているところがありますが、次年度もまた応援できるのか、

特例で延ばした分でもう終わりになるのか、その辺の状況を教えてください。 

企画情報Ｇ主査  協働まちづくり推進事業の御質問にお答えします。大きな変更点

としては予算額です。個人町民税現年課税予算額の２％と現行の要綱ではしていまし

たが、令和２年度からはこの２％を１％相当額を予算計上額として変更しています。

また、補助金の対象となる支援メニューの見直しを行っています。現行の要綱では、

協働のまちづくり事業、地域コミュニティ活性化事業、地域交流推進事業の３つの支

援メニューを規定しておりましたが、今回の改正により、地域推進交流事業を廃止し、

新たにフォローアップ事業、町内会等交流助成事業を新規追加しております。今回廃

止する地域交流推進事業については、他の自治体の団体との交流や町内で行う交流を

目的とした事業で文化、教育、福祉、まちづくりに寄与するものに助成するという内

容でしたが、過去５年間の実績が１件と少なく、また地域コミュニティ活性化事業と

の住み分けもわかりづらいという課題があり、今回の変更において地域交流推進事業

と地域コミュニティ活性化事業を統合するような形で変更を行っています。新規に追

加したフォローアップ事業については、原則３年間の助成期間を終了した団体の継続

的支援について以前から課題となっていたこともあり、各事業メニューを３年間継続

した団体が、その後もまちづくりへの貢献が期待できるような活動であれば、フォロ

ーアップの期間は特に定めず支援を継続するという内容のものです。ただし、継続支

援の審査にあたっては、目標設定の明確化や目標に対する達成率などを審査すること

でモニタリング機能を働かせ、継続補助の決定をしていくことを想定しています。そ

のため、先ほどお話あった野祭については、このフォローアップ事業で対象となって

くると想定しています。 

もう一つ、新規追加として、町内会等交流助成事業については、町内会・行政区に

特化した支援メニューとなっています。良好なコミュニティの形成に寄与する事業や、

町内会等の維持継続に取り組む事業として、例えば地域座談会や、出前講座、健康づ

くりの講習会などの外部への講師の謝礼等を上限を５万円として補助するものです。

座談会についても、地域課題の解決や今後の地域活性化につながるような成果を求め

るほか、地域担当職員を積極的に活用し、コミュニティの維持継続、活性化が図られ

ることを期待し３年間を限度に助成するものです。ここで協議された内容が、地域コ

ミュニティ活性化事業への活用へと発展することを期待して変更するものです。 

志賀浦委員  フォローアップ事業で野祭が継続されることはよかったかなと思い
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ます。内容が変わってきている中がありますが、今、地域のコミュニティの部分でど

のように周知していくのか、例えば、地域担当職員などを使っていくのか、また、き

っと内容的なものがなかなか理解されないと思うんだよね。それを丁寧に説明してい

く必要があるのかなと。また、座談会などもこれで使えるのは良いことだと思うので、

これで地域防災とかに広まってくれるといいかなと思うんですけど、その辺の周知方

法とかについて教えてほしいです。 

企画情報Ｇ主査  これらの制度変更の周知方法としては、例年どおり行政区長会議

での説明や広報等で周知をしていく、ただその中身についてはもう少し具体例を示し

たり、あるいは地域担当職員を活用したりというような内容も踏まえて、より広くよ

り深く周知をしていきたいと考えています。 

内田委員  予算書の５３ページの地方創生推進会議アドバイザーとありますが、先

ほどちょっと話が出ていましたが、どのような内容で、主眼をどんなところに置いて

セミナーを受けたのか、また、その方はそういう内容で今まで実績のある方なのか、

また職員は今何人ぐらい受けられたのかを伺います。 

本間委員長  質問は１点ですね。 

企画情報Ｇ主幹  今の地方創生推進会議の委員アドバイザーということですが、第

１期の総合戦略の時にも地方創生推進会議を開催して策定に携わっていただいてい

ます。基本的には、国の方針は第２期についても第１期を維持踏襲、継続するという

ことですので、基本的に第１期の策定に携わっていただいて、第１期の内容をわかっ

ていただいている方に基本的には委員をお願いしています。ただ、充て職の部分もあ

りますので、実際は人が変わっているという部分がありますが、基本的には第１期の

方に依頼をしています。アドバイザーについては、お２方ですが、うち１名は現在、

北海道立総合研究機構副所長の松村さんという方で、この方は第１期の策定で携わっ

ていただいています。もう１人は、北海道田舎活性化協議会の大山慎介さん、ＳＴＶ

ラジオでも番組を持っていますが、この方が非常に地方創生に造詣が深いということ

で、南幌町のこともラジオ等でＰＲしていただいていて、この方に依頼をして受けて

いただいて、地方創生推進交付金などの部分で的確なアドバイスをいただいていると

ころです。 

内田委員  職員の方は何人ぐらいセミナー受けられたのか。 

企画情報Ｇ主幹  職員については、事務局ということでまちづくり課の企画情報グ

ループの職員となっています。 

内田委員  ありがとうございます。大勢いる中でどのような方を選ぶかというとこ

ろが、やはり縁といいますか、そういうものがあるだろうと思いますが、第１期から

係わってる方ということで、わかっていらっしゃる方だなということはわかりました。

そういう方の目一杯力をいただいて、役立てていただきたいと思います。以上です。 

本間委員長  ほかに質疑はございませんか。なければ質疑を終結いたします。 

（はいの声） 

それでは、２番職員給与費、給与費明細書の説明をお願いします。 

総務課長  それでは予算書５７ページをお開きください。下段でございます。９目

職員給与費、本年度予算額８億６，１５３万６，０００円。職員給与費として、町長、
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副町長、教育長、一般職に２号会計年度任用職員、合わせて１０９名分の給料、各種

手当、共済費を計上しております。なお、本年度の新規採用予定者は２名です。 

予算書１３９ページをお開きください。給与費明細書でございます。１特別職、本

年度、長等が３名、議員１１名、その他特別職３５８名で、合計３７２名分の報酬や

給料、共済費など、総額１億１，５３８万７，０００円を計上しています。前年度と

の比較になりますが、会計年度任用職員制度の導入に伴い、従来の嘱託職員及び交通

安全指導員が特別職ではなくなったことから、人数ならびに給与費等が減となってい

ます。 

次に、１４０ページ、２一般職です。（１）総括、本年度の職員数については、一

般職の常勤職員とフルタイム会計任用職員の数となります。本年度は１０１名で、昨

年度より２名の増となります。括弧内の３７は、再任用職員及びパートタイム会計年

度任用職員を示しています。昨年度より３３名の増です。なお給与費、共済費につい

ては、一般職の常勤職員、再任用職員、及び会計年度任用職員の総額となり、８億６，

８５７万７，０００円です。下段、職員手当の内訳につきましては省略させていただ

きます。 

次に、１４１ページ、ア会計年度任用職員以外の職員です。この表は一般職の常勤

職員についての表となります。本年度の職員数は１００名で、昨年度より１名の増と

なっています。括弧内の５は再任用職員を示しており、昨年度より１名の増です。な

お給与費、共済費については一般職の常勤職員及び再任用職員の総額となり、８億１，

１１５万１，０００円です。下段、職員手当の内訳については省略させていただきま

す。 

次に、１４２ページ、イ会計年度任用職員です。今年度より導入された会計年度任

用職員の明細となります。本年度の職員数は、フルタイム会計年度任用職員が１名、

括弧内の３２名はパートタイム会計年度任用職員の数となります。なお給与費、共済

費については会計年度任用職員の総額となり、４，９７０万６，０００円です。下段、

職員手当の内訳については省略させていただきます。 

次に、１４３ページ（２）給料及び職員手当の増額の明細です。給料については、

１，３５８万４，０００円の増で、その理由については昇給及び職員の新規採用の影

響によるものです。 

次に、１４４ページ、職員手当は９８４万８，０００円の増額で、職員の期末勤勉

手当の増が主な要因です。１４５ページから１４８ページにかけては、職員１人あた

りの給与、初任給、級別職員数、給与別の基準となる職務、昇給などについて、それ

ぞれ前年度と比較して記載しておりますので参考にごらん願います。 

次に、１４９ページ、オ。期末勤勉手当につきましては、支給率は前年度との比較

で、国の制度に準拠し年間０．０５カ月分を引き上げております。カ、定年退職及び

応募認定退職に係る退職手当は、勤続年数ごとの支給率で、すべて国に準拠していま

す。なお、早期退職に伴う加算率についても、国に準拠しています。キ、特殊勤務手

当、ク、その他手当については参考としてごらん願います。 

本間委員長  説明が終わりましたので質疑を行います。（なしの声） 

それでは質疑を終結いたします。 
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次に、審査順序３番目 諸費から監査委員費について。同時審査として環境衛生費、

じん芥処理費、し尿処理費、ふれあい館管理費を追加します。よろしくお願いします。 

総務課長  それでは予算書５８ページをごらんください。下段です。１０款諸費、

本年度予算額８５５万８，０００円。説明欄、防犯対策推進事業として、５３６万８，

０００円。ここでは１７節備品購入費で、防犯用備品としてふるさと物産館ビューロ

ー向かいに防犯カメラ１台の設置経費を計上。また、１８節負担金補助及び交付金で

は、街路灯補助金などを例年並みに計上しています。 

次に、５９ページ上段、行政区長活動経費として１８２万５，０００円。全１９名

の行政区長・町内会長への報酬及び費用弁償を計上しております。 

次に、総合賠償補償経費として５３万円。人口を基に算出する全国町村会総合賠償

補償保険料を計上しております。 

次に、諸経費８３万５，０００円。各種団体等への負担金を計上しております。前

年度との主な相違ですが、１８節負担金補助及び交付金で、次ページ、救急安心セン

ターさっぽろ負担金として、さっぽろ連携中枢都市圏事業である救急医療相談、医療

機関案内、救急車要請など２４時間３６５日対応窓口に対する負担金を新たに計上し

ています。 

まちづくり課長  ６０ページ中段をごらんください。１１目総合計画費、本年度予

算額１４万７，０００円。行政評価システム事業は、行政評価委員会の開催経費とし

て、委員８名に係る報酬と費用弁償を計上しています。 

税務課長  ６０ページ下段をごらんください。２項１目税務総務費、本年度予算額

２万３，０００円。説明欄、税務総務経費では、固定資産評価審査委員会の開催に要

する経費として、委員３名に係る報酬及び費用弁償を計上しています。次ページにま

いります。 

２目賦課徴収費、本年度予算額７６２万１，０００円。説明欄、町税等収納対策本

部設置事業では、徴収業務に係る経費として１１万円を計上しています。 

次に、租税教育事業では、子どもたちが税の知識や役割を正しく学ぶ機会として、

中学３年生を対象とした租税教室、小学５年生を対象とした標語コンクールの実施に

要する経費として１万７，０００円を計上しています。 

次に、賦課徴収経費では、町税の賦課徴収業務全般に係る経費として７４９万４，

０００円を計上しています。新規としまして、１２節委託料で標準宅地鑑定評価を基

に行う路線価鑑定評価業務１７９万円を計上。減額の主なものは、昨年実施した標準

宅地鑑定評価業務１３２万円。電子申告システム改修経費３３万円で、その他の経費

は前年並みに計上しています。 

住民課長  予算書の６２ページ中段になります。３項１目戸籍住民基本台帳費、本

年度予算額１，２４５万３，０００円。戸籍住民経費では戸籍、住民基本台帳、印鑑

登録に係る業務、住民基本台帳ネットワークシステム、パスポート交付事務、個人番

号制度に関する事務経費を計上しています。増額の主な要因は、個人番号関連事務交

付金で個人番号カード交付見込み件数の増によるものです。以上です。 

総務課長  次に６３ページ下段、４項１目選挙管理委員会費、本年度予算額２６万

５，０００円。説明欄、選挙管理委員会運営費として、次ページにかけて、委員４名
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分の報酬、費用弁償、及び任期１回中の委員研修に係る費用を計上しています。 

次に、２目町長・町議会議員選挙補欠選挙費、本年度予算額６３５万９，０００円。

説明欄、町長・町議会議員補欠選挙事業として、次ページにかけまして、本年１２月

に執行予定の町長選挙と町議会議員の欠員に伴う公職選挙法第１１３条第３項の規

定により、町長選挙と同時に行う議会議員補欠選挙に係る一連の経費を計上しており

ます。以上です。 

議会事務局長  次のページ、６６ページをお開きください。統計調査費につきまし

ては商工費での説明となります。下段、６項１目監査委員費、本年度予算額１２１万

８，０００円。事業名 監査委員運営経費では、監査委員及びその業務にかかわる経

費を計上しております。 

住民課長  続きまして、同時審査科目の説明をします。８３ページをごらんくださ

い。４款衛生費１項３目環境衛生費、本年度予算１，５４１万６，０００円。環境衛

生経費では、南幌墓地管理、スズメバチの駆除に要する経費等で３４万５，０００円、

南空知葬斎組合負担金として１，５０７万１，０００円を計上しています。増額の主

なものは、南空知葬斎組合負担金で、伏古斎苑火葬炉の改修工事により、７６１万８，

０００円の増となっています。 

続きまして、８５ページ中段をごらんください。３項１目じん芥処理費、本年度予

算額１億６，８６０万６，０００円。ごみ処理対策事業では、不法投棄対策並びに処

理困難物等の処理に要する経費、生ごみボックスの購入経費など５３万５，０００円。

南空知公衆衛生組合負担金１億６，４４７万４，０００円。 

次ページ、道央廃棄物処理組合への負担金３５９万７，０００円を計上しています。

増額の主なものは、南空知公衆衛生組合負担金で、破砕処理施設の改修工事により４，

４０５万９，０００円の増となっています。次ページにまいります。 

２目し尿処理費、本年度予算額１，１６０万円。し尿処理については、北広島市と

の事務委託により、し尿等処理委託事業として計上しています。 

総務課長  続けて、同時審査分の説明を行います。予算書９７ページをごらんくだ

さい。下段でございます。５款１項６目ふれあい館管理費、本年度予算額７７８万円。

説明欄、ふれあい館管理経費として、燃料、光熱費、管理清掃業務２名分に係る委託

経費をはじめ、管理運営に必要な経費を計上しております。以上です。 

本間委員長  説明が終わりましたので質疑を行います。 

菅原委員  予算資料の１０ページ、一番下の防犯対策推進事業で、防犯カメラ設置

一基に対しておいくらするのか。１点だけお伺いします。 

環境交通Ｇ主幹  防犯カメラ設置事業ですが、令和２年度にビューローに１台、１

０３万１，８００円、税込金額を計上しています。 

菅原委員  １０３万円ということで、毎年１基ずつということですが、先日ミニ懇

談会とかを今やっていて、そこで話が出ましたが、毎年１基ずつしか設置できないの

かという話がありました。それとお金のかかることなので、１００万円という結構大

金なので仕方がないという気もしますが、全国的にいろんな事故や事件などがふえて

いますので、そこはどのようなお考えなのか。それと、この後は何カ所ぐらいの設定

を考えているのか、例えば役場にしても１カ所だけでいいとか、それとあいくるの場



 

 ２２ 

合も表と裏にするとか、今後どのような方針で進めていくのかをお伺いします。 

環境交通Ｇ主幹  まず、防犯カメラの関係ですが、平成２８年度から設置していま

す。平成２８年度から令和２年度の間で設置計画に基づき設置をしているところです。

昨年度は夕張太ふれあい館に１台設置しています。今年度はビューローに１台設置と

いうことで計上しています。今後、令和３年度以降については、令和２年度中に各公

共施設担当部局、教育委員会も含め今後の設置有無について検討をしたいと考えてい

ます。 

石川委員  ５９ページの行政区長活動経費に関連してお伺いします。まず１つ、行

政区として１９行政区を編成していますが、全部ではないでしょうけども、行政区や

町内会に入らない住民があちこちでいると聞きます。私の区でもいますし、農村部で

もそうですし、市街地のほうでも町内会に入らない町民が最近目立っているという形

です。ちなみに条例を見たところ、行政区を編成する目的としては、町行政の民主的

かつ効率的な運営を図るために行政区を設置するという形で考えていますが、実際行

政区に加入しない住民に対しては、いろいろ町からのお知らせなど、例えば広報の配

布は職員が行っているのかと思いますが、行政区内でのコミュニティや緊急時の対応

としては、入らなければなかなか平等な形で対応できないのではないか、また行政区

内でも不都合があるという形で聞いています。老人会の組織もあるでしょうし、他の

ものもあるでしょうけども、加入しない住民に対して行政区によっては働きかけてい

るところもあるでしょうが、町として何らかの手立てはされないのか。野放しと言っ

たら失礼ですが、そんな形で放置してよろしいのかどうかということをお聞きします。 

それと加えて、以前も、私この予算特別委員会で質問したことがありましたが、農

村部の行政区は結構人口が減っていて、区の行事がほとんどできないぐらいの人数だ

とか、役員を選出するにも結構早く順番が回ってくるということで、行政区等を運営

していく上で負担に感じている人が多く、そういったことに対しての声も聞きます。

例えば、私が住んでいる１０区もそうですし、隣の９区もそうです。また、７区もそ

うですし、とにかく行政区だ、今の単区だけではなかなかやりづらいということで、

そういったことで編成のし直し。要するに学区というふうな形の方向を打ち出すこと

ができないかということを聞いたところ、あくまで住民の判断に委ねるので、町とし

てはという話もしていましたが、それでもやはり何かのきっかけとして、町のほうで

働きかけとか何かそういったことも必要ではないかと。加えて、今職員がみんな行政

区等に担当職員として張り付いていますから、それから通じてでもそういった学区の

働きかけということはあってもいいのではないかと思うんですけども、今はそれでも

何とか回っているでしょうけども、将来的にも当然やっぱり農村地区の人口が減って

きていますので、そういった面から考えても早いうちから手立てする必要があるので

じゃないかなと思うんですが、それについてどういうふうに考えておられるか。 

そしてもう一つで、これも昨年聞きましたが、美園地区でもそろそろ町内会という

形で編成したらいいのではないかという話をしました。そこで、もっと世帯数がふえ

てからというふうな話が出ましたけども、そういって美園自体は本当に区の所属がな

い状態でそういうふうな形で何年も経過しているんでしょうけども、そんなのが一つ

の前例となって他の行政区にいながらも行政区等に入らない人もいるのかなと、そん
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な気概もしますが、例えば聞いた話では北町は６０戸ぐらいで町内会として編成した

という話を住民の方から聞いたことがありました。それなのに、美園として町内会を

編成していくこと、でコミュニティの維持など、町としても運営していく上で効率的

な形でできるのではないかなと思いますが、その辺りについてどういうふうな見解が

あるのかお伺いいたします。 

総務Ｇ主査  町内会の関係です。まず一つ目の町内会未加入者への働きかけの件で

すが、あくまでも町内会の加入については個人の判断というところもありますし、町

内会での取り組みということで、町としては加入してくださいという話はしていませ

ん。 

２つ目の農村部の再編の関係ですが、人口減少や高齢化が進む中で担い手がいない

などで行政区の運営に影響が今後出てくるということは考えられます。行政区の再編

については、地域によっていろいろな実情や運営方法がありますので、簡単に進める

ことができないのかなと考えています。ですので、各行政区の運営状況や課題問題点

をまず把握して、他の市町村での行政区の再編の動きなども情報収集しながら行政区

のあり方について検討したいと考えています。 

３つ目の美園地区の町内会の設立の関係ですが、美園地区については、３月１日現

在の世帯数が約６０世帯ぐらいになっています。その他にも売却済みの区画も数区画

あると聞いており、年々世帯数が増加しているという状況です。町内会の設立につき

ましては、従来１５０戸ということをめどとして、役場から声をかけさせていただい

て協議をしてきたという経緯があります。地域の要望や意見の把握で、協働のまちづ

くりというところで言えば町内会という組織は非常に重要な役割を持っているのか

なというふうに思っていますが、こういった役割のほかにもごみステーションの管理

や防犯灯の管理、広報の配布、また、設立後については自主的な運営というのが必要

となってきますので、地域への説明やこれによる地域の方の十分な理解をいただくこ

とが重要になると考えています。そういったことから、内部でも設立に係る検討を行

いながら、地域のニーズや考え方を把握しながら進めていきたいと考えています。 

石川委員  まず１つ目の未加入者に対してですが、あくまで本人の判断に委ねると

いうふうな形で、町は行政区等に働きかけをしてないということですが、町として何

かのアプローチなどをしなければ、いろんな面で今も地域の共同体というか、例えば

地域防災の組織を組もうかという中で、そういうバラバラでコミュニティの取れない

ような状況では地域もまとまりきれないと思いますし、一番困るのはやっぱり町だと

思うんですよね。職員がいろんな面で不都合なものが生じてくるような感じもするの

で、せめて何か働きかけということはあってもいいのではないかと思います。行政区

内で最初に引っ越して来た時に区長さんが働きかけてやっているということがあり

ましたが、私が会ったある１人にとっては、町の広報はいらないと、ホームページを

開けばいくらでも見られるし広報なんて配らなくてもいいと言いながらも、何らかの

苦情を言っているような人もいますし、また、町に対してそれとはなしに期待してい

るところもあるでしょうが、それがなかなか出せないという面もあるのかなと思いま

す。一応全体を司る行政の立場として、そういった方に対して一言アプローチや何か

働きかけしていただきたいなと思いますが、再度お願いしたいですけどもできないも
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のでしょうか。 

それから行政区の再編については、いろんな情報を収集した中でこれから検討して

いくというふうな話でありました。いろんな地域の事情もあるのでしょうけども、や

はりどこかのきっかけでそういう再編につなげることでもしなければ、ずっとそのま

までいくと思うんですよね。私ごとですが、私の同僚議員で隣の行政区なので、私た

ち議員をきっかけに何か働きかけるようなことしようかということで、以前も何年か

前に前期の議員とそんな話をしたこともありましたし、そういったことでなかなかこ

う住民もそういう検討に対して熱を帯びるまでには短期間ではいかない。やはり時間

をかけて長いスパンの中で進めていかなければ、その地域性もあるとは思いますが、

そういった中での行政側からのきっかけや働きかけを是非していただきたいと思う

んですけども、情報収集して検討するだけであって、何かしら手をかける予定はない

のか、その辺りもお伺いします。 

そして、美園地区につきましても、本当に今言われたように６０戸あるということ

で、確かにいろんなところから来ていて班も編成しているのかどうかちょっと詳しく

わかりませんけれども、住んでいる人同士でコミュニティというのはつながっている

のかどうか。もし、このままで何年間も続くようであれば、本当にバラバラな住民み

たいな形、でコミュニティがないようなことになるのではないかという不安もありま

すが、どのようにフォローをされているのか、その辺りについてもお伺いします。 

総務Ｇ主査  まず１点目の未加入者の関係ですが、加入していない方について町で

は実際は把握してないです。誰が加入していないかはわかりませんので、加入の働き

かけといいますが、町内会の役割というのは、こういう活動をするということを周知

していきながら町内会活動に対して理解をいただき、加入促進を図っていくようなこ

とで進めていければと考えています。 

２点目の再編の関係ですが、行政からのきっかけということでまずは情報収集をし

て、行政区の考え方等を十分に把握した中で、その後に判断をさせていただきたいと

思います。以前、昭和５８年に行政区再編成推進委員会というものを立ち上げ、いろ

いろ協議したという経過もあります。第三者が入った中で協議というところもありま

したので、そういったところも参考としながら検討はしていきたいと考えています。 

あと、美園地区のコミュニティの関係ですが、美園地区の小学校の裏に住んでいる

方は長い方でたぶん２０年ぐらい住んでいるかと思います。美園２丁目に住んでいる

方は、ごみステーションの係などといったものを、その地域でルールを作りながら進

めているようだということを聞いています。また、ちょっと離れたところ、今販売を

している箇所については、新しい方がどんどん入ってきた中で、去年の夏に任意で集

まった方で食事会を開催したということを聞いております。ある程度、自らコミュニ

ティを取っていただいているのかなと理解はしています。 

石川委員  再度お伺いします。これからどういうふうな形で動くか期待させていた

だきますし、そういう情報をただ温存しておくのではなくて、行政区のほうに働きか

けることを、まずはお願いしたいと思います。 

それと、今は美園地区で分譲を進めていますが、新しく入る方たちにとって立地も

そうでしょうが、先に住んでいる人たちからの口コミや、それなりに町内として、こ
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ういうふうな形で楽しい、南幌町は良いという口コミなどがあれば、なおさら来る人

に対しての後押しになるような気がします。ですから、町内会の組織といいますか、

町内のコミュニティを少しでも高めて、ある程度まとまった形のものとしてなりうる

ように進めてほしいと思います。ちなみに、この話は私だけではなく、同僚議員も同

じような形で意見として言っていますし、住民からも出た話でして、そういったこと

も十分考えていただいて、軽んじた形で捉えないようにお願いしたいと思います。 

総務課長  今の石川議員の話ですが、まずは行政区の再編の関係で担当のほうから

も話がありましたように、他町村の情報もそうです。近年、平成の頭に一時、７区と

８区の合併の話が持ち上がったことがありますが、最終的には話がまとまらなかった

と。当時は総務課もちょっと関わっていまして、なかなか最終的に合意に至らなかっ

たという部分もありますので、まずは各地区の話を伺って、どのような状況かという

のがありますので、そのような話が出てくれば。我々の耳には今現在入っておりませ

んので、そういうことがあれば、当然今言ったような、他の町内会でどのように進め

たらいいのかという部分もありますので、その辺の検討はさせていただきたいと思い

ます。また、区長会の会議、行政区長ではなく、区長会の区長の皆さんの会がありま

すので、その中で話し合いもできるのかなと思いますので、そういうことがあれば、

その会議の時に我々からも話をさせていただければなと考えています。その中で声が

あれば、ちょっと取り組みを進めたいと思います。 

美園地区の関係については、以前からお話ししたとおり、町としても町内会組織は

必要だと考えていますので、過去は１５０戸という目安ですが、これからおそらく令

和２年度も多くの方が入って来られると思いますので、なるべく早い段階で町内会が

設立できるようにと考えています。ただ、現在の美園地区の方については町内会費を

徴収していないという部分がありますので、そういう調整などもいろいろと問題が出

てくると思います。その辺を見ながら、美園地区については町内会の設立に向けて進

んでいきたいと考えています。 

佐藤委員  １点だけですが、資料の８５ページのごみ処理対策事業、先ほど生ごみ

ボックスの設置ということで話がありましたが、設置地域はどちらに置かれたのです

か。また、この生ごみボックスの設置基準はあるのでしょうか。それと昨今、生ごみ

を出した高齢者が車にはねられたと、道路側に入口が向いていて交通事故があったと

ありましたが、本町はそういう危険場所がないのかどうかということと、今後、生ご

みボックスの維持管理はどのような形でされているのか。そのことをお聞きしたいで

す。 

環境交通Ｇ主幹  今回予算計上をしている地区は、これから美園地区の世帯がふえ

るということを見込み、美園地区で１台計上しています。設置基準についてありまし

て、その地区において１０世帯以上使われること、設置場所については町有地である

こと、それと消防の防水施設等が設置されている場合は、消防の基準もありますので、

消防法及び除雪の関係がありますので、町の土木担当者と収集している南空知公衆衛

生組合等で立ち合いし、設置基準に問題がなければ設置許可ということになります。

あくまでも、行政区から南空知公衆衛生組合長への申請要望という流れになります。 

維持管理ですが、当然ごみステーションについては、各行政区・町内会の方々に除
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雪や残留ごみの処理等を含め、ごみステーションの管理については各行政区・町内会

の方々にお願いをしているところです。 

佐藤委員  維持管理のほうはそうですが、雪山や大雪で壊れたという場合にはどこ

で設置等を行うことになるのですか。 

環境交通Ｇ主幹  修繕については、行政区のほうから修繕の要請をいただいて、環

境交通グループで現地を確認し、予算等々の関係もありますので、軽微な修繕で済む

のか、または新しく設置をしなければならないかも見て、予算等の関係もありますの

で、その辺も財務グループと協議をしながら進めていきたいと考えています。 

佐藤委員  それともう１点だけお聞きしますが、住民の方から聞かれたのですが、

商業地域の中は一件ずつ間口に置いて収集するという形ですが、ごみ収集車が交通渋

滞の妨害になっている状態で、商店も段々少なくなっている中で、これからも一件ず

つ収集するのかという声がありました。その件に関しては、何も考えていないのでし

ょうか。 

環境交通Ｇ主幹  そういった要望や苦情などは一切聞いていません。以上です。 

本間委員長  ほかにございませんか。（なしの声） 

なければ質疑を終結してよろしいでしょうか。（はいの声） 

それでは、午後１時１０分まで、休憩といたします。 

（午前１１時５０分） 

（午後 １時１０分） 

本間委員長  それでは休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

午前中の残っていた答えを先にお願いします。 

総務Ｇ主査  地中熱導入による費用対効果についてです。環境省の補助事業につい

ては、平成３０年の南幌町地球温暖化計画及びその進捗状況報告書の数字に基づき、

費用対効果を算出して応募申請しています。平成３０年のＡ重油の使用料については、

２万６，１９６リットル、金額として２０４万６，５００円となっています。これら

の数字に基づき、ランニングコストの削減効果については、設計段階による試算です

が今までのＡ重油の料金と既存の空調設備を動かす電気料が地中熱導入により基本

的にはすべて電気料という計算になります。試算では年間１８９万２，９４５円の削

減効果となっています。今回の環境省の補助金については、二酸化炭素排出抑制対策

事業費補助金という名称となっており、二酸化炭素の削減効果に重点を置かれている

補助事業ということで、導入について二酸化炭素の削減については、年間４８．０２

トンの削減効果となっています。 

総務課長  今は従来のＡ重油と電気料がかかっていますが、このヒートポンプを入

れることによって、重油代が下がります。ただ、それに伴って当然今度は電気量が上

がりますので、その差を計算して今、補助申請上の部分でいきますと、金額について

約１８０万円ほど安くなるということになるということです。 

本間委員長  よろしいでしょうか。それでは次に進めさせていただきます。 

 

次に、審査順序３番目 ３款民生費。説明をお願いいたします。 

保健福祉課長  予算書６７ページをごらんください。３款１項１目社会福祉総務費、
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本年度予算額８，１８７万２，０００円。社会福祉協議会運営補助事業では、福祉事

業経費と事務局職員の人件費に対する一部補助金、５７５万７，０００円を計上して

います。 

高齢者事業団運営補助事業では、事務局職員の人件費に対する一部補助金として、

１７２万１，０００円を計上しています。 

民生委員児童委員活動経費では、民生委員協議会に対する委員２３名分の活動支援

補助金と委員の急な退任等に備え、推薦委員会委員の報酬など２１４万７，０００円

を計上しています。なお、本年度は３年ごとに実施しています視察研修の年となって

おります。 

国民健康保険特別会計繰出金では、詳細については特別会計予算で説明いたします

が、一般会計からの繰出金として７，１５６万５，０００円を計上しています。６８

ページをごらんください。 

社会福祉総務経費では、行旅病死人に係る経費、社会福祉関係団体への負担金、戦

没者追悼式の開催経費に対する費用として６８万２，０００円を計上しています。１

目社会福祉総務費における増額の主な理由は、国民健康保険特別会計繰出金によるも

のです。次ページにまいります。 

２目障がい者福祉費、本年度予算額３億１，９００万７，０００円。地域生活支援

事業では、障がいのある方への福祉サービスや相談事業などの経費と、障がいのある

方への理解促進を図るための啓発や、手話奉仕員のスキルアップを図る研修などの経

費として９６６万２，０００円を計上しています。７０ページをごらんください。 

福祉ハイヤー利用料金助成事業では、障がいのある方の外出支援を目的に、初乗り

運賃２４回分の助成チケット経費８０万円を計上しています。 

人工透析患者等通院交通費助成事業では、透析療法で町外へ通院されている方と、

北海道が定める特定疾患受給者証を受けており定期的に通院されている方に対し、交

通費の助成経費として４７万円計上しています。 

精神保健福祉事業では、自殺予防対策としてこころの健康相談やこころの健康づく

り講演会、命のふれあい交流事業等に係る経費として８０万４，０００円計上してい

ます。 

障がい者自立促進交通費助成事業では、障がい者の福祉的就労や自立促進を目的に、

障がい福祉サービス事業所へ通所されている方の交通費の一部負担分５６万円を計

上しています。次ページにまいります。 

障がい者福祉経費では、主に障がい者の就労支援や生活介護、補装具の支給などの

自立支援給付事業、及び相談支援事業などに係る経費として、３億６５９万８，００

０円を計上しています。７２ページをごらんください。 

難聴児補聴器購入助成事業では、身体障害者手帳の交付対象とはならない軽度中度

の難聴がある児童の健全な発達を支援するために、補聴器購入費等を助成する経費と

して１１万３，０００円計上しています。 

２目障がい者福祉費における増額の主な理由は、障がい者福祉経費の扶助費、自立

支援医療の増額によるものです。 

続きまして、３目老人福祉費、本年度予算額１億２，７００万３，０００円。高齢
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者支援事業では、緊急通報装置設置事業、除雪サービス事業、並びに屋根雪下ろし助

成事業に係る経費として５１４万９，０００円計上しています。 

老人クラブ助成事業では、町内の１９の単位老人クラブと老人クラブ連合会への補

助金として１１４万６，０００円計上しています。次ページにまいります。 

介護保険特別会計繰出金では、詳細については特別会計予算で説明いたしますが、

一般会計からの繰出金として、１億１，５６０万６，０００円を計上しています。な

お、低所得者保険料軽減繰出金として、保険料段階で第１から第３までの所得の少な

い方への別枠公費を投入し、軽減を図る経費として６２３万５，０００円を合わせて

計上しています。 

老人福祉経費では、自宅で療養することが困難が高齢者の養護老人ホームへの入所

措置費と、高齢者への虐待発生時における緊急保護措置費用などの経費として５１０

万２，０００円計上しています。 

３目老人福祉費における増額の主な理由は、介護保険特別会計繰出金によるもので

す。 

住民課長  ７３ページ下段になります。４目重度心身障害者福祉費、本年度予算額

２，３０９万円。重度心身障害者医療費助成経費では、重度心身障害者医療費の一部

助成に要する経費を計上しています。道の補助率は２分の１で、実績を考慮し計上し

ています。次ページにまいります。 

５目ひとり親家庭等福祉費、本年度予算額３７８万８，０００円。ひとり親家庭等

医療費助成経費では、ひとり親家庭等の父親、母親及び子どもの医療費の一部助成に

要する経費を計上しております。この事業につきましても道の補助率は２分の１で、

ほぼ例年同様の計上でございます。 

保健福祉課長  続きまして、７４ページ中段になります。６目地域包括支援センタ

ー事業費、本年度予算額３１３万４，０００円。地域包括支援センター事業では、介

護予防サービス計画作成などの経費を計上しています。 

住民課長  ７４ページ下段から次ページにかけての説明となります。７目後期高齢

者医療費、本年度予算１億５，０３３万４，０００円。後期高齢者医療事業では、本

町が一般会計で負担すべき後期高齢者広域連合への負担金及び後期高齢者医療特別

会計の繰出金のほか、新規事業として、高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施の

ための費用として、看護師、管理栄養士に係る人件費のほか、消耗品費、備品購入費

などを計上しています。 

保健福祉課長  ７６ページをごらんください。２項１目児童福祉総務費、本年度予

算額８，５７５万４，０００円。学童保育事業では、臨時指導員５名分の報酬と事業

運営に係る経費として９４２万２，０００円計上しています。なお、令和２年度の３

月６日現在の入会児童予定数は５５名となっております。 

早期療育事業では、発達に心配のある乳幼児などを支援する事業経費として、２３

万１，０００円計上しています。次ページにまいります。 

児童生徒等医療費助成事業は、中学生から高校生までの医療費の一部助成費用、並

びに小学生以下の子どもの医療費全額助成経費１，１４２万４，０００円を計上して

います。 
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児童福祉総務経費では、すきやき隊活動事業、乳幼児等医療助成事業、障害児支援

給付事業などに係る経費、６，４６７万７，０００円計上しています。１目の児童福

祉総務費における増額の主な理由は、障害児支援給付事業の児童発達支援や放課後等

デイサービス通所の利用者増加を加味しております。７８ページをごらんください。 

２目児童措置費、本年度予算額７，９９７万円。児童手当支給経費では、中学校修

了までの児童を対象に年３回、延べ７，３０７人分を計上しており、出生人数などの

推移を基に計上しております。３目保育所費、本年度予算額１億８，９６１万８，０

００円。 

保育所等運営補助事業では、いちい保育園と認定こども園みどり野幼稚園、また、

子ども・子育て支援法に基づく延長保育や一時預かり事業などの実施に対する補助金

などを計上しており、増額の主な理由としては、昨年１０月からの無償化に伴うもの

です。なお、施設型給付の利用申し込み状況は、３月６日現在でいちい保育園が７６

名の申し込みがあり、認定こども園みどり野幼稚園の幼稚園部分が７０名、保育部分

が１６名となっております。次ページにまいります。 

４目子育て支援費、本年度予算額８３６万６，０００円。地域子育て支援センター

運営事業では、いちい保育園に委託して事業を実施しているほか、本年度より子育て

短期支援事業を新規事業として実施いたします。また、養育支援訪問事業ではヘルパ

ーによる家事や育児支援を追加し、ファミリーサポートセンター事業ではひとり親家

庭や１歳未満の乳児がいる世帯への保護者負担金を軽減いたします。なお、ファミリ

ーサポートセンター事業は、昨年まで児童福祉総務費で計上していましたが、子ど

も・子育て支援交付金交付要綱の変更により、本町の事業も該当することとなったた

め、子育て支援費に移行しております。 

本間委員長  説明が終わりましたので質疑を行います。 

菅原委員  予算資料の１１ページ、自殺予防対策事業ですけれども、以前から長沼

の先生がいらしていたと思いますが、その先生も今後続けられるのかどうか。それと

今は平均何名ぐらいの町民の方が来ていて、どのように参加を呼びかけているのかを

お伺いいたします。それから、その下のところの学童保育事業ですが、これに関連し

てなんですけれど、今コロナ対策で学校が休みで、全国でも学童保育事業のことがテ

レビニュースでも出ていますが、本町の場合はどのようになっているのか。そして令

和２年度４月からの体制ですが、このまま終息しなければ、学童保育のほうはどのよ

うな対策をしていくのかをお聞きいたします。 

それと、１２ページの保育所等運営補助事業ですが、保育料などが今度無料になっ

てきますけれど、給食費などが高くなって保護者の負担はそんなに変わらないという

話をよく聞きますが、これは町営でやっていることではないのでわかる範囲でよろし

いですが、そこのところがどのようになっているのか、今後の見通しなどをわかる範

囲で教えていただきたいと思います。以上です。 

健康子育てＧ主査  １点目のこころの健康相談についてご説明します。今、長沼の

ポロナイクリニックの高塚先生が、月に１回あいくるに来て健康相談として日を設け

ていますが、近年、相談の件数としては年間５件、今年度については、現在のところ

３件ということで、過去と比べると減少してきているのが事実です。来年度について
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も同じように月１回高塚先生に来ていただいて実施は続けていきますが、全体の周知

については町の広報誌、ホームページ、それから特定健診などで、こころの健康づく

りスクリーニングを皆さんに実施させていただいており、その中で心配な方について

は勧奨をしています。事業は、これからも継続していく予定になっています。 

健康子育てＧ主査  まず学童保育についての御質問ですが、現在本町の学童保育は

あいくるで実施しています。３月１日現在の在籍は３８名で、３月９日現在の受け入

れ９名となっています。ただ、３月２５日までが学校の休校ということで、そこまで

は一応預かるということで今保護者の方にお話させていただいておりまして、それ以

降については学校の再開に伴って、また状況を確認させていただき、保育場所も含め

て検討させていただく形になっております。 

次に、保育所費については、保育料は確かに無償化になっていまして、給食費は施

設ごとに設定されています。いちい保育園は１０月以降、主食費が１，５００円、副

食費が４，５００円。認定こども園の１号認定の主食費が５００円、副食費が４，５

００円。２号認定の主食費は月額１，０００円、副食費は４，５００円となっていま

す。この無償化に伴って給食費は外に出た形になっていますが、今で保育料と比較し

て給食費のほうが高いという世帯の方はおりません。そのような状況となっています。 

菅原委員  自殺予防対策事業で、思ったよりも件数が少なくて、良かったのか悪か

ったのかちょっとわからないですが、やっぱり心の問題はこれからますます複雑化さ

れるのでふえそうな気がしますので、その啓発といいますか、気軽に来ていただきた

いということを今後も継続していただければありがたいと思います。 

それと、学童保育ですけれども、今お聞きしたら案外少ないなと思ってびっくりし

たんですが、これは今現在のことをお聞きして申し訳ないですが、コロナウイルス対

策で預かってほしいとか、南幌町は結構の働いているお母さんたちも多いし、いろん

なことがあると思いますが、今までは学童には入っていないが預かってほしいという

要望等はなかったのでしょうか。それだけお聞きします。 

健康子育てＧ主査  学童保育の問い合わせについては、一応預かってほしいという

のがありましたが、現在来ている家庭のお子さんです。学童保育に在籍していない、

ひとり親世帯等で預かってほしいという相談はありませんでした。 

佐藤委員  資料の６７ページの社会福祉総務費の中の、今まで人権啓発活動事業が

予算に入っていましたが、今年度はゼロになっています。その理由を教えてください。

 それと社会福祉総務費の高齢者事業団の中ですが、登録者の年齢も年々高齢化して

いるということをお聞きしています。仕事の数と登録者のバランスは今、どのように

なっているのか。今、高齢者の除雪の依頼などが結構あるみたいですが、働く方が高

齢化によって段々少なくなっているということもお聞きしています。今年度はそうい

う形で大丈夫なのか。また、今後のお考えがあればお聞かせ願います。以上２問です。 

福祉障がいＧ主幹  １点目の人権擁護委員の関係の予算で０円になっているとい

うことの質問ですが、令和元年度の予算において、小学校のほうにお花を植える人権

の花という事業が持ち回りでしたので、令和元年度の事業においては、事業費などで

材料費等を予算措置していたところです。今年度については、事業がありませんので、

ゼロということになっています。 
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社会福祉担当主幹  ２点目の事業団の除雪の関係ですが、まず、年齢の高齢化とい

うことですけども、確かに高齢者事業団で活動されている方の高齢化は進んでおりま

す。新たに加入者がふえているかというと、なかなか進んでないという状況です。現

在人数も１００人を確か切っているかと思いますが、それは働き方改革等で仕事の年

齢が高くなってきているということもあり、社協だより等で加入の周知はしています

が、新しい方がなかなか入ってこないという状況になるかと思います。あと、仕事上

の件数と登録者のバランスということですが、そういったことから、人数が減ってい

るんですけども、仕事をやりたいという方と仕事をお願いする方のバランスは、なか

なかやりたくても希望している仕事ではないという方もいらっしゃいますし、誰でも

その仕事に派遣できるというものでもなく、その人の特性に合ったものでなければ、

上手い具合に派遣もできないというところで、なかなかバランスが取れていないとい

うところもあろうかと思っています。あと、除雪の関係ですが、年々高齢者の方がふ

えてきて、町のほうでも除雪の事業をやっており、それを事業団で受けていますし、

また、町の該当にあてはまらない方について事業団で直接受けている状況です。人の

数はふえていませんが、一人当たりで担当する除雪の件数がふえてきているのかと感

じています。そういったころから、なかなか担い手となる方も高齢となっていますし、

バランスも取れてないという状況ですが、そういった中でも事業団に入って活動して

いただける元気な高齢者にできるだけ多く入っていただけるよう、周知に取り組んで

いきたいと思っています。 

佐藤委員  ありがとうございます。人権啓発活動事業はそのような形で予算計上を

してないという話でしたが、ここの部分はすごく大事な部分ではないかと思います。

それを無くして終わりなのか。何かすごく大事な部分なので、それに代わるようなも

のを考えているのかどうか、それをお聞かせ願います。 

それと、先ほどの高齢者事業団ですが、今おっしゃられたように働き方改革で本当

に７０歳まで働こうということで、だんだん高齢者事業団の登録者数が少なくなって

いくのではないかということですが、高齢者になってもお手伝いしたいという思いの

方がいらっしゃると思うんですよね。そういう中で、今の高齢者の内容のメニューだ

と、本当に７０歳以上であれば厳しいなというメニューもあるとは思いますが、今後

どのような内容だと働けると、そういう内容だとか、どのような仕事であればできま

すよとか、何かそういうわかりやすい仕事の内容などを、何か住民に示していただけ

るように掲示するとか、具体的に単身者で女性であれば電球の交換ができないのでそ

れだけしてほしいとか、何かわかりやすく、こういうことでも頼めるというようなそ

ういう形であいくるの中に掲示するなどもできるものではないかと思いますので、ぜ

ひ、そういう部分では今後すごく大事なところになってくると思いますので、そちら

のほうの啓発を考えていただけるかどうか。この２点です。 

福祉障がいＧ主幹  委員のほうから新たな事業等を何か考えがないのかというこ

とでの話だったかと思いますが、この事業は法務局から委嘱を受けた委員がこの委員

としてなっており、事業としても町単独で何か直接相談をお受けしたりとかというも

のは今のところはありませんでした。今後につきましては、近隣の市町村などの動き

も見ながら、何か効果のあるものがあったら検討していくようなことで考えていきた



 

 ３２ 

いなと思っています。 

社会福祉担当主幹  高齢者事業団のどういった職種であればできますとか、そうい

うことの啓発の関係かと思います。社協だよりを通じてということで先ほど周知の関

係、会員の勧誘の件につきましては、そういったことで周知をさせていただいており

ますし、委員おっしゃられましたように、既にあいくるの中にも社協の掲示板に高齢

者事業団の会員勧誘の掲示しているところです。他にも周知できる手段や手法はあろ

うかと思いますので、今後もどういった仕事ならできるのかということも含めて、多

くの住民の方に事業団のほうへ入っていただけるような取り組みをしたいと思って

います。 

石川委員  保育所の関係だけで１点お伺いします。先日の議会報告懇談会の中で、

住民のほうから問い合わせがありましたが、町内にはいちい保育所と認定こども園の

２つがありますが、農家のお子さんを認定こども園に預けた場合、冬季間は預けられ

ないというふうな形で言われたということを聞きました。いちい保育園は冬季間も預

りをしていますが、なぜ、認定こども園は農家の方のお子さんを預からない形になっ

たのか、何か方法はあるのか、その辺りについてお伺いいたします。 

健康子育てＧ主査  説明の時に誤解があったようですが、認定こども園でも農家の

方が冬季間預かれないということはありません。預けていただくことは可能です。た

だ、どうしても農家の方ですので、冬場はお仕事がない場合もあるかと思いますので、

そういった時はちょっとお話の中で対処できるかどうかというような説明は若干し

ている部分もあります。 

本間委員長  他に質問ございませんか。ないようですので質疑を終了してよろしい

でしょうか。（はいの声） 

 

次に審査順序４番目、４款衛生費の説明をお願いします。 

保健福祉課長  予算書８０ページをごらんください。４款１項１目保健衛生総務費、

本年度予算額６５４万６，０００円。母子保健事業では、母子手帳の交付をはじめ、

妊産婦及び乳幼児の健診、産後ケア事業など、母子保健に係る経費を計上しています。

次ページにまいります。 

５目予防費、本年度予算額３，４５０万８，０００円。成人保健事業では、各種が

ん検診実施に伴う委託料や未受診勧奨のための受診券交付の経費。また、肝炎ウイル

ス検査などの経費として１，８６１万１，０００円計上しています。８２ページをご

らんください。 

感染症予防事業では、乳幼児と高齢者に対する各種予防接種に伴う委託料などの経

費１，５７８万４，０００円計上しています。なお、本年１０月から小児のロタウイ

ルスが定期予防接種となります。 

予防経費では、狂犬病予防接種、畜犬登録などの経費１１万３，０００円計上して

います。 

２目予防費における減額の主な理由は、感染症予防事業で、町立病院小児科の開設

に伴う予防接種業務委託料が不要になったためです。 

続きまして、４目病院費、本年度予算額８億２，１３６万２，０００円。病院事業
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会計繰出金では、町立病院で借入れを行った企業債償還の元金及び利息に対する一般

会計負担分と、普通交付税及び特別交付税の算入など、一般会計負担の基準による算

定分を繰出金として計上しています。詳細については、病院事業会計予算で説明いた

します。 

５目保健福祉総合センター管理費、本年度予算額５，２２９万円。保健福祉総合セ

ンター管理経費では、あいくる全体の維持管理に係る経費を計上しています。増額の

主な理由は、機械設備用中央監視装置設置による工事請負費を計上しているためです。

以上です。 

本間委員長  説明が終わりました。ただいまより質疑を行います。 

菅原委員  どこということではないですが、強いて言えば８３ページの保健福祉総

合センターについてですが、今度、町立病院で在宅医療を全面的にしていくというこ

との話がありましたが、保健福祉課では町立病院との連携をどのようにされるのか、

それが１点。町立病院の院内にステーションを設ける考えはないのかどうか、それを

１点お伺いします。 

高齢者包括Ｇ主査  １点目の在宅医療における高齢者の支援での連携についての

質問にお答えします。常日頃より町民、特に高齢者の方への支援に関しては、町立病

院との連携を密に取っています。町立病院の職員と電話により、随時、町民の様子を

お知らせいただく。私たち職員が病院に赴き、打ち合わせ等を行い、そこで支援策に

ついて対応の会議をする。また、定例の会議で年間１６回、町立病院との会議の場を

持ち、連携に努めています。今後も町民の高齢者の介護・医療支援に関しては連携を

密に取っていきたいと思っています。 

保健福祉課長  ２点目の病院内にステーションをというお話ですけれども、訪問看

護のステーション等でしょうか。特に、今後は病院の中では今まで以上に地域連携室

の動きが多くなると思っています。そこを中心に、あとはあいくる内の地域包括支援

センターがより密接に連携を取りながら、よその病院を急性期で退院する患者につい

て、もしくは町立病院に入院していて在宅に戻りたいなど、そういったことも今まで

どおり町の地域包括とやり取りをするような形になると思います。敢えて病院の中に

訪問看護ステーションですとか訪問介護ステーション等を置く予定は、今のところな

いと聞いています。以上です。 

菅原委員  １番目の在宅医療についてですが、やはり在宅医療がふえると保健福祉

課のほうでも人員、保健師さんといいますか、介護する、いろんな連携をしていく中

で、これからもっともっと連携を密にしたり、それから人員に関しても、もう少し考

えていかなければいけないのかと思っていましたが、そして、在宅医療が今までより

も２４時間体制でいくということですので、保健福祉課のほうでもそのような何か対

策といいますか、そういうことも考えていたのかという思いで聞かせていただきまし

た。 

それと、院内にステーションを設ける考えはということで話を伺いましたが、私自

身議会としても個人的にしても他の病院を見に行く機会も多いんですが、院内の中に

福祉課があったり、もしない場合でも今後、病院の同じ建物の中に福祉課を置いたり、

それからステーションといいますか、１カ所置いているところも、すごく密に行きや
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すいという話も聞いていますので、それでお聞きしました。今度、在宅医療は包括の

場面でものすごく重大になってくると思うんですよね。それで、私はこの同じ質問を

病院にもお聞きしようと思っていますが、保健福祉課でも、もう一度再度お考えいた

だいて、スムーズに始めてみないとわからないことですけれども、２４時間体制の在

宅医療を町立病院としても重きを置いているようなので、そこのところも再度検討い

ただければいいのかなと思います。これはお願いということで、お答えは今はいりま

せん。 

本間委員長  ほかに質疑ございませんか。なければ質疑を終了してよろしいでしょ

うか。（はいの声） 

それでは職員入れかえのため、２時５分まで休憩いたします。 

（午後１時５０分） 

（午後２時０５分） 

本間委員長  休憩を閉じ会議を再開いたします。 

続きまして、審査順序５番目 介護保険特別会計について説明をお願いいたします。 

保健福祉課長  それでは、議案第１８号 令和２年度南幌町介護保険特別会計予算

の説明をいたします。初めに歳出の説明をいたします。１５ページをお開きください。

１款総務費１項１目一般管理費、本年度予算額１７２万１，０００円。介護保険事業

全般に要する費用を計上しています。増額の主な理由は、介護保険業務システム改修

によるものです。 

次に、２項１目賦課徴収費、本年度予算額５８万２，０００円。保険料の賦課徴収

に要する費用を計上しています。１６ページをごらんください。 

３項１目認定調査等費、本年度予算額４５７万３，０００円。会計年度任用職員で

ある介護支援専門員報酬、主治医意見書診断手数料など、認定調査に関する費用を計

上しています。減額の主な理由は、本年度は要介護認定の有効期間が満了になる方が

少ない年度となっているためです。次ページにまいります。 

２目認定審査会共同設置負担金、本年度予算額２２１万４，０００円。栗山町・由

仁町の３町で共同設置している審査会の負担金を計上しています。 

４項１目計画策定委員会費、本年度予算額４０万２，０００円。本年度は、次年度

から３年間の第８期介護保険事業計画の策定を行うため、委員会開催に係る経費を増

額して計上しています。１８ページをごらんください。 

２款保険給付費１項１目居宅介護サービス給付費、本年度予算額１億７，９９９万

９，０００円。要介護１から要介護５までの方の訪問介護など居宅で利用できるサー

ビスの給付費を計上しています。 

２目特例居宅介護サービス給付費については、科目設定としています。以下、この

目から２３ページの３項４目までの特例の名称が付く目については、すべて償還払い

の場合の本人申請に基づく給付です。それぞれ科目設定となりますので内容の説明は

省略させていただきます。１８ページに戻ります。 

３目地域密着型介護サービス給付費、本年度予算額１億６，９８９万９，０００円。

グループホームや認知症対応型デイサービス等による給付費を計上しています。 

次に、５目施設介護サービス給付費、本年度予算額２億９，０１９万９，０００円。
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食費、居住費を除き、特別養護老人ホームなどの施設入所に係る給付費を計上してい

ます。次ページにまいります。 

７目居宅介護福祉用具購入費、本年度予算額１２０万円。福祉用具購入に係る給付

費を計上しています。８目居宅介護住宅改修費、本年度予算額３００万円。住宅改修

に係る給付費を計上しています。９目居宅介護サービス計画給付費、本年度予算額２，

７９９万９，０００円。介護サービスを利用する際のケアプランの作成料を計上して

います。２０ページをごらんください。 

２項１目介護予防サービス給付費、本年度予算額２，９０９万９，０００円。要支

援１と要支援２の方の通所リハビリテーションなど居宅で利用できるサービスの給

付費を計上しています。 

次に、３目地域密着型介護予防サービス給付費、本年度予算額３９万９，０００円。

グループホーム、認知症対応型デイサービス利用者等に係る給付費を計上しています。 

次に、５目介護予防福祉用具購入費、本年度予算額６０万円。要支援認定者の福祉

用具の購入に係る給付費を計上しています。 

６目介護予防住宅改修費、本年度予算額１５０万円。要支援認定者の住宅改修に係

る給付費を計上しています。次ページにまいります。 

７目介護予防サービス計画給付費、本年度予算額４９９万９，０００円。介護予防

サービスを利用する際のケアプランの作成料を計上しています。 

続きまして、３項１目審査支払い手数料、本年度予算額６２万円。介護サービス並

びに介護予防サービス等の審査支払い手数料を計上しています。２２ページをごらん

ください。 

４項１目高額介護サービス費、本年度予算額１，８６０万円。２目高額介護予防サ

ービス費、本年度予算額２万円。１目、２目ともサービス利用額の利用負担限度額を

超えた部分について支給する給付費を計上しています。 

続きまして、５項１目高額医療合算介護サービス費、本年度予算額４００万円。２

目高額医療合算介護予防サービス費、本年度予算額１，０００円。１目、２目とも１

年間に支払った介護と医療の自己負担額の合計額が限度額を超えた時に、申請により

支給する給付費を計上しています。次ページにまいります。 

６項１目特定入所者介護サービス費、本年度予算額２，７９９万９，０００円。３

目特定入所者介護予防サービス費、本年度予算額１万９，０００円。１目、３目とも、

食費、居住費の自己負担分に伴う低所得者に係る給付費として計上しています。なお、

保険給付費全体では５．８９％、４，１３２万９，０００円の増額となっています。

２４ページをごらんください。 

３款財政安定化基金拠出金１項１目財政安定化基金拠出金、本年度予算額１，００

０円。科目設定としています。 

４款地域支援事業費１項１目介護予防・生活支援サービス事業費、本年度予算額１，

０５８万７，０００円。要支援１、２の予防給付の訪問介護と通所介護や、住民主体

のサービスなどによる経費を計上しています。 

２目介護予防ケアマネジメント事業費、本年度予算額７２万８，０００円。予防給

付における個々の計画作成に係る経費を計上しています。次ページにまいります。 
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３目一般介護予防事業費、本年度予算額４００万４６３万４，０００円。健康な高

齢者が取り組める介護予防事業に係る経費を計上しています。なお、本年度から健康

マージャン、ボランティアポイント事業、カフェサロン事業、ふまねっと運動事業に

ついては、社会福祉協議会に委託して実施します。２６ページをごらんください。 

１目包括的支援事業費、本年度予算額５１万９，０００円。総合相談事業や権利擁

護事業、介護支援専門員の資質向上に要する研修会負担金を計上しています。 

２目在宅医療介護連携推進事業費、本年度予算額２万５，０００円。在宅医療と介

護を一体的に提供するため、医療関係者と介護事業所との連携を強化するために、研

修会開催の経費を計上しています 

３目生活支援体制整備事業費、本年度予算額３５５万６，０００円。多様な日常生

活上の支援体制の充実・強化や、高齢者の社会参加の推進を図るための生活支援コー

ディネーター配置に要する経費で、本年度より社会福祉協議会に委託して事業を実施

します。 

４目認知症総合支援事業費、本年度予算額２７万円。認知症の方や家族に対し、早

期診断、早期対応に向けた支援をするために、精神科医師の謝礼や支援推進員の資質

の向上を図るための研修経費を計上しています。なお、予算の計上はありませんが、

町民への認知症の正しい理解や啓蒙を図るため、北海道認知症の人を支える家族の会

のご協力により、研修会を開催いたします。次ページにまいります。 

５目地域ケア会議推進事業費、本年度予算額１２万３，０００円。地域包括ケアシ

ステムを推進するための会議や研修会に係る経費を計上しています。 

６目任意事業費、本年度予算額１９４万８，０００円。介護者の集い、配食サービ

ス、成年後見制度利用支援事業、シルバーハウジング生活援助員配置事業などのほか、

ＧＰＳ機器の運用に係る経費を計上しています。２８ページをごらんください。 

５款基金積立金１項１目介護給付費等準備基金積立金、本年度予算額４，０００円。

基金及び利子を積み立てるものです。 

次に、６款諸支出金１項１目第１号被保険者保険料還付金、本年度予算額１５万円。

被保険者が所得更正を行った場合などに過年度分の保険料の還付が発生するため、実

績を考慮して計上しています。２目償還金、本年度予算額１，０００円。科目設定で

ございます。次ページにまいります。 

７款予備費１項１目予備費、本年度予算額１００万円。前年同様で計上しています。

続きまして、給与費明細書の説明をいたします。３８ページをお開きください。 

本年度から会計年度任用職員制度の導入により、その他の特別職と３２ページの一

般職と分けて掲載しており、合計で２８７万円を計上しています。続きまして、歳入

の説明をいたします。９ページをお開きください。 

１款介護保険料１項１目第１号被保険者保険料、本年度予算額１億５，１２０万６，

０００円。１節現年度分で約５，０００５，１００万６，０００円。第１号被保険者

数２，５５２人、収納率９９．００％で計上しています。２節滞納繰越分、本年度予

算額２０万円。実績を考慮して計上しています。続きまして、２款国庫支出金１目介

護給付費負担金、本年度予算額１億３，５５２万８，０００円。施設等給付費の１５％、

居宅給付費の２０％を計上しています。なお、２節過年度分につきましては１１ペー
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ジの道支出金まで科目設定としておりますので説明は省略させていただきます。 

次に、２項１目調整交付金、本年度予算額４，９５９万５，０００円。設置等給付

費及び居宅給付費の６．４２％分。地域支援事業費総合事業分の５％を計上していま

す。 

２目地域支援事業交付金、介護予防日常生活支援総合事業、本年度予算額３１８万

円。介護予防・日常生活支援総合事業費の２０％を計上しています。１０ページをご

らんください。 

３目地域支援事業交付金、介護予防・日常生活支援総合事業以外の地域支援事業、

本年度予算額４７７万円。包括的支援事業任意事業費の３８．５％を計上しています。 

４目事業費補助金、本年度予算額５１万１，０００円。介護保険システム改修に係

る補助で、事業費の２分の１です。 

５目保険者機能強化推進交付金、本年度予算額９０万円。前年度の実績を基に計上

しています。 

続きまして、３款支払基金交付金１項１目介護給付費交付金、本年度予算額２億５

２４万３，０００円。２目地域支援事業交付金、本年度予算額４２９万３，０００円。

１目の介護給付費交付金は、施設等給付費及び居宅給付費の２７％を交付金として計

上しています。財源は、４０歳から６４歳までの第２号被保険者の介護保険料となっ

ています。国の地域支援事業交付金は、介護予防・日常生活支援総合事業費の２７％

を交付金として計上しています。財源は、同じく第２号被保険者の保険料です。次ペ

ージにまいります。 

４款道支出金１項１目介護給付費負担金、本年度予算額１億１，１９３万円。施設

等給付費の１７．５％。居宅給付費の１２．５％の道負担分を計上しています。続き

まして、２項１目地域支援事業交付金、介護予防日常生活支援総合事業費本年度予算

額１９８万８，０００円。介護予防・日常生活支援総合事業費の１２．５％を計上し

ています。２目地域支援事業交付金、介護予防日常生活支援総合事業以外の地域支援

事業、本年度予算額２３８万５，０００円。地域包括的支援事業任意事業費の１９．

２５％を計上しています。１２ページをごらんください。 

５款財産収入１項１目利子及び配当金、本年度予算額２，０００円。 

続きまして、６款繰入金１項１目介護給付費繰入金、本年度予算額９，５０２万円。

施設等給付費並びに居宅給付費の１２．５％の町負担分を計上しています。２目地域

支援事業繰入金、介護予防日常生活支援総合事業、本年度予算額１９８万７，０００

円。介護予防・日常生活支援総合事業費の１２．５％を計上しています。 

３目地域支援事業繰入金、介護予防・日常生活支援総合事業以外の地域支援事業、

本年度予算額２３８万４，０００円。包括的支援事業任意事業費の１９．２５％を計

上しています。 

４目低所得者保険料軽減繰入金、本年度予算額６２３万５，０００円、別枠公費に

よる繰入金で、保険料第１段階から第３段階の方に対する軽減分です。 

５目その他一般会計繰入金、本年度予算額９９８万円、歳出の１款で説明しました

総務費のうち、総務管理費、徴収費、介護認定審査会費、計画策定委員会費の事務費

を一般会計負担として計上しています。次ページにまいります。 
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２項１目介護給付費等準備基金繰入金、本年度予算額１，１４８万円です。 

続きまして、７款繰越金１項１目繰越金、本年度予算額２００万円。令和元年度繰

越金を見込み、計上しています。 

続きまして、８款諸収入１項１目第１号被保険者延滞金、次の、２項１目第三者納

付金、及び２目返納金につきましては科目設定でございます。１４ページをごらんく

ださい。 

３目雑入、本年度予算額５万５，０００円。１節雑入では、地域支援事業の利用者

負担金などを計上しています。以上、歳入歳出本年度予算額８億１９万９，０００円。

前年対比で４，５０２万９，０００円の増額でございます。 

以上で、議案第１８号 令和２年度南幌町介護保険特別会計予算の説明を終わりま

す。 

本間委員長  説明が終わりましたので質疑を行います。 

熊木委員  資料の２２ページ、地域支援事業について質問します。先ほど健康マー

ジャンやふまねっととか、それが今回取り組まれるので、社協に委託というふうに説

明がありました。そのほかにも、社協に委託するものが以前よりふえたのかなと思い

ますが、その辺のことを質問します。それから、ふまねっとは、昨年亡くなった木村

議員が議員になる前に議会報告懇談会の中で、ふまねっとを取り入れてはどうかとい

う質問がありました。そういうのもあって、すごくいいことだと思いますが、これは

講師を招いて事業をやるのか、教室とか何かそういう形になるのか、その辺も含めて

ちょっと詳しくお願いします。 

高齢者包括Ｇ主幹  まず、１点目の介護予防事業の社会福祉協議会への委託につい

てです。介護予防事業については、行政が今まで主体となって取り組んできた事業と

なっています。ただ、今後高齢者のニーズがふえていくことに対応するために、地域

での助け合いやボランティアによる活動が必要不可欠になってくると考えています。

現在の社会福祉協議会においては、ボランティア団体連絡協議会の事務局として、積

極的に各種ボランティアに取り組みを行っているところです。地域住民と全面的に関

わりを持ちながら支援を行っているのが社会福祉協議会です。また、通いの場などの

活動を今後広げていくためには、住民の参加促進が柔軟にでき、多様な関係団体、企

業団体の連携が図りやすい、ボランティア団体であると考えています。また、専門的

知識や技術を持った地域の支え合い推進員であります、生活支援コーディネーターを

社会福祉協議会に配置するということで、地域の声をすくい上げて、各種ボランティ

アのマッチング等もスムーズに進めていき、柔軟な活動ができると考え、今回社会福

祉協議会に委託することとして計画しています。 

高齢者包括Ｇ主査  ２つ目のご質問にお答えいたします。ふまねっと運動は、高齢

者にとって身体の負担がなく、転倒しやすくなるといった危険に関して、運動に取り

組むことで歩行機能の改善、認知機能、理解の機能の改善に効果がある運動です。そ

のため、この運動を高齢者へ普及啓発を図るために、今年度は試行的に実施しており

ます。今年度は、計７カ所で１２３名にこの運動の体験をしていただいており、事業

の展開としては保健福祉課に配属している生活支援コーディネーターに運動指導資

格を得るための講習を受講してもらい、生活支援コーディネーターと私たち職員が指
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導者の立場で運動の効果や実際を伝えています。今後も、身近な地域で高齢者が簡単

に取り組むことができる運動の一つとして、介護予防の観点から普及を図っていきた

いと考えています。 

熊木委員  ありがとうございました。ふまねっとのことはわかりましたし、その資

格があるんですね。それで今、小さいところでもいろいろこう受けて指導していくと

いう、それはすごくいいことだなと思うので、木村さんも喜んでいると思います。 

それから、社協のボランティア団体との連携もということですが、今まで以上に社

協の構成する人数がふえていくのかどうか、その辺ちょっと伺いたいです。 

高齢者包括Ｇ主幹  社協へ委託になる事業に関しては、今までは行政でやってきた

部分もあり定着化している部分です。こちらに関しては、社協に委託といっても、全

部行政が手を離したということではありませんので、社協と連携して行うような形に

させていただこうと考えています。人員の増ということは、今のところは生活支援コ

ーディネーター１人を社協に配置するということで、その部分でコーディネーターの

分が１人増という形で計上になります。 

本間委員長  ほかに質疑はございませんか。 

石川委員  この説明資料の中の同じ２２ページですが、介護保険給付事業の一番下

に書いてありますが、介護認定率の見込みということで１９．６％と書いています。

あくまで、これは来年度の見込みでしょうけども、これもある程度実数に基づいた数

値かと思いますが、南幌町の場合にはだいたい１９．６％が第１号被保険者の割合と

して、これだけの率があるというふうに解釈しますが、広域でやっています他の２町

に比べて認定率は南幌は高いのか、それとも低いのでしょうか。その辺りについて。

わかれば教えていただきたいと思います。 

高齢者包括Ｇ主査  一緒にやっています栗山、由仁との比較ということですが、申

し訳ございません。その２町についての詳しい数字は現在わからないわけですが、本

町については、高齢化になっていくのが他の町より５年ほど遅いというのがありまし

て、率については今のところ他の町より低いという形にはなっています。 

石川委員  高齢化率だから、第１号被保険者の数は比率的には少ないんでしょうけ

ども、その中で介護認定を受けている人の比率はどうなのかという話なんですが、そ

のあたりはどうなんでしょうか、再度お願いします。 

高齢者包括Ｇ主査  回答がちょっと適切ではなくて申し訳ございません。本町の率

につきましては今のところ低いということになっています。認定率についても低いと

いう形になっています。 

本間委員長  ほかに質疑ございませんか。なければ質疑を終了してよろしいでしょ

うか。（はいの声） 

それでは質疑を終了いたします。 

 

引き続き、審査順序６番目、国民健康保険特別会計について説明をお願いいたしま

す。 

住民課長  それでは、議案第１４号 令和２年度南幌町国民健康保険特別会計予算

の説明を申し上げます。 
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最初に歳出の説明をします。１５ページをお開き願います。１款１項１目一般管理

費、本年度予算額５８５万円８，０００円。一般管理費では、国保業務のシステム改

修をはじめ、国保事務全般に係る費用を計上しています。 

次に、下段から次ページにかけての説明となります。２目連合会負担金、本年度予

算１０２万８，０００円。北海道国保連合会への負担金を計上しています。 

次に、２項１目賦課徴収費、本年度予算５５万９，０００円。賦課徴収費では、国

保税の納付書等の作成、口座振替手数料などの費用を計上しています。 

次に３項１目運営協議会費 本年度予算１８万８，０００円。運営協議会費では、

国保運営協議会委員の報酬、費用弁償などの費用を計上しています。次ページにまい

ります。 

４項 1目医療費適正化対策事業費 本年度予算７９万６，０００円。医療費適正化

対策事業費では、特定健診未受診者対策業務に係る職員の時間外勤務手当、ジェネリ

ック医薬品の促進などの費用を計上しています。増減の主なものは、健康カレンダー

の作成委託料を、一般会計予算に移行したこと、及びレセプト点検業務が国保連合会

での一括点検となったことから、１１９万７，０００円の減額となっております。 

次に、下段から次ページにかけての説明となります。５項１目収納率向上対策事業

費、本年度予算３３１万１，０００円。収納率向上対策事業費では、滞納データ整理

に係る会計年度任用職員の雇用経費、職員の電話催告等に係る時間外勤務手当などを

計上しています。増減の主なものは、会計年度任用職員の雇用日数の増などにより、

１百８７万８千円の増額となっております。 

続きまして、２款１項１目療養諸費、本年度予算５億５，６２６万８，０００円、

療養諸費では、入院、入院外、歯科、調剤等に関する療養給付費負担金５億５，００

０万円。補装具の作成等に関する療養費負担金４６０万円を、それぞれ実績に基づき

必要額を計上しています。 

次に、２目高額療養費、本年度予算９，６２０万円。高額療養費では、高額療養費

負担金９，６００万円、高額介護合算療養費２０万円、それぞれ実績に基づき必要額

を計上しています。次ページにまいります。 

３目出産育児諸費、本年度予算３３６万３，０００円、出産育児一時金として、１

件当たり４２万円、出産予定件数８件として計上しています。 

次に、４目移送費、本年度予算１２万円、移送費として４件分を計上しています。

 次に、５目葬祭諸費、本年度予算３６万円、葬祭費では１件当たり３万円、１２件

で計上しています。 

続きまして、３款の国民健康保険事業費納付金につきましては、北海道により決定

された通知額を、それぞれ計上するものです。 

１項１目医療給付費分 本年度予算２億９６５万３，０００円、医療給付費分とし

て計上しており、退職被保険者等分については前年度精算分を計上しております。 

次に、下段から次ページにかけての説明となります。 

２目後期高齢者支援金等分、本年度予算５，８２１万５，０００円。後期高齢者支

援金等分を計上しています。 

３目介護納付金分 本年度予算２，１８７万２，０００円。介護納付金分を計上し
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ています。 

次の、４款１項１目共同事業拠出金につきましては科目設定でございます。 

続きまして、５款１項１目財政安定化基金拠出金 本年度予算１，０００円、ここ

では、平成３０年度に発生した胆振東部地震において、激甚災害指定を受けた、厚真

町・安平町・むかわ町に係る、不足する保険料必要相当額が財政安定化基金より交付

され、その交付財源である本町負担分９２３円を計上するものであります。 

次ページからその次のページにかけての説明になります。 

６款１項１目特定健康診査等事業費 本年度予算１，４７５万５，０００円。特定

健康診査等事業費では、各医療保険者に義務付けされている特定健康診査及び特定保

健指導等の費用を計上しています。 

特定健診受診率向上対策として、看護師報酬、健診ポイント制度などの費用のほか、

新規事業として、北海道及び国保連合会並びに市町村の共同事業である、特定健診受

診率向上支援共同事業の経費３１３万５，０００円を計上しています。なお、この新

規事業に係る財源は、全額特別調整交付金が交付されることとなっております。 

次に、２項１目保健衛生普及費、本年度予算３９０万２，０００円。保健衛生普及

費では、被保険者の健康づくりのため、高齢者インフルエンザ・高齢者肺炎球菌予防

接種助成、人間ドック健診事業等への助成、医療費通知に係る費用を計上しています。

次ページにまいります。 

 ７款１項１目基金積立金、本年度予算１万８，０００円。国民健康保険事業特別会

計基金利子分を計上しています。 

次の、８款１項１目財政安定化基金償還金につきましては、科目設定でございます。 

続きまして、９款１項１目保険税等還付金、本年度予算５０万円、保険税の過年度

還付金として計上しています。次ページにまいります。 

２目保険給付費等交付金償還金から、６目その他償還金につきましては、それぞれ

科目設定でございます。 

 次の、退職被保険者等保険税等還付金につきましては、退職者医療制度の廃止に伴

い、科目を廃止するものです。以降の「退職被保険者等」という名称の目の廃止につ

いても、同様の理由でありますので、説明は省略させていただきます。次ページにま

いります。 

２項１目直診施設勘定繰出金 本年度予算４，４０５万円。直診施設勘定繰出金で

は、病院事業会計繰出金として、道保険給付費等交付金のうち、直診施設整備に対す

る特別調整交付金分を町立病院へ繰り出すもので、本年度は、電子カルテの導入及び

超音波画像診断装置の更新に係る補助金相当額を計上しています。 

次に、１０款１項１目予備費、本年度予算１５０万円。前年度同額で計上していま

す。以上で 歳出の説明を終わります。 

続きまして、給与費明細書の説明をします。２７ページをごらんください。 

１ 特別職でございます。本年度、その他特別職９名で、国保運営協議会委員の報

酬 １６万７，０００円を計上しています。次ページにまいります。 

２ 一般職でございます。本年度、会計年度任用職員４名に係る報酬３０８万４，

０００円。期末手当２０万円。共済費４７万８，０００円。住民課、税務課及び保健
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福祉課職員計７名分の時間外勤務手当１５１万円、合計で５２７万２，０００円を計

上しています。 

次ページ以降については、その内訳となっておりますので説明を省略させていただ

きます。 

続きまして、歳入の説明をします。９ページをごらんください。 

１款１項１目一般被保険者国民健康保険税、本年度予算１億９，８９２万１，００

０円。１節から３節につきましては、現年課税分として、いずれも必要額を見込み収

納率９７％で計上しています。４節から６節につきましては、滞納繰越分として、い

ずれも実績を考慮し、計上しています。 

続きまして、２款１項１目手数料、本年度予算１，０００円。科目設定でございま

す。次ページにまいります。 

 ３款１項１目災害臨時特例補助金 本年度予算１，０００円。科目設定でございま

す。 

 次に、２目国保業務システム改修補助金 本年度予算３３６万４，０００円。社会

保障・税番号制度システム整備に係る国庫補助金を計上しています。 

続きまして、４款１項１目保険給付費等交付金、本年度予算７億２，１８９万１，

０００円。１節保険給付費等交付金（普通交付金）６億５，６３１万１，０００円、

本町の保険給付の実績に基づき北海道から交付され、本町から国保連合会などに対し、

保険給付費として支払うものです。２節保険給付費等交付金（特別交付金）６，５５

８万円。保険者努力支援分として、特定健診・保健指導の実施などの取組の指標に対

する額、４４５万８，０００円。特別調整交付金分（市町村向け）として、直診施設

整備に係る費用など、５，２８６万円。道繰入金（第２号分）では、医療費適正化や

収納率向上の積極的な取組に対する、いわゆるインセンティブ分として、５８８万６，

０００円、特定健康診査等負担金として、２３７万６，０００円をそれぞれ計上して

います。 

 次に、２項１目財政安定化基金交付金 本年度予算１，０００円。科目設定でござ

います。  次ページにまいります。 

５款１項１目利子及び配当金、本年度予算１万８，０００円。国民健康保険事業特

別会計基金の利子分を計上しています。 

続きまして、６款１項１目一般会計繰入金、本年度予算７，１５６万５，０００円。

一般会計繰入金については、一般会計が負担すべき繰り入れのルールに基づき計上し

ています。国民健康保険基盤安定繰入金５，４９２万５，０００円の内訳として、保

険税軽減分として、応益分の軽減相当額を公費で財政支援するもので、財源は道４分

の３、町４分の１で、３，５５１万円。また、保険者支援分として、保険税軽減（応

益分の７割、５割、２割）の対象となる低所得者数に応じて、公費で財政支援するも

ので、財源は国２分の１、道４分の１、町４分の１で、１，９４１万５，０００円。 

いずれも、補助金は一般会計で受け、町負担分を加えて、本特別会計に繰り入れるも

のです。 

次の、国民健康保険財政安定化支援事業繰入金は、市町村国保の財政安定化のため、

地方交付税で措置され、一般会計から国保会計へ繰り入れるもので、１，０６５万円
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を計上しています。 

次の、国民健康保険出産育児一時金等繰入金は歳出の出産育児一時金の３分の２を

計上しています。 

続きまして、２項１目国民健康保険事業特別会計基金繰入金、本年度予算２，５３

６万３，０００円。国保財政の安定化を図るため計上しています。次ページにまいり

ます。 

７款１項１目繰越金、本年度予算１００万円、令和元年度からの繰越金を見込み計

上しています。 

続きまして、８款１項１目延滞金から、次ページ２項５目特定健康診査等負担金ま

では、科目設定としています。 

次の６目雑入、本年度予算３９万３，０００円。特定健診に係る一部負担金などを

計上しています。   

 以上、歳入歳出それぞれ本年度予算額１０億２，２５２万４，０００円、前年度対

比で５，６１７万５，０００円増の予算となっています。 

 以上で、議案第１４号 令和２年度 南幌町国民健康保険特別会計予算の説明を終

わります。 

本間委員長  それでは説明が終わりましたので質疑を行います。 

佐藤委員  １点なんですけど、１９ページの出産育児諸費、先ほど８件、１人あた

り４２万円で８件で間違いないでしょうか。国保だけでも、毎年このぐらいの人数で

しょうか。 

国保医療Ｇ主査  ただいまの８件の内容ですけども、あくまで国民健康保険に加入

している方の出産件数となっています。南幌町全体では社会保険を含めまして３０、

４０件ほどの出産件数でして、事業費納付金を算定する段階で、これは３カ年の平均

を道のほうで算出して、この件数を各市町村で予算措置してくださいということにな

っています。南幌町は来年度は８件という予算計上となっています。 

本間委員長  他にございませんか。なければ質疑を終了してよろしいでしょうか。

（はいの声） 

それでは質疑を終了いたします。 

 

続きまして、審査順序７番目 後期高齢者医療特別会計について説明をお願いいた

します。 

住民課長  それでは、議案第１９号 令和２年度南幌町後期高齢者医療特別会計予

算の説明をします。 

最初に歳出の説明をします。９ページをごらんください。 

１款１項１目一般管理費、本年度予算１３０万５，０００円。一般管理費では、シ

ステム保守など一般事務に係る費用を計上しています。 

次に、２項１目徴収費、本年度予算３９万９，０００円。徴収費では、保険料徴収

に要する費用を計上しています。次ページにまいります。 

２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金、本年度予算額１億５１４万４，００

０円。後期高齢者医療広域連合納付金では、広域連合の構成員である市町村が納付す
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る負担金を計上しています。事務費負担金の内訳は、均等割が１１０万５，０００円、

７５歳以上の高齢者人口割が１２６万５，０００円、市町村の人口割が１４１万４，

０００円となっています。 

次の、保険料等負担金につきましては、本町が徴収する保険料と延滞金を広域連合

へ納付するものでございます。 

次の、保険基盤安定負担金につきましては、低所得者の保険料軽減分を広域連合に

納付するものでございます。財源につきましては、北海道が４分の３、本町が４分の

１をそれぞれ負担し、いずれも一般会計で措置をしています。 

 

続きまして、３款１項１目保険料還付金、本年度予算額１２万円。実績を考慮し計

上しています。 

続きまして、４款１項１目予備費、本年度予算額１０万円。前年同額を予算計上し

ています。 

次に歳入の説明をします。７ページをごらんください。 

１款１項１目後期高齢者医療保険料、本年度予算額７，１５５万６、０００円。１

節現年度分７，１５２万６，０００円。２節滞納繰越分３万円でございます。後期高

齢者医療保険料は、広域連合が算定したもので、予定収納率は１００％で予算計上し

ています。なお、保険料につきましては、２年に一度の見直しということで、令和２

年度、３年度の保険料率につきましては、２月２５日開催の広域連合議会定例会にお

いて改正案が可決されています。保険料率につきましては、均等割でございますが、

５万２，０４８円、前回と比較しまして１，８４３円の増、所得割が１０．９８％、

前回と比較しまして０．３９％の増、限度額につきましては、６４万円で２万円の増

でございます。 

続きまして、２款１項１目督促手数料につきましては、科目設定です。 

続きまして、３款１項１目事務費繰入金、本年度予算額５５８万８，０００円。事

務費繰入金のうち町業務分につきましては、歳出で説明しました、総務費と予備費の

合計額を計上しています。広域連合共通経費分につきましては、歳出の広域連合納付

金のうち事務費負担金と同額で予算計上しています。 

２目保険基盤安定繰入金、本年度予算額２，９８０万２，０００円。歳出の広域連

合納付金のうち保険基盤安定負担金と同額で計上しています。 

保険料軽減額を町が４分の１、道が４分の３の割合で負担するものでございます。

道の４分の３の負担額は一般会計の歳入で受け、町の４分の１の負担額と合わせ、本

特別会計に繰り入れし、歳出で一括、広域連合に納付するものでございます。次ペー

ジにまいります。 

４款１項１目繰越金、本年度予算額１，０００円でございます。 

続きまして、５款１項１目延滞金、科目設定でございます。 

次に、２項１目雑入、本年度予算額１１万９，０００円。実績を勘案して計上して

います。 

以上、歳入歳出それぞれ本年度予算額１億７０６万８，０００円、前年度対比で７

２万円増の予算となっています。 
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以上で、議案第１９号 令和２年度南幌町後期高齢者医療特別会計予算の説明を終

わります。 

本間委員長  説明が終了いたしました。質疑をお受けいたします。（なしの声） 

それでは質疑を終了してよろしいでしょうか。（はいの声） 

それでは質疑を終了させていただきます。 

本日予定しておりました審査項目が終了いたしましたので、あす１０日午前９時３

０分まで延会といたします。 

ご苦労さまでした。 

（午後２時５３分） 
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予算審査特別委員会記録 

（２日目 R2.3.10  9:30 ～14:57） 

 

本間委員長  それでは昨日から延会になっておりました予算審査特別委員会を再

開いたします。 

先ほどちょっと議長とも相談させていただきましたが、なるべく１時間前ぐらいで

休憩を入れて換気をしましょうということで、そういうことをメリハリを見ながらや

っていきたいと思いますのでよろしくお願いしたいと思います。また、前も言いまし

たが、委員会席なのでペットボトルや自分のマイボトルであれば中に入れてもいいと

いうことをお願いしたいのと、これも職員の方もマイボトルや水であれば持って来て

もいいということでお願いしたいと思います。 

本日の出席人員は９名全員です。なお、議長も出席されています。 

それでは直ちに会議を開会いたします。 

審査項目の８番目、５款農林水産費について説明をお願いいたします。 

農業委員会事務局長  予算書につきましては８７ページをお開きください。５款１

項１目農業委員会費、本年度予算額６４６万３，０００円。農業委員会運営経費とし

て、６０１万６，０００円。事務局経費として、４４万７，０００円を計上しており

ます。主な増減の理由につきましては、委託料で道営土地改良事業、清幌地区の換地

の完了による農地台帳システムデータ更新が終了しましたので、１７２万１，０００

円の減額となっているものです。 

産業振興課長  続いて８７ページ、農業振興費を説明します。予算資料は１３ペー

ジから１４ページになりますので、あわせてごらんください。２目農業振興費、本年

度予算額５億４，７１８万２，０００円。農業振興経費では、総合農政推進協議会開

催経費、農業気象情報システム管理事業負担金、家畜伝染病自衛防疫推進事業経費、

農地中間管理事業経費のほか、農業関係団体等への負担金や補助金など１５９万円を

計上しています。続いて８８ページ下段をごらんください。 

有害鳥獣対策事業では、実施隊員の報酬、躯体処理手数料、捕獲委託料など３０８

万２，０００円を計上していますが、今年度は新たにアライグマ、キツネのわな捕獲

に必要な狩猟免許取得を促進するための助成金を計上しています。 

続いて、８９ページ中段をごらんください。経営所得安定対策事業では、農産物の

生産目標の調整や確認などを行う南幌町農業再生協議会への補助金として２７２万

円を計上しています。 

次に、耕地利用高度化推進事業では西幌、鶴城一期地区の貸出用レーザーレベラー

２台の購入経費、三重、鶴城二期地区の貸出用溝掘り機２台の購入経費として１，６

２８万円を計上しています。 

次に、農業振興補助金交付事業では、南幌町農協が取り組む農業振興事業に対し３

７５万円を計上していますが、本年度は昨年度に引き続き、水田面積の維持・確保と

良品質米の安定生産に向けて、作付面積の増加分や設置費用などに対し補助金を計上

しています。 
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次に、農業経営高度化促進事業では農地、農業水利施設の整備に伴う農家の負担軽

減措置の負担金と、工事に伴う休耕による農家の所得損失補てんのための負担金とし

て２億８，９７８万１，０００円を計上しています。なお、財源措置として歳入予算

の道補助金で１億９，６６５万７，０００円。起債で３，８８０万円の、総額３億３，

５４５万７，０００円を計上しています。続いて、９０ページをごらんください。 

スマート農業推進事業では、ＲＴＫ基地局の回線利用料として１０万２，０００円

を計上しています。 

次に、農業制度資金利子補給事業では、平成２４年度までに認定農業者等が借入れ

を行った農業経営基盤強化資金の利子補給補助金３３６万９，０００円を計上してい

ます。 

次に、担い手育成対策事業では、農婚塾負担金や４Ｈクラブ活動補助金のほか、新

規就農支援として、国制度の農業次世代人材投資事業補助金、町独自のふるさと就農

促進給付金、新規就農支援研修費等助成金など、総額７０８万５，０００円を計上し

ています。 

次に、地産地消活動推進事業では、農産物加工センターの管理経費、朝市、花市へ

の活動支援、年２回のキャベツキムチ町民還元事業経費など、１７４万７，０００円

を計上しています。 

続いて、９１ページ中段をごらんください。都市との交流と販路拡大事業では、グ

リーンツーリズム事業や日ハム主催ゲームでの農産物提供経費、２７万５，０００円

を計上しております。 

次に、食育活動推進事業では、親子農業体験塾やバケツ稲づくり学習、中学生まで

の子育て世帯を対象に減農薬米「なんぽろピュアライスきたくりん」を支給する子育

て支援米支給時事業経費のほか、食育パンフレットの作成や、都市住民と農業体験交

流事業などの経費、５４７万４，０００円を計上しています。続いて、９２ページ中

段をごらんください。 

多面的機能支払い事業では、農業農村が有する多面的機能の維持・発揮を目的に分

水区ごとに組織されている３つの活動組織への支援交付金と推進事務費、１億９，７

３０万７，０００円を計上しています。なお、財源措置として歳入予算の道補助金で、

１億４，８０１万６，０００円を計上しています。 

次に、環境保全型農業直接支援対策事業では、環境保全を重視した営農活動の普及

を推進を目的に取り組む農業者への補助金と推進事務費、１，３６２万円を計上して

います。続いて、９３ページをごらんください。 

３目農地費、本年度予算額７，５９６万４，０００円。土地改良事業経費では、道

営経営体育成基盤整備事業、西幌地区他３地区の換地業務経費、国営道央地区及び中

樹林地区の町負担金、国営造成施設管理体制促進事業補助金など総額６，７４３万６，

０００円を計上しています。 

次の、農業集落排水事業特別会計繰出金は、特別会計予算で説明します。ページが

飛びますが９８ページ中段をごらんください。 

２項１目林業振興費、本年度予算額１１１万５，０００円。林業振興経費では、防

風林監視人に対する報酬、野ねずみ駆除薬剤散布業務経費、町有林の倒木等処理経費
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など１１１万５，０００円を計上しています。 

以上で、農林水産業費の説明を終わります。 

本間委員長  説明が終わりましたので質疑を行います。 

熊木議員  予算資料の１４ページ、食育活動推進事業のところで先ほどもご説明が

ありましたが、食育活動で地元野菜を活用した料理・加工施設の取り組みとあります

けれども、そこのところをちょっと説明をお願いします。 

それからなんぽろレシピの作成ということで、予算では確か１００万円くらいだっ

たと思いますが、その内容と、あと配付予定の冊数、その辺もお願いします。 

あと、小中学生を対象とした食育実践の内容も説明をお願いします。３点です。 

農政Ｇ主幹  ただ今の質問ですが、１点目の地元農産物を利用した料理・加工教室

ということについては、毎年活動は実施しています。まず、本年度の実施経過につい

て、今年度は年に１回開催をしており、対象は全町民として募集しています。内容に

つきましては、町内で食育活動をしている、ぐんぐん食育クラブの方々を講師として

招き、地元の野菜を使った料理を参加者の方たちと作って、その後一緒に食べて懇談

をするという内容となっています。 

続きまして、なんぽろレシピ本の作成については、基本的には町外の方を対象に作

成をすることで考えています。南幌の新鮮な食材、野菜を知ってもらうきっかけとし

て考えており、内容については町内で採れた野菜、キャベツを中心に、南幌町で生産

されている野菜の紹介、その野菜に合った料理のレシピについては、平成２４年から

６年間、町広報誌の裏表紙で、町民の方が南幌産の食材を使った料理を紹介する、南

幌喰楽部に掲載していたレシピを使いまして、全て掲載することはできないものです

から、その中から掻い摘んで掲載し、配布をしていきたいと考えています。また、町

内の方へは全戸配布は考えていないですけども、各施設にも配置する予定となってお

りますので、あわせてごらんいただければというふうに考えております。 

続きまして、小中学生を対象とした食育実践については、令和元年度からの事業で

して、内容については生涯学習課、保健福祉課、産業振興課の３課による連携事業と

して実施をしています。本年度は、生涯学習課が携わっている子ども会事業である三

重湖でのキャンプで、近くにある農家さんのお宅にお伺いし、野菜の収穫体験を行っ

て三重レークハウスに持ち帰って、南幌産の野菜を使ったピザを作って、その合間に

保健福祉課の栄養士による栄養講座もあわせて行っている状況です。今年度の実施内

容については、まだ、未定となっています。 

熊木委員  説明ありがとうございました。本当に地元野菜を活用したところで、や

られているということでそれはわかりました。なんぽろレシピ本の作成で、町外の方

が対象ということですか。町広報にレシピが載っていてすごくよかったと思います。

今は広報の紙面が変わって、今はまた写真を使ってすごく良いですけれども、やはり

地元の野菜を使ったレシピが載ると、広報の活用ということに良いのかと思うので、

そういうことをまた紙面の中で、年に何回かでも取り組むことができないのか、それ

をちょっと１点伺います。全戸配布でないということはわかりましたが、例えば各施

設に置いて希望者が持っていくような、それぐらいの冊数は用意しているのかどうか、

それも伺います。 
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あと、小中学生を対象にした食育実践、３課が連携して一つの取り組みをいろんな

角度からやることはすごく良いことだと思うんですよね。ですから、それによって地

元の食材とか農業を知ることにもつながるし、農家さんが作っているもので実際に料

理を作って食べる、さらに、今お聞きしたら栄養講座も開いているとのことで、今年

度の内容は未定ということですが、決まり次第教えてほしいと思います。 

農政Ｇ主幹  ただいまのご質問ですけれども、まずレシピ本ですが、全体で４，０

００部発行予定として、活用については町外で行われるイベントで配付をしようと考

えています。あと、町内はビューローを中心に各公共施設に何十冊、何百冊か、ちょ

っとわかりませんが、冊数を見ながら配置したいと考えています。また、広報で取り

上げたレシピですが、昨年、町ホームページに全てのレシピを掲載しています。その

ホームページに飛ぶようにＱＲコードをつけて、レシピ本をいろんな媒体で見られる

ような形を取っていきたいと考えています。 

続いて、小中学生の食育実践事業ですが、考え方としましては、子ども達を募って

事業をやるとなるとなかなか集まってこないものですから、既に教育委員会で実施し

ている事業に農政担当と保健福祉課が行って、そこで食育実践をさせていただこうと

考えていますので、その事業は昨年のものが良いのか、また違う場面が良いのかを教

育委員会と検討したいと考えています。 

本間委員長  ほかにありませんか。 

内田委員  どの項目に当てはまるかわからないですが、ＰＲということで、私もそ

うですけど、いろんな野菜とかを出している方にもちょっと相談をしていますけど、

皆で自然にＰＲできることがあればいいなということでシール作り、これちょっと私、

豆腐を買ってちょっとなんですけれども、世界にただ一つの品というシールなんです

けど、こういうのがなんとなんぽろでいいと思うんですけど、貼って、南幌は生産者

は小さくてもいいと思うんですけど、こういうものを作成していただくことを考えて

いただけないかなと思って、ちょっと提案です。 

産業振興課長  今依頼がありましたシールというところですが、基本的に農産物や

加工品等については、それぞれ農協さんが絡んで出している野菜もありますし、直接

農家さんが出しているものもありますので、統一したシールというのは非常にちょっ

と難しいところがありますが、ただ、南幌町をＰＲするというところで、それぞれ野

菜に認証を付けていくということですけれども、おそらく農協系統の出荷の野菜に付

けられるのかどうかはちょっと難しいのかなと思っていますが、アグリビジネスが出

す部分や、観光協会で販売している野菜に付けるということはできるのかもしれない

ということで、これはちょっと検討させていただいて、できる方法があるかどうかも

含めて検討させてもらいたいなと思っています。ただ、全町的にそのシール１枚の統

一が図れるかということについては、ちょっとハードルが高いのかなと。当然農協に

出荷されているものについては、道外、道内もそうですけど、それぞれ用途が変わり

ますので、それぞれパッケージされているものもあれば、生のまま売られているもの

もありますので、その辺も含めて袋に入れたときそういうものが貼れるかどうかとい

うところもありますし、それは確認をさせていただきたいと思っています。 

内田委員  私はできる範囲内で個人の意思のもと、やっぱり付けたい価値、そうい
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ったところから広めていけばいいのか、全部町の金でやってもらってとそういうこと

ではちょっと無理かもしれないんですけど、意識的にそしてやっぱりつながっていく

というか、一緒にＰＲしよういう意識啓発になるのかなと思うので、欲しい人が欲し

いだけを貼れる、また、その大きさもちょっとは種類があればいいのかなと思うので

ぜひ検討していただきたいと思います。 

本間委員長  よろしいですか。ほかにありませんか。 

佐藤委員  先ほどの食育活動推進事業の資料の１４ページ、その中で今回いろんな

事業が今までも展開されていますが、特に今回は食品ロス啓発について特に力を入れ

ているとか、今後食品ロスを考えたことをやっているとか、そういうことを意識した

ことを考えていらっしゃるのかどうかというのが１点。 

それと今、働く親がすごく多くなってきたと思いますが、その中で地元等の野菜で

お弁当を作り、手作り弁当で食育を進めたらいかがかと思うんですよね。そういう部

分でなんぽろレシピ本ですか、これから作成になるという話ですので、ぜひお弁当に

特化した形で広報に載せるなどということも考えていただけるのか、その２点お伺い

します。 

農政Ｇ主幹  ただいまの佐藤委員のご質問ですが、まず１点目、食品ロスの関係で

すが、今回こちらの資料で掲載している事業の中で、食品ロスを含めた事業という部

分は今のところは特別考えていませんでしたが、令和２年度に食育推進計画の改訂を

しなければなりませんので、その中では食品ロスの部分について触れなければならな

いと考えています。ただ、今年度は、こちらの事業の中で食品ロスについて、先ほど

もお話ししましたが、栄養士の講話や３課の連携事業の中でも触れることは可能かと

考えていますので、その分も含めまして実施に向けて検討したいと思っています。ま

た、昨年から町の広報誌で食育に関する記事を毎月掲載していますので、昨年掲載し

た中でも食品ロスの部分については一度触れています。この部分も継続して、内容を

検討しながら掲載したいと考えています。 

続いて、２点目の地元の野菜を使ったお弁当の料理教室ということですが、先ほど

もお話ししました、住民向けの料理教室などを活用して実施していくことは可能かと

考えていますので、また、その部分も講師の方についてはこれから依頼しなければい

けませんので、そういうことも含めながら内容を検討させていただきたいと思います。 

佐藤委員  これは食育活動なので、いろんな学習や料理教室をやるということもす

ごく大事ですが、食育ということに力を入れる事業なのではないかと思うんですよね。

そういうところで、特に小中学生を対象としては食育実践とか、そういう生徒を対象

としたところであれば、特に農家さんが作った野菜だということをしっかり伝えてい

ただいて、生産者の思いに寄り添ってもらえるような活動にしてほしいと思います。 

そして、お弁当のレシピですが、これもやっぱり食育のことから考えると今、コン

ビニなどで食べるお子さんが多くなっていると、お弁当を買うお子さんだけではない

ですが、ぜひ地元の野菜を使ってお弁当を作ってくださいということを、推奨できる

ような形にしていただくような事業にしていただきたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。これは要望です。 

本間委員長  ほかに質疑ございませんか。 
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石川委員  予算書の９８ページの林業費の関係でお伺いします。防風林、大きな風

で倒木して、その後少しでも伐採してほしいという話だったんですけども、結構昨年

あたりから整理してくれています。切った木は、そこに放置して自然に風化させるで

しょうし、その後は植樹するような形の動きが見えていますが、１５線のほうは確認

していますけども、きらら街道の１２線の防風林は切っていますが、切り倒した木を

野積みしておいて、あの状態で風化させる考えなのか。あれは風化していくと、結構

大変なことになるのかなという感じもありますが、その後の処理はどういうふうな形

で聞いているのかをお伺いします。あと、その裏のほうは少し植樹されているのかど

うかもちょっと確認したいと思いますし、同じように晩翠墓地のほうでもされていま

すよね。伐採して積んだ木も、結構運び出すにはちょうどいいような恰好でしてある

んですけども、あの状態で置いておくのか。その後の植樹などはどのようにされてい

るのかということをお聞きしたいですけども、よろしくお願いします。 

農政Ｇ主査  今、御質問があった場所に関しては、国有林の場所になるものですか

ら、一応作業をやること自体の話を伺っていましたが、その後の処理をどのような形

でするかはちょっとそこまでは聞かされていなかったので、その辺はまた確認させて

もらいながらお話させていただきたいと思います。以上です。 

石川委員  至急確認をしていただきたいと思いますけども、とにかく運び出すには

ちょうどいいような感じなので、本当は木を求めている人もいるから、そういう提供

もつなぐのかという感じもちょっと考えていたんですけども、いずれにしてもあの状

態では決してならないと思います。それと、以前聞いた時にも、なかなか予算がない

ので、国や道にお願いをしている環境にあるので、どれだけ切ってくれるのかという

のもなかなか予測が立たないという話をされていましたけれども、この後も、昨年こ

ういうふうな形でしてくれただけに、令和２年度も何かやってくれるのかなという期

待もありますが、それはまだどこら辺をやるだとか、そんなことは予測が立たないの

でしょうか。何がしかはやっぱり伝えておられるのか、そのことについてもお伺いい

たします。 

農政Ｇ主査  今、１５線は北海道のほうで少しずつですが、治山事業でやっていた

だいてはいるんですけども、一応、来年度以降も距離としてそれほど広い距離はでき

ないんですが、少しずつ進めていただけるということでは話を聞いております。本年

度は先ほどやったんですけれども、企業の地域貢献等でもお話があれば、順次作業が

できるところをお願いしてやっていますので、今後も多少ちょっと年数はかかってし

まうかと思いますが、このような形で少しずつでの作業を進めたいと思っていますの

で、御理解いただければと思います。 

本間委員長  ほかに質疑ございませんか。自分から１点いいですか。 

今、国営事業や道営事業の農業経営高度化促進事業で、結構予算の関係で遅れてい

ると思いますが、どのぐらい遅れて何年ぐらい完了目途かがわかればお願いします。 

農政Ｇ主査  今、実施している基盤整備事業の関係ですけれども、令和元年度で清

幌地区と鶴沼地区が完了します。その後ですが、西幌地区は令和４年完了予定、三重

地区は令和５年完了予定、鶴城地区は令和７年の完了予定ということになっています。

その後ですが、新規の計画地区も予定しており、暁地区と夕張太西です。それと東夕
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張太と、その後も計画を予定しています。 

本間委員長  ありがとうございます。 

ほかに質疑がなければ、質疑を終了してよろしいでしょうか。（はいの声） 

職員の入れかえもございますので、１０時１５分まで休憩いたします。 

（午前１０時００分） 

（午前１０時１５分） 

本間委員長  休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

それでは協議事項９番目 ６款商工費。同時審査といたしまして、統計調査費の説

明をお願いいたします。 

産業振興課長  初めに、商工費から御説明いたします。９９ページをごらんくださ

い。予算資料は１５ページから１６ページになりますので、あわせてごらんください。

６款１項１目商工振興費、本年度予算額３，３０３万９，０００円。商工会運営助成

事業では、商工会が実施する経営改善普及事業と地域振興事業に対する補助金、９３

６万９，０００円を計上しています。 

次に、観光協会運営助成事業では、町長杯争奪パークゴルフ大会経費、観光協会特

販所常駐職員配置経費に対する補助金、総額１９４万２，０００円を計上しています。

減額の主なものは、観光協会事業運営補助金の減によるものです。 

次に、中小企業資金利子補給事業では、中小企業者への負担軽減対策として北海道

中小企業総合振興資金借入金利子の半額助成金、２４３万４，０００円を計上してい

ます。 

次に、南幌温泉経費では、南幌温泉指定管理料と町民無料入浴券配布事業負担金、

きらら街道沿いにある広告灯の改修工事費、総額１，３０６万６，０００円を計上し

ています。 

次に、地域おこし協力隊設置事業では、観光情報の収集発信や観光資源の利活用に

向け、平成３０年度に採用した観光掘り起こし隊員の配置に要する経費４００万円を

計上しています。続いて１００ページ中段をごらんください。 

商工振興経費では、南空知４町広域連携事業の通年雇用促進支援事業やさっぽろ連

携中枢都市圏、南空知４町の観光連携事業などの負担金、北海道空知グルメフォンド

負担金、空き店舗活用支援事業補助金、総額２２２万８，０００円を計上しています。

続いて１０１ページをごらんください。 

２目ふるさと物産館管理費、本年度予算額１，４５２万３，０００円。ふるさと物

産館管理経費では、施設の管理運営並びに維持管理に係る経常的経費、総額１，４５

２万３，０００円を計上しています。増額の主なものについては、バスレーンと駐車

場を仕切る車止めポールの修繕として６７万５，４００円を計上しています。 

以上で、商工費の説明を終わります。 

続いて、総務費統計調査費について説明します。予算書の６６ページをお開きくだ

さい。２款５項１目統計調査費、本年度予算額４０５万２，０００円。統計調査経費

では、定期的に実施される６つの法定統計調査経費４０５万２，０００円を計上して

ます。今年度は５年に１度の国勢調査の本調査が行われるため、予算額は対前年比１

０３万２，０００円の増となっています。 
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以上で、統計調査費の説明を終わります。 

本間委員長  説明が終わりましたので、質疑を行います。 

熊木委員  ２点伺います。この資料とかには載っていないですが、ちょっと聞きた

いのは、盆踊りが昨年中止になりましたよね。それについて、今年度の開催などにつ

いては何か協議とかをされたのか、何かその見通しがあるのか、その辺をちょっと１

点伺います。 

それからもう１点は、空き店舗活用支援事業ですけれども、前回の全員協議会の中

で説明された、まち・ひと・しごと創生総合戦略の素案の中でも、この空き店舗活用

事業のことがいろいろ書かれていて、新規起業者の掘り起こしと中心市街地の活性化

を図るとしていますが、今年度の目標といいますか、今現在これを活用して店舗をや

っているところが何件あって、今年度はさらにそこを広げていく見通しとか、その目

標値というのはどうなっているのか。あと、補助金に対しても１年という区切りがあ

りますけれども、その面では以前も聞いたんですけれども、要望とかはなかったのか

どうか、それについてちょっと伺います。 

商工観光Ｇ主幹  １点目の盆踊りについて今年度の見通しということですが、昨年

の流れからいきますと、商工会でいろいろな事情があってできないということになり

ました。去年、直接うちのほうに相談とかはなかったんですけれども、住民の中から

盆踊りを復活させたいというようなお話が、噂程度ですが聞いたことがあります。そ

の件に関しては、結局期間も短く、令和元年度はちょっとできないということになり

まして、その後の動きについてはちょっと把握していません。盆踊りについては当初、

商工会のほうが主催としてやっておりまして、商工会で盆踊りとふれあいまつりの二

本立てでいくのは、実行委員会の高齢化ですとかそういった事情もありまして厳しい

ということで終わっております。盆踊りにつきましては、町主催で新たにやるという

考えは今のところございません。先ほど言ったように、住民等からそういった相談が

あれば、もちろん協力させていただきたいと考えておりますけれども、町の商工観光

グループが中心となって新たに立ち上げるというようなことは、今のところは考えて

はいません。 

２点目の空き店舗についてですが、まず今年度の実績としまして２件、二合半ビル

の彩鶏が小さいほうから大きいほうにに移られて、そちらの小さいほうを空けてしま

うと、要綱上空き店舗の数が変わらないので補助対象にはならないということだった

んですけれども、実際小さいほうを事務所として活用されているということで、空き

店舗が一つ解消されるということで対象として扱っています。それと、壇亭ビルのム

ーンショット、飲食店が１件の計２件が令和元年度の実績としてあがっています。そ

れで、今現在空き店舗の対象となっているところが、まず二合半ビルで２件、１階の

手前のところと２階が１件の計２件空いています。それと、旧パッション跡地が１件、

居上さんのところの以前塾が入っていたところの計４件が今、空き店舗の対象となっ

ています。新年度の目標については、もちろんすべて解消されるのが一番良いですけ

れども、予算としては、今まで３年間で２件ずつ新規で入っていますので、２件は何

とか実績が出ればという思いはあります。予算としても、新規２件分ということで計

上させていただいております。要望として、１年間を延長して欲しいという話はある
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のかということですが、当然、補助を受けている皆さんからはもっと長くしてくれた

らうれしいととお話を伺いますが、この３年間は、１年間の家賃補助ということで進

めてきましたので、よほど大変だという話が来ればまた検討することにもなろうかと

思いますが、今現在は現行の制度で進めていきたいと考えています。 

熊木委員  盆踊りについては、町として主催とすることはないということですが、

やはり町民にとって、全ての人が行くということではないですが、やっぱり夏の風物

詩として盆踊りを中心街でするのはすごく大事なことかと思うんですよね。だから、

町民からそういう声かけがあった場合、町も間に入って商工会などと一緒に協議をす

るという姿勢は変わらないのでしょうか。それを１点確認です。ぜひ復活してほしい

なとは思いますので、その方向で何とかなってくれれば良いと思いますが、その考え

をちょっと伺います。 

あと、空き店舗ですが、最初から空き店舗活用支援事業をやる時から、全く何もな

いところから借りるのとは違って、住んでいたりとかということがあって大変だとい

うのはずっとお聞きしていて、なかなか広がらないという中でも２件ずついうところ

は、ある程度成果を上げているのは良いことだと思います。ただ、その空き店舗を活

用した中から、またさらに新しく起業していく人がふえていくことにつながっていけ

ば、移住定住のところでもいいんだけれども、なかなかそうなってはいかないという

ところで、活用についてはもう少し方向性を今後探っていくべきではないかと思いま

す。困難なところはたくさんあるんですけども、その中の一つに補助金が１年で終わ

りというところを何かもう少し拡大していく、それは近隣とかいろんなところでも、

新しく人を呼び込むということで、空き店舗活用だけではなくて、新たに起業する人

に補助金やいろんな形での施策を持っているところがあると思いますが、そういうと

ころを参考に、せっかく起こした事業ですから、これをもっと発展するような形で再

度計画を練ってほしいなと思うんですけども、その辺でちょっと考えを伺います。 

産業振興課長  まず１点目の盆踊りについてですが、昨年、民間の方で一般の住民

の方でやりたいというような情報が少し入ってきたものですから、当然、その段階で

町としても何ができるのかというところを担当と協議をさせていただいたところで

すが、当然開催経費に係る部分については、まちづくり活動支援事業がありますし、

当然それに乗っていけるかどうかというのを確認もそうですし、当然物品等の借上な

ども掛かりますので、掛かる経費、やっぱりお祭りをやると言っても経費がまずかか

るだろうということと、今まで使っていたものを利用しながら開催するのが一番早い

ということで、商工会のほうに相談をさせていただき、商工会のほうでも備品等は使

ってほしいということで、スケジュールさえ空いていればお貸しできますというよう

な話もいただいていますので、当然、今言うように住民の有志や団体が開催してみた

いということになれば、当然町の方も商工担当も含めて対応していきたいということ

で、一応昨年から体制は整えていたような状況になっています。継続して本年につい

ても、当然盆踊りは何十年も続いてきたものですので、その重みも感じながら、ぜひ

ともやっていきたいという方がいれば積極的な支援を進めていきたいと考えていま

す。 

それと２点目の空き店舗ですけれども、これはスタートから３年目ということでや
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っております。当然、新規事業者の開店ということになります。これはお店を個人で

やるということの重みというところで考えていけば、最低でもこの事業のある期間以

上はやっていただきたいという思いは当然ありますし、補助金が終わったから店を閉

めるということではありませんので、当然その将来性、計画性は確認をさせていただ

いて進めている状況になっています。当然、商工会でも自己資金がどれぐらいになる

のか、借入れはどのようなものを用意するのか、１日当たりどれぐらいの営業を上げ

られるのかという計画に基づいて出店ができるかどうかは、その方々と融資も含めて

相談をされています。当然、町としても、今ある補助金が起爆剤となって、このよう

に結果が出てきている状況もありますが、当然、今後この事業が止まる、例えば活用

する方がいなくなるというような状況があれば、当然新しいものや拡充、また違う方

向性から空き店舗活用事業をどのように仕掛けていくかということを再度検討させ

てもらいたいなというふうに思っておりますが、今、この３年間は結果が出ている、

また、今も一生懸命、開業された方は継続して事業されている方ばかりですので、当

然、今の制度のままで、当然商工会のほうにも創業支援等の相談もあるようですので、

その辺の中での要望も聞きながら、当然進めたいと考えています。 

本間委員長  ほかにありませんか。 

内田委員  ２点です。１点目は、南幌温泉のお客様から南幌温泉にＡＥＤがないと

いうことで、こちらを確認して進めていただきたいと。あれば安心ということだった

のでちょっと確認していただきたいなと。 

もう１点は、新型コロナウイルスの関係で、とても商業が大変なことになっている

と思うので、商工会としては道からの何か調査というのはあると思いますが、町とし

てもやはり商工会と連携した中で早い聞き取りをするなり、今も空き店舗を開業して

頑張っている方を見て、やっぱりここへ来て大変であろうと思うので、そういうバラ

ンスもありますけれども、町としてはその対策などの考えがあるのか、２点伺います。 

商工観光Ｇ主幹  ＡＥＤの件ですが、今回にあたりまして、過去の議事録をちょっ

と見たんですが、その時に以前にも一度、温泉のＡＥＤの質問を受けていまして、そ

の後に設置されているのを確認したというのを読んだ記憶があります。念のため、も

う一度温泉のほうに確認をさせていただき、なければ設置するように指導したいと思

います。 

産業振興課長  新型コロナウイルス対策の関係の経済的な支援というところです

が、経過をお話しさせていただきます。新型コロナウイルス対策については、もう既

に国のほうで融資対策の一段目として、セーフティネット保証という別枠で保証をし

て、それからメインバンクからお金を借りられるという融資実行、これは災害時によ

く行われるところですが、それは第１段階として既に２月２７日に行ってきました。

第２段階につきましては、無担保ですが利子が発生する特別融資を既に３月３日に進

めてきました。その後に首相が、３月７日に無利子・無担保の融資、これは日本政策

金融公庫を通してやりますということで発言があったところです。昨日、商工会に確

認をしましたが、制度概要については、おそらく本日、１０日ぐらいにフレームが出

るだろうということで、日本政策金融公庫のほうに降りてくると。町では、インフル

エンザ感染症等の対策本部が２月２７日に立ち上げしていますが、その段階では既に
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３月１８日、来週ですが一日公庫という融資相談のスケジュールになっていまして、

南幌町に日本金融政策公庫の担当者が来るということで、その段階では資金繰り等の

相談で融資を望んでいる方が３件いたと聞いています。商工会の担当の方に聞きます

と、今、安倍首相が言っている無利子・無担保の融資については、非常に事業者も興

味があるというようなことですので、この制度が出れば会員さんに情報を流して、借

入れを望む方がいれば積極的な支援をしたいということを商工会からは話をいただ

いているところです。当然このような状況ですので、各飲食店もそうですし、温泉も

そうですし、様々な所で団体のキャンセルが特に多いですが、予約は解除されており

ますが、まずは国の支援、道の支援、また近隣町の支援を考えながら、町のほうで足

りないものがあれば、隙間の部分について、町のほうで必要かどうかも含めて検討さ

せてもらいたいと思っていますので、その辺商工会と情報交換をしながら、新型コロ

ナウイルス対策に向けた経済対策について検討してまいりたいと考えています。以上

でございます。 

内田委員  ＡＥＤについてはわかりました。よろしくお願いいたします。 

それと、補償といいますか、まずは国、道、町はやはり寄り添うっていうか、精神

的な面を含めて相談を受けていただいて、そして商工会と一緒になってやっていける

ように、よろしくお願いしたいと思います。 

本間委員長  ほかにありませんか。（なしの声） 

今の新型コロナウイルスの件ですが、うちも商工会に入っていて、そういったアン

ケートは商工会からは来ています。どのような影響があるかということで書き出して

くださいということで、たぶん全会員にもいっていると思います。 

ほかになければ、質疑を終了してよろしいですか。（はいの声） 

それでは、職員の入れかえのため、１０時４５分まで休憩いたします。 

（午前１０時３０分） 

（午前１０時４５分） 

本間委員長  それでは休憩を閉じ会議を再開いたします。 

審査順序１０番目、７款土木費。同時審査の機場施設管理費について説明をお願い

いたします。 

都市整備課長  それでは、７款土木費についてご説明いたします。予算書１０２ペ

ージをごらんください。また、予算資料は１６７ページとなりますので、あわせてご

らんください。７款１項１目土木総務費、本年度予算額６３万８，０００円。土木総

務経費では、土木積算システムなどに係る経費を計上しています。 

２項１目道路橋梁総務費、本年度予算額１３９万８，０００円。道路橋梁総務経費

では、道路台帳の修正業務、並びに次ページにかけて、道路、治水など関連７団体へ

の負担金を計上しています。 

２目道路維持費、本年度予算額３億２，９４８万２，０００円。町道管理経費では、

町道及び普通河川などの維持管理費として１億９，１３１万７，０００円を計上して

います。予算資料１６ページをごらんください。 

町道長寿命化修繕事業４，９９０万円は、道路舗装個別施設計画に基づき、老朽化

した舗装道路の長寿命化を図るため計画的に道路の修繕を行います。今年度は西１２
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号舗装修繕及び稲穂団地の歩道改修を行う経費を計上しています。また、緊急自然災

害対策事業６，０００万円は昨年度に引き続き、幌向運河の河道掘削を行う経費を計

上しています。橋梁長寿命化修繕事業１，９００万円は、橋梁長寿命化修繕計画に基

づき、橋梁の修繕及び修繕のための設計業務を行う経費を計上しています。予算書に

お戻りください。１０４ページです。 

町道除排雪事業では、町道及び公共施設などの除排雪業務に係る経費として、１億

３，６９１万４，０００円を計上しています。次ページにまいります。 

総合保安センター管理経費では、施設の維持管理に係る経費として１２５万１，０

００円を計上しています。次ページにまいります。 

３項１目都市計画総務費、本年度予算額７０万５，０００円。都市計画総務経費で

は、都市計画審議会委員の経費並びに関係団体への負担金を計上しています。 

２目公園費、本年度予算額７，９３５万５，０００円。公園施設管理事業では、公

園及び緑地帯などの維持管理に係る経費を計上しています。１２節委託料６，７９９

万円は、緑地帯などの施設管理及び公園の指定管理料、次ページにかけて、公園施設

長寿命化計画策定業務、樹木剪定業務にかかる経費を計上しています。１４節工事請

負費公園遊具等改築工事では、三重湖公園の水遊び場の修繕及びリバーサイドカート

コースの修繕に係る経費を計上しております。１５節原材料費では、緑化活動に係る

経費を計上しています。 

３目公共下水道費、本年度予算額７，０４３万２，０００円。下水道事業特別会計

繰出金については、別途下水道事業特別会計にてご説明いたします。次ページにまい

ります。 

４目街路事業費、本年度予算額４１８万円。街路事業経費では、街路灯電気料など

の経費を計上しています。４項１目住宅管理費、本年度予算額３，６３４万９，００

０円。建築事務経費では、建築業務の設計積算に必要な経費として１６万１，０００

円を計上しております。 

次に、町公営住宅管理事業は、町公営住宅３団地１０８戸及び子育て住宅４戸の維

持管理を行う経費として、２，６６７万５，０００円を計上しています。次ページに

まいります。 

１４節工事請負費は、公営住宅等長寿命化計画に基づき、栄町団地１棟１２戸の給

排水等改修工事を行う経費を計上しています。これをもちまして、栄町公営住宅６棟

の給排水施設改修は完了となります。また、栄町団地の空き室２部屋にガス給湯器及

び浴槽を設置する経費を計上しています。 

続きまして、道公営住宅受託管理事業は、道より指定管理者として指定管理料を受

け、道営住宅６０戸の維持管理を行う経費３５１万３，０００円を計上しています。

次ページにまいります。住宅リフォーム等助成事業６００万円は、平成２７年度から

実施しています住宅リフォーム事業を、今年度も引き続き実施してまいります。 

以上で、７款土木費の説明を終わります。 

続きまして、同時審査の機場施設管理費について御説明いたします。予算書９４ペ

ージをごらんください。５款１項４目機場施設管理費、本年度予算額１億５，６３０

万４，０００円。管理する９機場の機能を維持するため、点検整備及び機場の運転に
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必要な経費と負担金などを計上しています。１０節需用費、次ページ修繕料では、揚

排水機場の点検による不具合箇所の修繕、及び整備周期に基づく整備補修経費を計上

しています。西１７号排水機場は、令和元年度より農業用水路等長寿命化防災減災事

業の対象となり、令和３年度までに整備保守を行う予定で、本年度は主ポンプの整備

を行います。また、９機場のうち６機場は基幹水利施設管理事業の対象施設となって

おり、補助金を活用しながら計画的に施設の点検整備を行ってまいります。 

以上で、説明を終わります。 

本間委員長  説明が終わりましたので、質疑を行います。 

川幡委員  １０４ページの工事請負費の関係で、幌向運河掘削工事の６，０００万

円。これの場所と、どういう内容なのかというところを説明していただきたいと思い

ます。 

それと１０７ページの公園遊具等改築工事、工事請負費ですね。公園費は昨年から

見たら２，０００万円ほど予算が多くついていますが、遊具等の関係や、その２，０

００万円がプラスになった内容を説明していただきたいと思います。 

土木Ｇ主幹  ただいまの御質問について説明をいたします。まず、河道掘削につい

ては、昨年度実施した箇所から西１０号に向かっての残りの部分を実施する内容で、

工事の内容については、昨年行った樹木の伐採と河道断面を拡幅するための土砂の掘

削を実施するところです。 

続いて、公園費の増額の主な要因について説明をいたします。まず、先ほども御説

明したとおり、三重湖公園のろ過機の改修と、カートコースのコーナー部分の舗装の

修繕、消費税の増額等による指定管理費の増額、あとは長寿命化計画の見直しを令和

２年度で実施するもので、その部分が増額の主な内容になっているところです。 

川幡委員  河道掘削については、柳が生えて水の流れが悪いということで、昨年度

からやっていますが、本当にやった後はきれいになって非常にいいですけども、また

放っておくと、来年からも柳ですからおそらく生えてくると思うんですよね。それだ

け小さいうちに処理して、費用がかからないような状況でやってくださるのが望みで

す。前はちょっと放っておいたばかりにあんなことになったということで、そういう

ことは繰り返さないようにお願いしたいと思います。 

それと、公園費のことですが、公園遊具等改築工事で、この遊具はどの程度まで改

築するのか、その辺をもう一度お聞きしたいと思います。 

土木Ｇ主幹  公園の改築の内容について説明をいたします。まず、令和２年度で公

園の長寿命化計画の見直しを実施します。その中で、公園が老朽化や改修が必要だろ

うという判断になった遊具に対して、計画的に修繕を行うという考えです。 令和２

年度の改築部分については、三重湖公園の水遊び場のろ過機が支障をきたしていると

いうことで改修をします。それとカートコースの部分でコーナーの一部で舗装が歪ん

でいるとかへこみがあって、レースや運営に支障をきたすということがありましたの

で、安全面等を考慮して今回舗装の修繕を実施するところです。 

本間委員長  ほかにありませんか。 

西股委員  今の公園の長寿命化計画の関係で質問がありましたが、同じような内容

ですが、この公園遊具の点検はいつ頃行ったのでしょうか。これは本年も点検を行う
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のですか。 

土木Ｇ主幹  遊具については、平成３０年度に公園の運用指針が一部変更になりま

して、毎年専門業者による点検を行いなさいというような指導がありまして、平成３

１年度に業務発注をして全町の公園の遊具にかかる部分の点検を行いました。それに

よって、一部議員の皆さんも御存じかと思いますが、一部使用禁止になっている遊具

がいつもよりちょっと多くなったところが出ています。 

西股委員  実際、私たちは全ての公園を見て歩いたのですが、ほとんどのところが

使えないような状況でした。ことしも長寿命化計画を策定するということは、すぐに

それを直していくとか何とかいうことはできないですよね。そうなってくると、子ど

も達などから声が出ないのかなと思います。使えるところは、稲穂とたぶん緑町くら

いしかなかったのかなと思います。その他のところは、ほとんどの遊具が全部テープ

で止められている状況だったものですから、やはり計画を組むのであれば仕方がない

でしょうけども、早急にあたって、どの予算が掛かるのかまで後から示していただけ

ればなと思います。 

土木Ｇ主幹  まず公園の部分で、使用できないところでの苦情などがなかったのか

という質問ですが、昨年については、苦情というところではなかったですが、一つ大

きな公園で、中央公園の滑り台が昨年度使えないような状態になっていましたので、

それについて電話等でいつ使えるのかというような質問や問い合わせが数件ござい

ました。それで、令和２年度で長寿命化計画を見直しするということで業務発注しま

す。その中で、改めてまた公園の劣化具合などを洗い出しして、それを予算規模など

もありますので、その辺も加味しながら、また利用頻度を加味しながら修繕の計画を

改めて作成し直したいという考えでいるところです。そちらの答えについては、たぶ

んある程度業務期間を持たないと結論が出ないということなのかなと思いますので、

年度一杯はかかってしまうかもしれません。 

西股委員  全体的に見て歩いて、あれだけの量の使用できない遊具が多いというよ

うな中で、何年くらいを目途に、修繕や新規ものに交換していくかと、どういうよう

な考え方があるかという部分だけお聞かせください。できるだけ早くやっていただき

たいと思います。 

土木Ｇ主幹  いずれにしましても、長寿命化計画を業務発注して公園を一度点検し

てもらって、それがどの程度どのぐらいのものが現在使えるか使えないのかというの

を判断していただかないといけないのかと思います。それを踏まえて、なるべく早期

にやってはいきたいですが、当然町の財政規模の関係や、実施にあたっては補助金を

活用しなければ実施できないという部分もありまして、そちらも枠があるものですか

らそうなった場合は、利用頻度や劣化具合などを総合的に判断しながら実施する順番

や規模を検討していかないといけないのかなと考えているところで、今現在なるべく

早くはやりたいですが、その目標年次というのはちょっと定まっていないような状況

でございます。 

本間委員長  ほかにありませんか。 

石川委員  遊水地の関係でお伺いしたいですが、今年度で遊水地が完成し、次年度

から利用されていくという形で説明を受けていますが、実際のところ遊水地は完成し



 

 ６１ 

たといえども、中にある掘削なんかで泥炭がこれから出されるというふうな話を聞い

ています。どれぐらいの期間で泥炭を搬出する工事を計画されているのか。以前、泥

炭を盛んに運び出した時に、結構町内から泥炭の希望者がいながら、なかなかもらえ

なかったという人がいまして、あれから相当年数が経ちますが、これからでも望める

かどうかという声があります。それで、これからそういった形で希望する人がいなが

ら、町外まで搬出していたという経緯もありましたが、そういった搬出に対してどう

いうふうな形で何年ぐらいかけてされるのかということ、それと、その施設内ででき

上がったら中の草刈りなどの管理は町がやるという話を聞いていましたが、実際、今

年から町が管理する話になるのか、そのあたりもお聞きしたいところですし、利活用

の関係でも工事の前からいろいろ出ていましたが、その利活用についての具体的な進

め方というのは、どういうふうな形でいるのかについてもお伺いします。 

それともう一つ、これは次年度に向けての予算ではないですけども、例年除雪費の

関係で、ことしもだいたいここまでなるともう除雪はないのかという感じはあります

が、この冬はどれぐらいの除雪費が今、ある程度概算でもかかっているのか、その辺

りについてもお伺いします。 

土木Ｇ主幹  まず、１点目の泥炭配布期間についてですが、こちらは事業主体であ

る開発局とも協議し、確認しながら進めていますけれども、現在のところ、いつで完

了か、いつ配布するなどという具体的なところまではまだ示されてない部分がござい

ます。今年度につきましては、議員がおっしゃったように、泥炭配布を町内でも希望

されている方が数名おりましたが、その方には回らないで町外に出ていったのではな

いかという話ですが、そちらについては昨年夏頃に一度説明会を行い、その中で運搬

がどうしても工事の関係で冬季間を跨いでしまうというようなことがありまして、そ

うなると圃場も痛めてしまうというようなこともありまして、今回町内の方につきま

しては、多くの方が辞退したというような状況になっているところです。泥炭配布に

ついては、いつから再開していつ終わるのかというのは、先ほどちょっと説明したと

おり、ちょっと定まっていないような状況です。 

続きまして、２点目の遊水地の管理ですが、今年度で事業が完了しまして実際に使

われるということになりますが、その間の管理については、当然利活用をするとなっ

た場合には、町が遊水地内を占用して、国からお借りしてやるものですから、管理を

しなくてはならないですが、その利活用がまだ定まっていないといいますか、利活用

されてないというような状況なものですから、当然その間は国で管理するような形に

なるところです。それで、利活用の進捗状況ということについては、まだ工事が行わ

れていて、実際どのような形で遊水地が姿を見せるかというのがまだ定まっていない

状況ですので、その状況を見ながら利活用方法も具体的に進めていかないといけない

というような状況ですので、まだ、そこの部分についての話は具体的な部分では進め

ないという状況です。当然、ある程度出てきたら、関係団体と打ち合わせしながらや

っていかないといけないのかなと思っているところです。 

続いて、３点目の除雪の関係ですが、まず今年度の積雪状況なんですが、現在のと

ころ降雪量では４メートルほどございます。今年度の最大の積雪深になりますと、４

８センチメートル程度で、前後しますが、過去の平均で言いますとだいたい４メート
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ル７０センチメートル程度の降雪量です。積雪量についても大体７０から８０センチ

メートルという形になるので、例年から比べると少雪の年だったのかと思います。あ

と除雪費の関係ですけども、借上料の部分については、現段階で６，３７０万円ほど

の経費ということです。こちらについては、おおむね８割７分とか９割ぐらいの実績

になっている形です。 

石川委員  除雪費についてはわかりました。当初よりだいぶ下回るのではないかと

思いましたが、８割ぐらいの実績になるというような形で、業者関係においてもそれ

なりに行くのかなというふうに感じました。 

遊水地の関係ですけども、今お話ではまだ具体的なものが決まっていないというこ

とですが、いずれにしても泥炭を受け入れるほうもそれなりに予定されている方もお

りますし、そういった面ではしっかりとちゃんと伝えていただきたいというふうに思

います。それと、今までもその工事について説明を毎年行っていましたよね。４月、

去年は選挙の翌日だったということもあって、なかなかいろいろ忙しかったことあり

ましたが、これからそういった形での住民説明はなくなるのでしょうか。やっぱりそ

れなりに地域に対しての説明とか、これから完成できたということに対して、また新

たな管理の方法もいろいろ変わってくるかなと思うので、そういったことについての

地域への説明は行っていただけるのかどうか、その辺りもお伺いしたいと思います。

いずれにしても、利活用もするということで当初から説明ありましたので、まだすぐ

できるような状況ではないということですけども、いい方向で進めていただきたいと

いうふうに思います。とりあえず最初の２点だけお願いいたします。 

土木Ｇ主幹  泥炭の配布方法については、事業主体である北海道開発局にも要望は

伝えていまして、逐次展開といいますか、配布年次などの詳しいことが決まりました

ら、希望している方に当然アナウンス等をさせていただく形で進めていきたいと思い

ます。 

続いて、遊水地の完成に伴う説明ということですが、まず、事業主体である国のほ

うで、４月に入ってから日程は未定ですが、遊水地が供用開始されるということでア

ナウンスがされる予定になっています。それを踏まえて、関連する４市２町へ同じ内

容で、例えば広報などを使いまして、遊水地が供用開始されますというアナウンスを

させていただこうと考えています。その他ですが、行政区長会議や千歳川開発促進期

成会がありますので、そちらのほうで供用開始に対する説明はしていく形で考えてい

るところです。 

本間委員長  ほかにありませんか。 

菅原委員  １６ページの公園のことですけれども、今度、誘客施設交流拠点施設を

つくるにあたり、先日の町長の執行方針にもありましたように、これから進めていく

というお話がありました。その中で、子どもさんたちのいる世帯を呼び込むための施

設だということで受けていますが、先ほどから公園についてはいろんな話が出ていま

すが、この長寿命化計画も全体で何年かかって、全部直せるかどうかわからないとい

う話でしたけれども、この誘客施設に絡めまして、子どもさんたちにたくさん入って

いただきたいのであれば、やはりそういう小さな公園も大事だと思うんですよね。そ

れで、この誘客施設の考え方に絡めた長寿命化計画になっていくのか。それとも南幌
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町のイメージに沿っていくような計画を考えていくのかとか、ちょっと内容に入って

いきますが、せっかく作るのであれは、そういうところからも考えていかなければい

けないのではないかと、私は思うんですよね。ただ、公園があればいいというだけで

はなくて、小さい子どもさんたちを呼び込むのであれば、長寿命化計画もこれからコ

ンサルタントとかを入れていくと思いますけれども、町のほうで考え方をしっかり持

っていった中で作っていかれるのかどうか、そこの考え方を一つ。 

あと、小さいことですけども、子どもさんいるかなと、使われていない公園もある

と思いますが、そういうところを今度違う方面に考えていくとか、更地にするとか、

そういう考えがあるのかどうか。あとの公園の看板とかが木で覆われて見えなかった

りもするし、案内板が民家の車庫についているような状態、草刈りの後でもあると思

うんですが、担当課のほうで毎年１回でもいいんですけど何カ所かを点検しているの

かどうか、以上質問いたします。 

土木Ｇ主幹  ただいまの御質問についてですが、当然誘客施設の話も進んでいる中

で、公園の部分の整備も含めて考えていかないといけないということもあります。た

だその中でも、先ほど議員もおっしゃったように、小さい公園もあってという部分も

ありますので、そこの部分は総合的に考えていかないといけないのかと思います。こ

の長寿命化計画を策定するにあたって、当然現在進んでいる誘客施設の部分も担当課

とも連携しながらやっていきましょうということで話をしていますので、この業務が

入ってきた段階においては、まちづくり課の担当とも協議しながらやっていかないと

いけませんし、当然議員おっしゃられるように、使われてない公園ということで南幌

町も少子高齢化が進んでいるところですので、その辺も見ながら、実際どのような形

で整備していくのかなど、町の財政とかもありますので、その辺も総合的に見ながら

この１年間で検討していきたいと考えております。 

３番目の点検などの部分ですが、我々も指定管理で管理していただいており、適宜、

現場を見ながらやっているところですが、なかなかちょっとその辺の管理や施設の部

分で無くなっていたり、破損していたりしているところの修繕が追い付いていない状

態ですので、この辺も含めて一度全部ピックアップして、長寿命化の中で洗い出しを

して、修繕計画を立てていきたいと考えています。 

菅原委員  誘客施設について推進と町長のほうでおっしゃっていますが、やはりこ

れはもう本当にお金のかかる問題で、基本設計に対しても１年間ぐらいかかるだろう

という予想だと思うんですよね。それで、この長寿命化計画と合わせると莫大な金額

がかかってくると思いますので、そういうところを総合的に考えて、この誘客施設に

ついても今後も考えていかなければいけないと私は思っていますので、それとあわせ

て今後のことについても考えていくべきだと思います。私も一般質問の中でも、誘客

施設についてお話をさせていただいていますが、やはり子どもさんたちを移住させる

というコンセプトに向かっていくというのはよくわかりますが、やはり総体的に考え

ていかないと。ただお金かければいいという問題ではないと思いますので、誘客施設

の基本設計とこの公園を一つとして、今後も議会としても考えていかなければいけな

いなと、私自身は思っていますので、この計画についても詳細がわかってきた時点で、

議会のほうにもお知らせいただければありがたいと思います。これは要望です。 
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土木Ｇ主幹  長寿命化計画については、策定業務を行ってある程度方向性が出てき

た段階で議会のほうに御報告させていただきたいと思います。 

側瀬議長  実際に使われる公園と使われていない公園があるんだけど、使えない公

園はだから使わないというのが、あと、都市公園とかいろいろあるけども、公園に防

災を兼ねた公園ということもあるんだよね。特に、団地内にある防災の避難所という

形で指定されているから、あそこに遊具がどうか、もう悪いけど遊具で危ないものは

撤去しなければならない。一番問題になってるのは砂場、やっぱり使われてなかった

ら犬猫とかやっぱり汚くなるものはしっかり整理して、そして、主たるところには整

備しなくてはならないと思う。メリハリをつけて、あればいい物を作るという、これ

からの公園整備というのはふさわしくないと思う。それであれば、公園用地はちゃん

と残してやって、そして、そういう遊具なしで遊べる場所とかメリハリをつけたしっ

かりとした公園に、今後するように考えていったらいいのではないかなと。私も防災

のために必要な公園というのは何カ所も全部あるから、あれを外すわけにいかないと、

やっぱり整理だけはしていかなくてはならない。使えないものは早期に新たなものを

更新するという、まず危ないものは撤去から始めなくてはならない、そのまま撤去し

てなくなるというものはまた問題なんだけども、そこから始めなければ事件、事故を

起きた時にだけ相当町も大変なことになる。そういうことを含めた整備を、兼ねてや

っていくといいのではないかと思う。 

本間委員長  ほかにありませんか。 

佐藤委員  資料の１０９ページの真ん中、栄町公営住宅浴槽設置工事ですけれども、

これの詳細を教えていただきたいなと思います。 

都市施設Ｇ主査  浴槽設置工事について御説明します。まず、この浴槽設置工事で

すが、今、設置する予定の部屋が空き年数の長い２部屋に設置を予定しています。棟

名としましては８６の１Ａの３０１号室、それと８６の１Ａの２階に設置を予定して

います。設置の仕方としては、ガス方式の給湯器を設けまして、流し台と洗面化粧台、

それとあと浴槽に混合栓を付けましてお湯を出すようにします。風呂の方にも浴槽を

設置して、湯船につかるようにしたいと思っています。 

佐藤委員  ありがとうございます。快適な生活が送れるのではないかと思うんです

けども、それをすることによって家賃体系というのはどういうふうになるのか。それ

と、いつから入居できるのかということ。今後入居の状況にもよるんですけれども、

ふやしていく考えがあるのか。その３点をお聞きします。 

都市施設Ｇ主査  家賃につきましては、収入により家賃変動もありますが、最も低

い家賃階層で約４，０００円前後高くなっていくという試算をしています。いつごろ

入居できるかといいますと、現在５月の連休明けぐらいに工事を発注し、６月いっぱ

いぐらいで工事の方が終了する予定です。その後になりますので、７月以降の入居に

なるかと思っています。今後もまだ空き室もありますが、そちらも勘案してふやして

いく方向で進めていきたいと思います。 

本間委員長  ほかに質疑ございませんか。（なしの声） 

なければ質疑を終結いたします。 
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審査順序１１番目、下水道事業特別会計。同時審査で、一般会計の合併処理浄化槽

整備事業費と上水道費についても説明をお願いいたします。 

都市施設課長  それでは、議案第１６号 令和２年度南幌町下水道事業特別会計予

算について御説明いたします。 

歳出から説明いたします。１３ページをごらんください。１款１項１目総務費、本

年度予算額８万７，０００円。下水道協会への負担金を計上しています。 

２目管理費、本年度予算額１億２，３６４万円。管理費では、事業に携わる職員２

名分の人件費と環境ポンプ場など下水道施設の維持管理に係る要する経費、公営企業

会計移行に要する経費、及び、江別市公共下水道施設の維持管理負担金、並びに施設

整備時に借入れを行っておりました起債償還負担金などを計上しております。１５ペ

ージにまいります。 

３目建設費、本年度予算額２，８２４万９，０００円。１８節負担金補助及び交付

金では、江別市公共下水道事業で関連工事に係る負担金を計上しています。次ページ

にまいります。 

２款１項１目元金、本年度予算額５，８８１万６，０００円。元金償還でございま

す。 

２目利子、本年度予算額７３２万１，０００円。利子の償還金でございます。いず

れも公共下水道事業の整備に要しました。費用の一部につきまして、起債の借り入れ

を行いました下水道事業債、並びに臨時財政特例債の償還費を計上しております。 

以上で、歳出の説明を終わります。 

続きまして５ページをごらんください。第２表、地方債についてご説明いたします。

江別市南幌関連工事に要します負担金、及び公営企業会計移行に要します費用につい

て、それぞれ借入れを行うものです。起債の目的、江別市南幌関連負担事業、限度額

２，７７０万円。及び、公営企業会計適用債、限度額２２０万円。起債の方法、利率、

償還の方法については記載のとおりでございます。 

続きまして１７ページをごらんください。給与費明細書の説明をいたします。一般

職２名分の人件費１，４１５万５，０００円を計上しております。詳細につきまして

は、以降のページにわたり記載しておりますので、ご参照願います。 

続きまして、２４ページをごらんください。債務負担行為に関する調書でございま

す。江別市の公共下水道事業で、平成２５年度まで南幌関連分の起債借入れを年度内

の限度額、前年度末までの支出見込み額、本年度以降の支出予定額とそれぞれの期間

を示したものでございます。 

次に、２６ページをごらんください。地方債に関する調書でございます。南幌公共

下水道事業に対します地方債の令和２年度中起債見込み額と令和２年度末現在高見

込み額を示したものでございます。ご参照をお願いいたします。 

続きまして、歳入の説明を行います。９ページをごらんください。１款１項１目下

水道事業負担金、本年度予算額４２２万８，０００円。１節受益者負担金は、徴収猶

予を行っております、受益者負担金の科目設定でございます。２節管理費負担金は、

みどり野団地開発者の北海道住宅供給公社からの南幌及び江別市に対しましての工

事負担金にかかわる起債償還費を計上しています。 
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２款１項１目下水道使用料、本年度予算額１億８４５万１，０００円。１節現年度

分使用料、１億８００万９，０００円は、消費税の増税及び近年の使用料の動向を考

慮して計上しています。２節滞納繰越分は、実績を加味して計上しております。 

続きまして、３款１項１目一般会計繰入金、本年度予算額７，０４３万２，０００

円。管理費及び建設費、並びに公債費の起債償還に要します費用の一部に充当するた

め、不足分を一般会計からの繰入れを行うものです。次ページにまいります。 

４款１項１目繰越金、本年度予算額１０万円。令和元年度決算による繰越金を計上

するための科目設定でございます。 

５款１項１目延滞金、本年度予算額１，０００円。 

２項１目雑入、本年度予算額１，０００円。いずれも科目設定でございます。 

６款１項１目下水道事業債、本年度予算額２，９９０万円。１節下水道整備事業債

については、江別市南幌関連負担事業に要します負担金につきまして、財源措置のた

め借入れを行うものでございます。２節公営企業会計適用債は、公営企業会計移行に

要する費用について借入れを行うものです。 

以上、歳入歳出それぞれ本年度予算額２億１，８１１万３，０００円、対前年度比

４５８万３，０００円の減額でございます。 

以上で、下水道事業特別会計予算の説明を終わります。 

続きまして、同時審査の一般会計 合併処理浄化槽整備事業費及び上水道費につい

て御説明をいたします。一般会計予算書８６ページをごらんください。４款２項３目

合併処理浄化槽整備事業費、本年度予算額３６４万６，０００円。この事業につきま

しては、農村地区における合併処理浄化槽設置に要する補助金等を計上しております。

本年度の予定基数は７基を予定しており、水洗化にかかわる改造資金貸付金は１件を

予定しております。 

３項１目上水道施設費、本年度予算額３億５，９４４万３，０００円。長幌上水道

企業団負担金でございます。１８節負担金補助及び交付金は、企業団に対しまして南

幌関連事業の第２浄水場フェンス改修事業、第１浄水場整備事業及び高度浄水処理施

設等整備事業にかかわる、起債償還負担金、並びに企業長給与の負担金を計上してお

ります。２３節投資及び出資金は、長幌第２浄水場改築事業に係る、南幌町負担分を

出資する経費、３億１，９９４万３，０００円を計上しています。今年度は浄水場躯

体工事建屋及び機械電気設備工事を予定しています。以上で説明を終わります。 

本間委員長  説明が終わりましたので質疑を行います。（なしの声） 

質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 

それでは、審査順序１２番目、農業集落排水事業特別会計の説明をお願いいたしま

す。 

都市整備課長  それでは議案第１７号 令和２年度南幌町農業集落排水事業特別

会計予算について御説明いたします。 

歳出から説明いたします。１１ページをごらんください。１款１項１目管理費、本

年度予算額１，１６５万５，０００円。農業集落排水事業に関わります管渠、浄化セ

ンターなどの維持管理に要する経費を計上しております。企業施設委託料では、令和
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６年度から公営企業会計移行に要する経費、１６７万９，０００円を計上しています。 

続いて、２目建設費、本年度予算の計上はありません。次ページにまいります。 

２款１項１目元金、本年度予算額４６７万４，０００円。元金償還でございます。 

５目利子、本年度予算額６２万４，０００円。利子の償還金でございます。これら

の目では、農業集落排水事業の整備に要しました費用の一部につきまして、起債の借

入れを行いました、下水道事業債、並びに臨時財政特例債の償還費を計上しておりま

す。 

以上で歳出の説明を終わります。 

続きまして５ページをごらんください。第２表地方債について御説明いたします。

公営企業会計移行に要します費用について借入れを行うものです。起債の目的、公営

企業会計適用債、限度額１６０万円。起債の方法、利率、償還の方法については記載

のとおりでございます。 

続きまして、最終の１３ページをごらんください。地方債に関する調書でございま

す。農業集落排水事業に対します地方債の令和２年度中起債見込み額と、令和２年度

末現在高見込み額を示したものでございます。ご参照をお願いいたします。 

続きまして、歳入の説明をいたします。９ページをごらんください。１款１項１目

農業集落排水事業分担金、本年度予算額１，０００円。徴収猶予を行っております受

益者分担金の科目設定でございます。 

２款１項１目下水道使用料、本年度予算額６８２万２，０００円。１節現年度使用

料は、消費税の増税及び近年の使用料の動向を考慮して計上しています。２節滞納繰

越分は科目設定でございます。 

３款１項１目一般会計繰入金、本年度予算額８５２万８，０００円。管理費及び公

債費の起債償還に要します費用の一部に充当するため、不足分を一般会計からの繰入

れを行うものでございます。次ページにまいります。 

４款１項１目繰越金、本年度予算額１，０００円。５款１項１目延滞金、本年度予

算額１，０００円。いずれも科目設定でございます。 

６款１項１目下水道事業債、本年度予算額１６０万円。歳出で説明しました、公営

企業会計移行に要する費用について借入れを行うものです。 

以上、歳入歳出それぞれ本年度予算額１，６９０万３，０００円。対前年度比９１

５万８，０００円の減額でございます。 

以上で、農業集落排水事業特別会計予算の説明を終わります。 

本間委員長  説明が終わりましたので質疑を行います。 

石川委員  先ほどの下水道会計もそうでしたけども、今年度から公営企業会計に変

わっていくというふうなことで変わるための適用債ということで、２つ合わせて３８

０万円というふうな形で起債を起こしていますが、実際会計を変える上でどういった

関係でそれだけの経費がかかるのか、わかる限りでよろしいので説明をお願いいたし

ます。 

都市施設Ｇ主幹  今回公会計へ移行にかかわる公共下水道、農業集落、ともに予算

計上させていただいています。基本的に３カ年で移行を終わらせようとしておりまし

て、今、総務省のほうから通達が来ているのが令和６年度の予算からは企業会計とし
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てやっていただきたいということですので、令和２年、３年、４年の３カ年でシステ

ム構築まで含めて移行をかけて、その間には固定資産の整理や資料収集、あとは資産

管理台帳の作成など、やることは３カ年に分けていろいろあります。その辺を行いま

して、３年目にシステムの構築を行いまして、令和５年度を一応準備期間として打ち

切り決算等の準備をして、令和６年度からの公営企業会計のスタートの準備をしてい

きたいというふうに考えています。 

石川委員  ということは、３カ年ですから、来年度も同額の３８０万円何某のもの

がかかっていくのか、システム構築ですから、そういうものはどこかのコンサルタン

ト会社に任せるような形でということで進めていくということになるのでしょうか。 

都市施設Ｇ主幹  一応、予算額は初年度については安くなっています。次年度につ

いては、やる項目がかなり多いものですからまだ倍以上高くなります、一応うちのほ

うで今押さえているのは、総体で公共下水道では約１，５００万程度と考えています。

今回、起債の方法で公営企業会計適用債へ適用できるということですから、これにつ

いては一応２１から４９％の元利償還に対して交付税措置が入ります。うちの町につ

いては、一応人口密度で計算されますが、最大の４９％の交付税措置が入るものです

から、一応半分は交付税措置で帰ってくる形になります。システムですが、最終年の

令和４年度で構築しようとしていますが、まずはクラウドで行ったほうがいいのか、

サーバーを置く形のシステムで行ったほうがいいのかという判断がまだ付いていな

いです。今、病院会計でも２、３年後にはシステムを変えなければいけないかもしれ

ないという話も聞いておりますし、南幌町として企業会計の形を整えるという考え方

もございますし、今、上水道のほうもシステムの入れかえを２、３年後に考えていま

す。やっぱり上下水道というのは密接な関係がございますので、その辺にシステムを

合わして決算統計上の利便性を高めるとか、長幌上水道企業団と協調性を高めるとい

うことで考えると、上水道が採用を考えているシステムによるということもあります

ので、その辺については追々詰めていきたいなと考えているので、今現在の中ではち

ょっとシステムの形はまだ決定してないという形になっています。。 

本間委員長  ほかにございませんか。なければ質疑を終結いたします。 

午後１時まで、昼食のため休憩いたします。 

（午後１１時４２分） 

（午後 １時００分） 

本間委員長  休憩を閉じ会議を再開いたします。 

審査順序１３番目、９款教育費、同時審査で農村環境改善センター管理費を行いま

す。それでは説明をお願いいたします。 

生涯学習課長  それでは予算書１１１ページをごらんください。あわせて、予算資

料１８ページからごらんください。 

中段、９款１項１目教育委員会費、本年度予算額１９８万２，０００円。教育委員

会運営経費では、教育委員４名にかかわる報酬、費用弁償などの経費を計上しており

ます。 

次に、２目事務局費、本年度予算額１１６万４，０００円。事務局経費では、事務

局運営にかかわる経費、いじめ問題専門委員４名、学校運営協議会委員１５名にかか



 

 ６９ 

わる報酬、費用弁償に加えて、南幌町附属機関設置に関する条例の制定により、教育

委員会における附属機関のうち、教育文化表彰審査委員会、いじめ問題対策連絡協議

会、学校給食運営委員会の各委員の教育公務員などを除く８名分の報酬、費用弁償を

計上しています。 

次に１１２ページ中段、３目教育振興費、本年度予算額５，６０７万６，０００円。

外国語指導助手招致事業では、指導助手にかかわる報酬、旅費など、５３１万８，０

００円を計上しております。現指導助手については、７年間勤務をいただきましたが、

小学校の外国語教育の２年の移行期間が経過したことから、引き継ぎ期間を含めて本

年１０月末で雇用期間を終了し、９月からはＪＥＴプログラムによる新たな外国語指

導助手を任用することとしています。 

次に１１３ページ中段、特別支援教育推進事業では、特別支援教育学習支援員を小学

校４名、中学校２名の、計６名を配置するための経費に加え、本年度、小学校に配置

いたします特別支援学級に在籍する児童の学校生活等の補助を行う、特別支援学級生

活介助職員１名を配置する経費を合わせて６６８万８，０００円を計上しています。 

中学生国際留学プログラム事業では、派遣生徒１０名分の経費として５２５万９，

０００円を計上しています。 

次に１１６ページ中段、小人数学級教職員加配事業では、南幌小学校第４学年と第

６学年に小人数学級を導入し、町独自による臨時教諭２名を配置するための経費とし

て１，００６万８，０００円を計上しています。 

公設学習塾事業では、小中学校における公設学習塾運営に係る委託料３７２万３，

０００円を計上しております。なお、本年度も小学４年生から中学３年生を対象に算

数、数学と小学校６年生を対象に英語の授業を実施いたします。 

次に１１７ページ、４目教育財産管理費、本年度予算額４，９５７万１，０００円。

教育財産管理経費では、教育財産にかかわる修繕料、火災保険料、教職員住宅及び南

幌小学校の割賦金などを計上しております。１２節委託料では、各小中学校及び社会

教育関係施設の改修に向けた基本的方針や長寿命化保全の方針などを定めるべく、教

育施設等個別施設計画策定業務委託料として４７３万円を計上しています。また、１

４節工事請負費では南１３線道路から元町教職員住宅までの道路舗装工事費５８０

万８，０００円を計上しています。 

次に１１８ページ中段、５目通学バス運営費、本年度予算額１，８０９万１，００

０円。通学バス運営事業では、スクールバス３台分の運行経費を計上しています。 

次に１１８ページ下段、２項１目学校管理費、本年度予算額２，４５８万２，００

０円。１１９ページ中段、校舎管理経費では、普通教室、特別支援教室などの網戸の

取りつけ費、職員室の電話設備の老朽化に伴う備品購入費を含む校舎管理にかかわる

経費として１，７１４万９，０００円を計上しております。 

次に、１２０ページ中段、２目教育振興費、本年度予算額１，７５４万円。下段、

教育振興経費では、新学習指導要領の実施に伴い、社会科副読本の改訂の印刷製本費

の他、教材消耗品、児童用図書などの教育振興備品、要保護、準要保護児童就学援助

費など合わせて１，０５２万７，０００円を計上しています。 

次に、１２２ページ、３項１目学校管理費、本年度予算額１，９１６万１，０００
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円。下段、校舎管理経費では小学校同様に普通教室、特別支援教室などの網戸取りつ

けを含む校舎管理にかかわる経費として１，２５３万６，０００円を計上しています。 

次に、１２３ページ下段、２目教育振興費、本年度予算額１，４１５万８，０００

円。教育コンピュータ施設整備事業では、コンピュータの消耗品費、使用料３５７万

５，０００円を計上しています。なお、令和２年度におきましては、パソコンの更新

年ですが、現在、文部科学省では、各学校において児童生徒１人１台の端末整備を含

む教育のＩＣＴ環境の整備、いわゆるＧＩＧＡスクール構想が進められており、校内

通信整備と端末の整備が必要となってきていることから、この事業を活用すべく、今

後、町としてＩＣＴ環境整備計画を策定し、環境整備を検討していきたいと考えてい

ます。したがって、今回パソコンの更新は行わず、既存の機器及びシステムを１年間

再リース契約とすべく予算計上しています。 

次に、１２５ページ、４項１目社会教育総務費、本年度予算額１０９万９，０００

円。社会教育総務経費では、社会教育審議会委員１２名分の報酬及び旅費、消耗品費、

印刷製本費、各団体への負担金などを計上しています。 

次に下段、２目社会教育振興費、予算額３６２万７，０００円。社会教育振興事業

では、ふるさと南幌みらい塾、さわやかカレッジなど成人教育の推進にかかわる経費、

児童を対象とした放課後子供プラン推進事業にかかわる経費、各関係団体への補助金

などを計上しております。 

次に１２６ページ下段、３目子ども未来費、本年度予算額２４万４，０００円。子

育て支援事業では、すくすく広場など子育て支援に係る経費を計上しています。 

次に１２７ページ中段、４目文化振興費、本年度予算額１３５万２，０００円。下

段、読書活動推進事業では、図書室読み聞かせ、ブックスタート、読書感想文コンク

ールなど読書活動の推進にかかわる経費として３５万８，０００円を計上しています。 

次に１２８ページ上段、５目社会教育施設費、本年度予算額２２０万９，０００円。

社会教育施設管理費では、三重レークハウスの管理経費として指定管理委託料、救命

機器借上料を計上しています。 

次に中段、６目生涯学習センター管理費、本年度予算額２，５９６万１，０００円。

生涯学習センター運営経費では、施設消耗品費、燃料費、光熱水費、図書室職員にか

かわる経費、管理清掃委託、各種保守点検などの施設運営経費、図書室の備品購入費

などを計上しています。なお、生涯学習推進アドバイザーについては、生涯学習推進

本部の設置などにより生涯学習の推進体制が整備されたことから、当面設置しないた

め、係る経費については皆減となっています。 

次に１３０ページ中段、５項１目保健体育総務費、本年度予算額７０６万５，００

０円。スポーツ推進員活用事業では、委員８名分の報酬、旅費など４０万３，０００

円を計上しています。 

次に１３１ページ中段、子ども体力向上事業では、キッズスポーツ教室やジュニア

アスリートクラブなど子どもの体力や運動能力の向上を図るためのスポーツ教室の

開催経費、スポーツ少年団への補助金など２９２万１，０００円を計上しています。 

次に、１３２ページ中段、２目体育施設費、本年度予算額２２７万７，０００円。

体育施設経費では、町営野球場内野グラウンドの改修工事費を計上しています。なお、
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町営夕張太プールにつきましては、令和元年度をもちまして閉鎖しますので、かかる

経費については皆減となっています。 

次に、３目スポーツセンター管理費、本年度予算額４，４２３万３，０００円。ス

ポーツセンター管理経費では、町民プールの採暖室の修繕、令和元年度に開設いたし

ましたトレーニングルームの機器の充実を図るため、ランニングマシンのほか周辺機

器にかかわる経費を含め、施設管理に係る経費を計上しています。なお、スポーツ指

導員についてはフルタイム会計年度任用職員として任用するため、係る人件費につい

ては総務費で計上しています。 

次に、予算書１３４ページ、４目給食センター運営費、本年度予算額９，５８０万

８，０００円。給食センター運営経費として、厨房等の各種消耗品費、燃料費、光熱

水費、修繕料、賄材料費、調理配送等業務委託料、各種保守点検等業務委託料、給食

センター用備品譲渡事業償還金などの経費を計上しております。なお、賄材料費は米、

麺、パンを含めた主食分を町で負担するための費用３４８万６，０００円を含め計上

しています。 

次に、予算書９６ページをごらん願います。上段、５款１項５目農村環境改善セン

ター管理費、本年度予算額１，５１５万４，０００円。改善センター管理経費では、

施設管理にかかわる消耗品費、燃料費、光熱水費、修繕料、管理清掃業務、各種保守

点検業務委託料などを計上しています。以上で、教育委員会所管の関係予算の説明を

終わります。 

本間委員長  それでは説明が終わりましたので、質疑を行います。 

西股委員  小学校の関係ですが、電子黒板を入れた利用度はどうなっているのか、

特に要請は行っているのか。あと、学校給食について、２３０ページ令和元年度の債

権放棄調書の中で、学校給食の関係は１６６万１４８円ということで、３５１件、人

数にしてみると２８名ですが、これは今回債権を放棄しなくてはならないというよう

な形で積んでいますが、原課ではこういうようにならないためにどういうように伝え

ているのかという点についてお聞かせ願います。毎年このような形ででてくるという

ことになると、ちょっといろいろあるのかなと。 

学校教育Ｇ主査  １点目の小学校の電子黒板の件については、平成３０年度のパソ

コン更新の際、小学校４年生以上の各クラスに電子黒板６台、小学校１年生から３年

生については、電子黒板機能つきのスクリーンを６台の導入をしているところです。

利用については、それぞれの担任の先生が必要に応じて、各教科や授業参観、校内研

修等で利用をしています。先生方への研修については、導入業者により小学校で定期

的な説明会を行っているほか、教員同士での勉強会などで若干苦手としている先生も

使えるようにということで研修等を行っているところです。 

給食業務担当主査  給食費の債権放棄の関係ですが、こちらは平成一桁から１４年

や１５年あたりの債権でして、債権放棄する方の名前を見ますと税務関係でも債権放

棄を既にしている人がほとんどです。最近の収納状況を見ますと９９％は超えていま

すので、今現在通われている児童生徒の保護者の方は、皆さんだいたいは納めていた

だいているという状況です。もちろん未納の方もいらっしゃいますので、そういう方

については、督促状や催告書、それから訪問徴収を行って未納を防ぐように努力はし
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ているところです。 

西股委員  電子黒板につきましてわかりました。 

給食費の関係だったんですけれども、おおむねが集まっているということですが、

訪問の中で何か言われる部分だとか、そういうものがありましたらお聞かせ願いたい

と思います。 

給食業務担当主査  今訪問徴収を行っている家庭の中では、特段お話はあって、納

め忘れの方がほとんどです。何人かの方は納めるのに苦労している方も多少おります

が、ほとんどはいません。あと、なかなか連絡が付かない方もいますので、こちらは

根気強く電話や訪問をして対処したいと思っています。 

本間委員長  ほかに。 

佐藤委員  全部でちょっと５点ほどですが。まず、資料の１９ページ、読書活動の

中で、新春本の福袋ですけれど、すごくユニークな取り組みでいいなと思ったんです

けれども、どのような形でされるのか、わかる範囲で教えていただきたいと思います。 

それと、予算書の１２８ページの生涯学習センターの管理費ですけれども、生涯学

習センターの利活用についてお聞きしたいんですが、以前にも質問したんですけれど

も、ぽろろの玄関付近にトイレがなくて遠いところまでいかなくてはいけないという

住民の声があったということで、設置は今のところは可能ではないけれども将来的に

考えるというお答えがあったと思いましたが、それ以降住民から声があったのかとい

うことと、また検討していただいたのかということが２点目です。 

３点目は、生涯学習センターの中の体育館で夜は利用していますが、ちょっと私の

認識では日中はほとんど空いていると思いますが、体育館の活用状況について教えて

いただきたいと思います。 

それと４点目、ぽろろの中に学習室の１と２がありますよね。あの場所は昔の教室

をそのままにして机と椅子が置いてありますが、その使用頻度、また、どういう所で

使っているのか、年に何回ぐらい使っているのかということも教えてください。 

５点目は、コロナウイルスで小中学校が休校になっていますが、今、ぽろろの図書

室が閉館になっているので、本を読みたくても読めない状況であることをお聞きして

いますけども、今後もなお、休校が長引くかもしれないということが報道では言われ

ているんですけれども、うちの町として何か対策を考えているのかどうか。この５点

をお願いいたします。 

社会教育Ｇ主幹  まず１点目の御質問ですが、最初にぽろろ図書室の現状について

少しお話しをさせていただきたいと思います。現在のぽろろの蔵書数については、こ

れまで計画的に図書の購入を進めて、目標としていた５万４，０００冊に到達したと

ころです。そこで、令和３年度からは、この蔵書５万４，０００冊の質と量を維持し

ながら、いかに多くの町民の方に活用していただくかということが重要だと認識して

いまして、当然、気軽に町民の方に利用される図書室の雰囲気づくりはもちろんです

が、話題の本を速やかに購入したり、昨年はラグビーワールドカップが開催され人気

が高まったということで、ぽろろ図書室でラグビー関連の特集を組んだり、あるいは

先日、プロ野球の関係の方で野村克也氏がお亡くなりになりまして追悼の特集を組ん

だりと実施していまして、その取り組みの中で企画をさせていただいたのが、御質問



 

 ７３ 

のありました新春本の福袋です。新春本の福袋の事業の概略ですが、新年の図書室の

開館初日に合わせて、中身が見えない袋に担当が選書した図書２冊入りのセットを、

絵本については１５セット、児童書については１５セット、そして一般書については

２０セットを用意し、いずれも押し花サークルが作成した特製しおりを付録にして、

貸出期間については通常の期間と同様の２週間以内という中で、本を提供させていた

だくというものです。中身がわからない本をお貸しするということで、利用者にとっ

ては新しい本との出会いや利用者の読書の幅を広げるといった効果もあると思いま

すし、話題性を持たせることで新たな利用者の掘り起こしにもつながることを期待し

ています。また、関連がありますので、合わせて５点目の御質問について、先にお話

をさせていただきたいと思います。コロナウイルス感染拡大防止の関係で、現在、ぽ

ろろを含む町内の公共施設は今のところ３月１９日までの予定で臨時休館を続けて

いるところです。議員御指摘のとおり、この間は基本的にはぽろろの施設を貸してい

ませんし、図書の貸し出しもしていませんが、こういった中で我々としても何か一つ

でもサービスの提供ができないのかということで考えた結果、特に臨時休校か長期化

するに及んで在宅時間が長くなる小中学生を対象に、子ども向けの本の宅配サービス

を明日から１９日の期間で開始するところです。この事業については、対象は小中学

生のいる家庭で、１家庭１世帯につき一度に借り入れる本の冊数は１０冊以内で、期

間は２週間以内をしています。明日から３月１９日までの期間ということで短いこと

と、緊急対策的な部分もあるので、我々としてはまず、少しでも子どもたちを取り巻

く現状を良くしてあげたいという思いの中でできることを、小さいかもしれませんけ

ども、できることから始めようという観点で事業に取り組むと考えています。その借

り方につきましては、まず本の選書の仕方ですが、町のホームページに蔵書検索シス

テムというのがありまして、こちらはパソコンやスマートフォンでも見ることができ

ます。そちらで貸出し中以外の本を検索していただきまして、対象となる保護者から

電話で希望の本をお伝えしていただいて、翌日中には職員が希望する家庭に本をお届

けしたいと考えております。周知の方法は、本日小学校の臨時登校の関係で、小学校

から文書が発送されるということなので、そちらにこの事業の周知チラシを同封して

います。中学校については、臨時登校についての文書をいつ出すのか予定が立ってい

ないということなので、本日、個別に周知チラシの文書を発送し、あわせて町のホー

ムページ、または公共施設の入り口などに周知をして広く対象者に伝わるよう努めて

まいりたいと考えているところです。１点目、５点目につきましては以上です。 

学校教育Ｇ主幹  ２点目からの生涯学習センターの利用の関係ですが、まず、１つ

目の１階のトイレの関係の検討ということでの質問かと思いますが、以前の予算特別

委員会等で、１階については閉架書庫があるということもあってトイレを無くしてい

るという経過のもとに、今の施設になっているということから、新しく再度トイレを

設置するという考えはないということをお伝えをさせていただき、今後来庁者に対し

て聞き取りを行った上で、改善点があれば検討していきたいということで発言をさせ

ていただいたという記憶をしています。それで、職員玄関前で自習をしている、主に

中・高校生ですが、図書室では原則飲食禁止ということもあり、また、火曜日と金曜

日以外は図書室が午後５時までということになっていることを利用している中学生
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や高校生はそれを理解した上で、正面玄関の所で学習をしているという形で話を聞か

せていただきました。もし、何らかの改善点等があれば、要望を伺った上で考えてい

きたいということで話をしておりましたが、現時点において１階にトイレを増設する

という考えはないことを改めて述べさせていただきたいということが、まず１点目で

す。 

それと２点目の体育館、そして３点目の学習室１、２の利用の状況です。まず体育

館については、現在障がい者の団体や通所の事業所、スポーツ少年団、各種団体等が

利用をしており、平成３０年度そして本年度は１割程度の利用が伸びている状況です。

ただ残念ながら現在、施設は臨時休館中ですので、多少キャンセル等もあり最終的に

は実績としては昨年同様ぐらいにはなってくるのかと思っています。また、教室１、

２についても毎月定期的に民間の学習塾などの予約が入っており、全く使用してない

ということではなく、定期的な塾の利用等で利用しているということを御承知いただ

きたいと思います。 

佐藤委員  ありがとうございます。トイレにつきましては、昨年も言われて設置で

きない状況の施設ではあるということで話は聞いたんですけれども、それから利用者

の方からやはり玄関前にトイレがないと、小さなお子さんとか高齢者も使うところな

ので、特に奥のトイレは扉をあけた時に、冬は特に寒暖差があるんですよね。図書室

とトイレの寒暖差があって、私も何回か行ったんですけど、寒暖差があってちょっと

心配だなという思いがあったんですけれども、そこには作れないという状況らしいで

すけれども、ちょっと調べさせていただきまして、まるっきりつくれないというわけ

ではないという話、構造上は作ることは可能だということを聞きました。それでもし

作るとなったらどのぐらいかかるのかとか、そういうことまで考えていただけたのか

なと、もし設置するとなると、どのぐらいかかるのかということまで調べていただけ

たのかなということをちょっと聞きたいと思います。ぽろろの施設はまだ本当に中長

期的に使うということで、今後何十年も先、今の状況のままであるのかなということ

を考えると、やはり１カ所でいいのでお手洗いは必要なのではないのかなと思います。

そういうことで再度質問させていただきます。 

そして先ほどの体育館ですけれども、利活用されているところがあるということで

すけれども、土日だけでも自由開放として利用できないのかなと思います。スポーツ

センターは土曜日、日曜日にいつも試合などでびっしり使っている状態で、小中学生

がなかなか利用できないということで、空いているのであれば体育館を利用できたら

うれしいという声があったものですから、今のお話だと土日だけでも自由開放とした

形ではできないのかなというお考えを求めたいと思います。 

それと、４点目の学習室１、２で昔の教室、そのまま２教室があるんですけれども、

今、利用されているということでしたけれども、そのうちの一つはサークル活動など

でいろんな資料や準備室という形になっているのは１階だということをちょっとお

聞きしたことがあります。いろんなサークル活動で資料や材料を保管するところが今

はあるのかと思いますが、もしなければ１階にあると聞いたんですけれども、それで

あれば学習室の１か２のどちらかを、サークルの準備室として使うこともできるので

はないかなと考えていますが、そこのところもちょっとお聞かせ願いたいと思います。 
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生涯学習課長  まず、１点目のトイレの関係ですが、先ほども寒暖の差があるとい

うことで、今シーズンから廊下のほうにポータブルストーブをおいて、なるべく寒暖

の差が出ないような形で対応しているところです。それと新たなトイレの設置という

ことですが、特段、見積もりを徴してどれぐらいかかるかいうことについては、現在

のところはやっていません。ただ、今の利用の状況を見ていますと、確かにあのホー

ルからトイレまでは距離的にありますが、先ほど主幹のほうから申し上げたように、

利用者についてはその辺を理解した中で、ホールの所を利用しているという状況があ

りますので、それと学習か何かをする場所としてはよりトイレに近い、元プレハブだ

った場所がレファレンスルームで学習スペースになっていまして、そういったところ

を活用いただくということで御理解をいただきたいなと思っています。 

それから、土日の体育館の自由開放の関係ですが、体育館についても土日はかなり

団体利用が入っていまして、必ずしも個人が来てすぐに使えるというな状況になかな

かありませんから、そういった面では今の段階では難しいのかなと考えています。ま

たサークルの保管場所ですけれども、特に保管場所ということはサークルに対しても

ここにおいてくださいということは、こちらから指定している状況はありません。た

だ、どうしても毎回運ぶのが大変だということであれば、活動する部屋がありますの

で、そこに保管することもできますし、また準備室が別にありますので、そこに保管

していただいても良い状況になっています。そんなことで対応させていただきたいと

思っています。 

佐藤委員  トイレのほうはわかりましたが、今のところは声は出ていませんが、そ

このところを今後注視していただきたいなと思います。これは要望です。 

体育館のほうもそうですけれども、これから外で自由に遊ぶ子供たちが少なくなっ

ているというところで、子どもたちが思い切り体を使って遊ぶ施設、これから大きな

施設をつくる計画がありますけれども、中学生とかそういうお子さんたちが今、利用

できる、うちの町には中学生とか高校生が遊べる施設がないので、そういうところで

も少し今後いただければいいなというふうに思っています。 

それと学習室ですが、２つあってそのうち１つがもし利用可能であれば、その１つ

をもっと利用できるような形で、住民に何かもっと利活用できるような形でできない

のかなという部分も考えるところから、実は高齢者のサークル活動していた人が、い

ろんなサークルの材料をたくさん抱えて出入りしているのを見ました。そういう時に

棚があってちゃんとした準備室があれば助かるのではないかと、その人たちからちょ

っと声が出たものですから質問させていただきました。 

最後に、コロナウイルスで、本の貸し出しの宅配、これをお聞きしましてすばらし

い試みだなと思っています。お電話ということになりましたが、ファックスでも可能

なのかということと、それに対して職員何名で配達されるのかということを教えてい

ただきたいと思います。 

社会教育Ｇ主幹  基本的には電話のみの対応で考えています。また、宅配に携わる

職員の数は、これはやってみないとわからない部分もあると思いますが、今のところ

直接宅配するものは予定としては３人、状況によっては当然それより多くなるかと考

えていますが、当面３人で対応したいと考えています。 
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本間委員長  ほかに。 

熊木委員  質問します。社会科副読本、教育長の執行方針の中にもありましたけれ

ども、町の開拓の歴史や産業などを学ぶ地域教材としてということで、小学校３、４

年生用に。前回発行されたのは、私たちもいただいて読みましたが、これを町民への

啓蒙といいますか、どのように考えているのか。やっぱり新しく来られた方は南幌町

の歴史というものは、なかなか知らないと思うんですよね。それで、秋の小学校の学

芸会、生活発表会ですか、その中で学年によって劇をやったりしますよね。そういう

中で改めて町の歴史を知るということにつながっているかと思います。それで、例え

ばその図書室でのコーナーの設置や、その辺のことを考えているのかどうか、それ１

点伺います。 

それからもう一つが、今コロナウイルスの関係で、給食材料とかその辺でどういう

ような影響があるのか。給食のほうは委託をしているので、そういう職員といいます

か、その辺での影響などをちょっとお聞かせいただきたいと思います。 

それから、一般質問も先日しましたが、給食の補助事業ということで、地産地消で

去年の予算委員会でも地元産の野菜が何品目かをお尋ねしました。６から７というこ

とでしたが、この１年間の間でふえているのか。それで私もいろいろ数えてみると、

結構の品目が南幌では生産されていると思うんですよね。だから、それが給食材料の

中でもっとふえるような取り組みというか、そこが実際に数としてはどれぐらいだっ

たのか、またことしの目標としては何項目なのかをお聞きします。 

それから、先ほど給食費のことで西股議員のほうからも質問がありましたが、今回

の学校給食費の関係については先日全員協議会で示されました。本町は米や小麦、麺

を町が負担していることで給食費が安くなっていることで、先日いただいた資料の中

でも、確かに近隣に比べると高くはないというふうに思います。だけれども、今いろ

んな形で子育て支援という中で、学校給食を無料にしているところがふえていると思

うんですよね。それを検討する時にそのような意見が全くなかったのか、今後そうい

う形で取り組んでいくというようなことは考えられないのか。この４点を伺います。 

学校教育Ｇ主幹  社会科副読本の改訂の御質問ですが、初めに社会科副読本の改訂

の概要を先に少し話をさせていただきたいと思います。教育行政執行方針にも示して

いますが、新学習指導要領が令和２年から本格実施することで、それに合わせて改訂

作業を行い、令和３年４月から使用できるような形で改訂作業を行う形で現在考えて

います。これは、新学習指導要領の改訂に合わせて、令和２年度から小学校の教科書

も合わせて改定されることに起因をしています。新学習指導要領では主体的、対話的

で深い学びの実現ということになっており、それに合わせて社会科副読本についても

問題を見出して解決策を考え、思いやりや考え方をもとに創造するなど個々の考え方

を広め、深めることができるように改訂を行っていきたいと考えているところです。

また、前回は、平成２５年に改訂作業を行い、平成２６年４月から使用していますが、

そこから現在に至るまで町内施設にも変化が生じています。生涯学習センターぽろろ

の設置もそうですが、それらも今回の社会科副読本に改訂に盛り込んでいきたいと考

えています。熊木議員のお話のとおりで、当然この町の歴史を伝えるという部分では、

社会科副読本は非常に大切なものであると、私どもも認識しています。その中で、生
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涯学習センターぽろろの図書室などでの啓蒙活動も通じ、多くの町民の方々に改訂後

の副読本をごらんいただけるような形で工夫をしていきたいと考えています。 

給食業務担当主査  まず、給食の１点目、休校による材料の影響ということでござ

いますが、休校が決まってから、こちらで発注を止められるものが可能かどうかとい

うことで、業者へすぐに電話をしており、止められるものは止めています。発注後の

受注生産のものも、例えば行事食といって、ひな祭りの関係のものなどは受注生産で

すから、こちらは発注自体が止められないということで納入は控えていましたが、お

金は支払うという対応をしております。 

２点目の委託職員についてです。こちらは現在給食がないので調理はいないですが、

委託業者の正職員については、清掃業務で週に３日ほど出勤して作業していただいて

います。パート職員については、会社のほうでは一応休職扱いですが、補償は行うと

いうことで伺っています。 

３点目の食材の使用についてですが、今年度はほうれん草１品だけをふやすことが

できました。教育長からもお話もあったように、今年度途中から南幌町農協と契約を

締結しまして、時期も９月ぐらいでしたので新しいものはほうれん草だけということ

で今年度は終わっております。来年度は１年間を通じて契約を行いますので、こちら

では把握してないものが出てきて使用できるのではないかという見込みを立ててい

ます。 

４点目の給食費の改定についてですが、まず、無料にしてはどうかという意見は、

運営委員会の中では発言されませんでした。主食の費用を町が負担しているというこ

とを運営委員会の中でも説明して、この中では主食の費用負担していることで負担軽

減になっているということは委員の皆様方に御理解をいただいたものと思っていま

す。あと今後の給食を無料にするかどうかですけれども、現在は主食費用で負担軽減

をしているということで思っておりますので、今のところは無料化にする考えはござ

いません。 

熊木委員  社会科副読本のことは今、概要を説明いただいてわかりました。それで、

発行部数は何部を予定しているのか。この社会科副読本は小学校３年生、４年生に配

布するのではなく学校で管理しているものか、ちょっとわからないので教えてくださ

い。 

それから、コロナウイルスの関係で説明いただきましたが、給食材料などの被害額

はまだ算定はできていないのでしょうか。それが１点です。 

それから、地場産のほうれん草がふえたということで、途中からだったことを説明

いただいたので、ことしはもう少しふえるのかなと思います。例えば、冬の間は野菜

がないですけれども、大豆などそういうものが使えるかと思いますが、その辺の使用

はどのようになっているのでしょうか。例えば味噌などは南幌でつくっているものを

利用はされているのでしょうか。それちょっと１点伺います。 

それから、給食費の値上げ、改定のことですけども、これについて意見は出なかっ

たということになったことと、今後の考えがないということでしたが、やはり子育て

支援策の一つとしては有効の施策だと思うんですよね。これは町にもありますので、

ここでお答えはいただけないかとは思いますが、やはり近隣、どこの自治体でもやっ
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ぱり本当に考えて、何が子育て政策にとって一番有効なのかを考えながら、いろいろ

と組み入れていて、私も以前医療費のことでも質問した時に、南幌町ではいろいろや

っていて、それだけが子育て支援ではないというふうに答弁をされました。それらを

ひっくるめて、何が一番いいのかということを今後も検討していくべきだと思います

ので、それは意見として申し述べたいと思います。以上です。 

学校教育Ｇ主幹  １点目の社会科副読本の発行部数と子どもたちの配布への考え

方ですが、令和２年度予算における印刷製本費で現在５００部と考えて予算措置をし

ました。小学校３、４年生に新たに配布をさせていただき、そして新たに３年生にな

る子どもたちにも配布をするということで、基本配布としています。また、教える先

生方にも配布をするということで今後数年間は使えるような形で印刷をさせていた

だきたいと考えています。以上です。 

給食業務担当主査  コロナウイルスによる休校の被害額ということで、給食センタ

ー費はまだ正式には出していませんが、ほとんどの食材を止めることができましたの

でそれほど大きな額ではないと思います。行ったとしても２０万円を超えるか超えな

いか程度済んでいると思います。 

それから大豆や味噌は南幌産を使っているかということですが、現在のところは使

っていません。毎回申し上げているとおり、基本的には指名登録しているところから

ということもありますし、そういうお話があれば、あとその間農協さんを通じてとい

うのはちょっと難しいのかもしれませんが、使用できる環境が整っているのであれば、

入れることを検討することはできるかと考えています。味噌ですのでちょっとなかな

か環境としては難しいのかなと思っています。 

生涯学習課長  ４点目の給食費の無償の関係ですが、なかなか政策的な部分もあり

ますので、我々事務局の中ではお答えしづらい部分もあります。以前この関係の一般

質問があった時に、町長からは現在主食分の費用を町が負担しているということで、

現在のところは無料化にする考えはないということで答弁させていただいておりま

すので、その辺を参酌していただければ、我々事務局としても今のところそういう考

え方はありませんということでお答えしたいと思います。 

菅原委員  資料の１１２ページ、外国語指導助手招致事業についてです。今現在来

ていただいている先生が結構長くて、とても熱心ないい先生ですが、この先生は１０

月で終了ということをお聞きしました。この先生は本当に良い先生で、残るポストが

ないということを以前伺ったことがあるんですけれども、デイビット先生からはこの

後も南幌町に残りたいという相談などそういうものをお受けしたことがあるかどう

か、それを１点お伺いいたします。 

それと１２３ページの教育コンピュータ施設整備です。先ほど全児童に１人１台と

いうことでお話がありまして、それを検討していくような話をいただきましたけれど

も、これはデスクトップ型のコンピュータか、それともアイパッドなのか、それを１

点。 

それと１３３ページになるのかな、夕張太プールですけども、廃止に決まりまして、

廃止の跡利用といいますか、解体するとかその後の進展が何かあったかどうか、それ

を１点お伺いいたします。それとこの廃止になった後の、今度町営プールに行く子ど
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もさんたちの使用時間、先日お聞きをしましたが、それを再度どのように今後してい

くのか、それを１点伺います。あとは、夕張太の住民の方で稲穂地区の方、ここは保

育園もなくなり、小学校もなくなり今度プールもなくなるということで、実際にお子

さんたちはいらっしゃらない方々ですが、だんだんここが疲弊していくという話はあ

ったかと思います。それについては教育の観点からは難しいですけれども、何かお考

えがありましたらお伺いしたいと思います。この３点です。 

学校教育Ｇ主査  １点目のＡＬＴの関係につきまして説明をさせていただいたと

おり、現在のＡＬＴについては１０月で終了ということになりまして、９月からは新

たにＪＥＴプログラムで新しいＡＬＴが１人配置になりますので、現在のＡＬＴにつ

いて残れるポストは現在のところはありません。ただ、現在のＡＬＴからの話は、今

後南幌町では７年間になりますので愛着もあるということと、自然がいいということ

で今時点においては今後についての相談を受けている状況です。 

学校教育Ｇ主幹  ２点目のコンピュータの１人１台の関係のご質問ですが、国にお

いては、現時点で一人１台のパソコンということについては、タブレットやアイパッ

ド、様々な部分を想定をしておりますが、今、国のほうで措置する予算としては、１

人あたり４万５，０００円の補助ということを前提に計画をしているようです。それ

らの仕様にあったような形で、わが町も執行方針にも記載をさせていただきました計

画を作った上で、今後どうするのかということを考えていきたいというふうに思って

おりますので、御承知おきいただきたいと思っております。以上です。 

社会教育Ｇ主査  ３点目の夕張太プールの廃止後の利用ということですが、現在の

ところはまだ廃止後の利用情報の活用ということは全く未定となっています。ただ、

教育財産から一般財産に管理が移るということになりますので、廃止後については一

般管理の財産ということになります。もう１点の今まで利用していた子どもたちとの

プールでの利用ということですけども、今現在スポーツセンターにある町民プールで

夏休みに小学生、中学生等の優先利用ということで現在まで行っていますが、この辺

に関しまして安全状況や管理運営状況を今後検討しながら拡充という形で、何とかで

きないかということで、現在監視の委託業者とも協議をしながら、何とかそれに向け

て検討していきたいと思っています。 

生涯学習課長  夕張太のプール、いわゆる活性化ということになるかと思いますが、

以前もちょっとそういう御質問がありましてお答えをさせていただきましたが、なか

なか教育単独で何かそこで事業といっても、あそこの子ども達もだいぶ減ってきてお

りますので、そういった面では子どもたちだけ集めて何か事業をやるのは難しいかと

思っています。地域のほうから意見が出ましたら、何ができるかをということも一緒

になって考えるということで、教育委員会としては考えているところです。 

総務課長  教育の中でなかなか難しいということ、私のほうからも答えになるかど

うかわかりませんが、小学校やプールがなくなって地域で利用できる施設がなくなる

ということです。今回はプールがなくなりますけども、本当に何か民間等で跡利用が

あればいいでしょうけども、それがなければ最終的には解体というふうになるのかと

考えています。ただ、以前にちょっとお話しましたように、夕張太保育所の跡利用と

いうことで、先般保育所条例を廃止させていただいて今、公募に向けて総務課のほう
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で準備している段階です。できれば旧夕張太保育所の部分を、民間で活用させていた

だければと思っています。最初の段階では、社会福祉施設とか町内にある施設、法人

のほうに声掛けをして、だめであれば広く公募していきたいというふうに思っていま

すので、そこの跡利用について公募をいただいて、地域に適したところであればそう

いうことを呼び込むことによって、ある程度夕張太地区の市街地の活性化になるかど

うかわかりませんが、ちょっとは人が集まってくるようなことになるのかなと思いま

すので、その辺を含めてこれから検討させていただきたいと思いますのでよろしくお

願いしたいと思います。 

菅原委員  ありがとうございます。それでは最初の１１２ページのＡＬＴの先生で

すが、やはり７年間も居ていただいたということで、この先生ともいろんな機会があ

るたびにお話をさせていただきますが、やはり起業も含めて手厚い相談に乗っていた

だけたら本当にありがたいなと思います。これはお願いです。 

あと２問目のコンピュータですが、１人４万５，０００円、これも私、昨年ですが、

アイパッドと電子黒板を使用しての授業を拝見しました。それで今の子どもさんたち

も手慣れていますから、授業もスムーズにいったように私は見受けられました。全道

でも子どもが１人１台タブレットを授業で使うなど、それを検討しているところも最

近多いと聞いていますので、こちらの部分のコンピュータというと大きいし、いろん

なお金もかかりますので、ぜひタブレットのほうで進めていただければありがたいな

と思います。これはこれからのことですので要望としておきます。 

夕張太のほうも、お二方からお話をいただきましたので大変ありがたいと。そこは

稲穂地区を衰退させないような方向で考えていただければ大変ありがたいと思いま

す。昨年行われた夕張太プールの廃止の時にも、地元の方は本当に少ない人数でした

が、この町からも遠い、それからそのプールを今まで使った子どもさんたちも里帰り

の時とかもいたけれどもそこまでのバスの都合が悪いと。なかなか町営プールに来る

にも足がないという話もされていましたので、そこのところも今後の課題なのかとい

う思いで聞いていました。それは教育委員会の方が一番よく御存じのことですので、

足の確保も含めてお考えいただきたいと思います。子どもさんがいる世帯を重視とい

う町のコンセプトがありますので、教育というのは一番重要なポストだと私は思って

います。その中でいろんなことでお金もかかりますけれども、いろんなアイデアを出

していきながら、町のほうも重要なポストとして関わっていただければ大変ありがた

いと思います。これはお答えはいりません。よろしくお願いいたします。 

本間委員長  ほかに。 

志賀浦委員  私は２点ほど。公設学習塾事業の説明の中で書いてあって、内容が読

み取れますが、去年はちょっとミスマッチがあったと聞いて、なかなかうまくいって

なかったのかなと思いますが、今年度の取組内容で、本当に基礎学力に特化していく

のか、その辺をひとつ教えてほしいです。 

あと、１９８ページの、スクールバスの修繕料が入っていますよね。これの内容を

ちょっと教えてほしいです。２点です。 

学校教育Ｇ主査  １点目の公設学習塾の関係です。昨年度につきましてはミスマッ

チがあったということと、今年度の取り組み内容ということと思います。昨年度につ
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いては、以前からも少しお話をさせていただきましたとおり、学校行事やわからない

子に対する指導が十分できなかったというところで、参加率が少しずつ悪くなってき

た状況です。これからは、学校行事等を考慮して参加しやすい日程を組むこと、それ

から令和元年度については中学１年生で参加人数が多かったというところもあり、習

熟度に応じて少し苦手としているグループと、中間層より上位グループという二つに

分けて、それぞれ習熟度に応じた授業を行ってきました。さらに以前もプログラミン

グ教育を検討していきたいという話もさせていただきましたが、昨年の１２月と本年

１月、小学５年生と６年生を対象にそれぞれプログラミング教育を１時間ずつ行って

おり、子ども達については新しい授業ということもあって、非常に真剣に取り組んで

前向きの姿勢を見せていたように見受けられました。これから令和２年度の事業につ

いても、同じように学校行事と調整し、学校の先生とも情報共有しながら、さらに参

加していただく、またより良い効果的な事業となるように進めていきたいと考えてい

ます。 

学校教育Ｇ主幹  予算計上しているスクールバスの修繕料ですが、年２回の車検整

備費用と法定点検、そして緊急的に修繕が突発することも含めた中で、修繕料の予算

を１３１万８，０００円の予算を計上している概要となります。 

志賀浦委員  公設学習塾のほうは、頑張ってもらいたいなと思っていますけども、

これ以上の基礎学力というところに重点を置くのであれば、小学生のいる家庭であれ

ば、例えば塾のほかに秋田方式でやっていた家庭学習ノートみたいなもので、家庭で

学習できる環境を教え込むという方法もあるんですよね。教育長は前に一緒に見に行

っているからよく理解していると思うけど、そういう方向でできれば小学生のうちは

学習環境を良くしてくれるような方法でいけないかなと思っていて、ちょっと聞いて

みたんですけど、もし良い方法であればそういうものも取り入れて、プログラミング

も良いことではあるけど、またいろんな一つの方法になるかなと思って、これ検討で

きるかどうか教えてください。 

それと、修繕料の部分は定期点検と言っていたので、それはそれでいいですけども、

ちょっと気になったのは、前回入れた新しいスクールバス、いや町バスのドリンクホ

ルダーとか外側の修繕料は上がってきていないのかという気がしていたんですよね。

今は教育費なので、そっちのほうはいいです。 

総務課長  総務費の中で説明していませんでした。 

学校教育Ｇ主査  初めの家庭学習の新たな取り組み等についてですが、例えば学習

ノートで家庭でも学習ができるような形の取り組みということで、現在の事業者にも

有効な家庭学習の取り組み方法等を聞きながら、できる部分や有効だと思われる部分

については、取り入れながら進めていきたいというふうに考えています。 

志賀浦委員  よろしくお願いしますというところだけど、学校の先生方を対象とし

の学習塾ならきついと思ったんですよね。例えば、今の秋田方式というのは教育委員

会が指導してやっていかなくてはならないことだから、今の民間が入ってきているか

ら学校の先生に負荷がかからないから、その分だけもっと柔軟にいけるかなという気

がしているので、ぜひ進めていただきたいと思います。要望です。 

本間委員長  ほかに。（なしの声） 
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それでは質疑がないようですので質疑を終結いたします。 

職員の入れ替えがあるため、２時３０分まで休憩いたします。 

（午後２時１５分） 

（午後２時３０分） 

本間委員長  それでは休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

審査順序１４番目、８款消防費について説明をお願いいたします。 

総務課長  それでは予算書１１０ページをお開きください。下段になります。８款

１項１目消防費、本年度予算額３億２，０８４万６，０００円。ここでは南空知消防

組合負担金事業として、本部費並びに南幌支署費、消防団費、支署施設費に係る一切

の負担金を計上しております。内容につきましては、予算書の１５３ページをごらん

願います。消防費に関する明細書でございます。まず歳入では、支署庁舎改修、並び

に小型動力ポンプ付積載車３台の更新に伴う充当財源として、５，４５０万円の起債

借入れを計上しております。 

次に、１５４ページ、歳出になります。説明欄、消防組合本部運営助成事業として

２，２０５万３，０００円。本部運営に係る経費について、構成４町がそれぞれ負担

するもので、例年並みに計上しております。 

次に、消防支署運営事業として２億１，９７７万９，０００円。１５７ページ上段

にかけまして、支署職員２３名分の人件費や活動費、庁舎並びに車両の維持管理経費、

各種負担金などを計上しております。 

次に、消防団運営事業として１，５８２万６，０００円。１５８ページにかけまし

て、８８名分の報酬、共済費、費用弁償、被服代などを計上しております。次に下段、

施設資機材更新事業として６，３１８万８，０００円。 

次ページでございますが、先ほども歳入で触れましたが１４節工事請負費で支署庁

舎改修工事、１７節備品購入費で小型動力ポンプ付積載車３台と電話システムの更新

の経費を計上しております。以上です。 

本間委員長  それでは説明が終わりましたので質疑を行います。 

内田委員  予算資料１７ページの、救急救命士の研修ということで、前に東京にも

行かれた時もありましたし、去年は札幌だったのでしょうか、本年度採用になった方

は皆さん救急救命士の資格を持っているのではないかと思うんですけれども、この内

容についてちょっと詳しくお聞きしたいです。 

総務課長  資料の１７ページをお開きいただきたいと思いますが、こちらのほうに

救命業務高度化推進事業ということで、講習等受講対象者３名ということで、気管挿

管病院実習、処置拡大２行為実習、薬剤投与病院実習に各１名の研修経費です。以上

です。 

内田委員  救急救命士の資格の中に入っていなくて、採用になってこれから新たに

取る資格ということをいうのか、今後のために生かされるということですか。 

総務課長  基本的には、今救急救命士すべてですが、気管拡張、おそらくもう既に

やっている部分で、処置拡大とか、救急救命士ができる処置がふえたなどという時に

講習を実際に受けるものですが、何年か前にも気管挿入の関係で、新たに適用や点滴

などができるようになったら、その都度、講習を救命士が受講するという内容です。 



 

 ８３ 

本間委員長  ほかに。 

熊木委員  先ほどの説明の中で、南幌支署庁舎改修工事とありましたけれども、具

体的にはどのような工事をされるのでしょうか。ちょっと教えてください。 

財務Ｇ主査  消防庁舎の改修についは、まず、消防支署庁舎の救急車の上に防水シ

ートを張っている屋根がありますが、そこの張り替えを行います。隣の建物、車庫、

救急車など消防自動車が入っている屋根のトタンの屋根の葺き替えを行います。あと

もう一つは、前のアスファルトの路盤ですが、段差が結構激しくあるということで、

今回の一部は企業の方の地域貢献で半分やっていただきましたが、残りの半分を令和

２年度に行うこととして計上しております。 

本間委員長  ほかに質疑ございませんか。（なしの声） 

では質疑を終了してよろしいでしょうか。（はいの声） 

それでは次に進めさせていただきます。 

 

審査順序１５番目 １０款公債費について説明をお願いします。 

総務課長  それでは予算書１３６ページをお開きください。下段でございます。１

０款１項１目元金、本年度予算額５億５，３９７万円。地方債元金の償還で、前年度

と比較して６，３３９万３，０００円の減額計上となっております。 

次に、２目利子、本年度予算額２，２７７万６，０００円。地方債利子の償還で一

時借入金及び基金繰り替え運用に係るそれぞれの利子を計上しております。以上です。 

本間委員長  説明が終わりました。質疑はありませんか。（なしの声） 

それでは次、審査順序１６番目 １１款予備費。お願いします。 

総務課長  予算書１３７ページ中段でございます。１１款１項１目予備費、前年度

同額の１００万円を計上しております。以上です。 

本間委員長  説明が終わりました。質疑はございませんか（はいの声） 

質疑がありませんので、次に進みます。 

 

審査順序１７番目 一般会計歳入、１番１款町税２款地方譲与税、町債までを説明

をお願いいたします。 

税務課長  それでは予算書１５ページをお開きください。１款１項１目個人、本年

度予算額３億１，３１８万７，０００円。１節現年課税分３億１，２０５万１，００

０円。均等割、納税義務者数３，７０７人を見込み、１人当たり３，５００円で、１，

２８４万４，０００円。所得割、平成３０年度及び令和元年度実績を考慮し、２億９，

９２０万７，０００円、収納率は、９９％で計上しています。２節滞納繰越分１１３

万６，０００円、繰越見込額に収納率８％で計上しています。 

２目法人、本年度予算額４，５６２万９，０００円。１節現年課税分４，５５７万

１，０００円。均等割は１９５法人を見込み２，１５１万３，０００円、法人税割は

令和元年度の実績を考慮し、２，４０５万８，０００円、収納率は、いずれも９９％

で計上しています。２節滞納繰越分５万８，０００円、繰越見込額に収納率１０％で

計上しています。 

次に、２項１目固定資産税、本年度予算額３億１，１６２万１，０００円。１節現



 

 ８４ 

年課税分３億１，０８２万７，０００円。土地は、南幌工業団地の売却による増で、

７，６５８万４，０００円、家屋は新築の増及び課税免除の減により、１億７，８９

８万８，０００円、償却資産は、資産の増及び課税免除を考慮し、５，５２５万５，

０００円、収納率は、９９％で計上しています。２節滞納繰越分７９万４，０００円、

繰越見込額に収納率８％で計上しています。 

２目国有資産等所在市町村交付金、本年度予算額２６８万２，０００円。北海道が

所有する学校公宅、道営住宅等の土地・家屋と北海道森林管理局所有の防風林敷地に

係る価格により計上しています。 

次ページ、３項１目環境性能割、本年度予算額６２万１，０００円。環境性能割は

昨年１０月以降に取得された車両に適応され、本年度は、平成３０年度及び令和元年

度の新規登録をもとに４８台を見込み計上しています。 

２目種別割、本年度予算額２，４７５万円。１節現年課税分２，４７３万１，００

０円。原動機付自転車３９万４，０００円、軽自動車２，１４５万２，０００円、小

型特殊自動車２８８万５，０００円、収納率は、９９％で計上しています。２節滞納

繰越分１万９，０００円、実績を考慮し、繰越見込額に収納率６％で計上しています。

以上です。 

次に、４項１目町たばこ税、本年度予算額５，３４４万５，０００円。売渡し本数

の減を見込み、減額計上しています。 

５項１目入湯税、本年度予算額１，７５２万円。昨年度の実績を見こみ計上してい

ます。 

本間委員長  町税の説明が終わりました。質疑を行います。 

ないようですので質疑を終結いたします。 

暫時休憩します。 

（午後２時４３分） 

（午後２時４４分） 

本間委員長  休憩を閉じ会議を再開します。 

それでは、２款地方譲与税から町債までを説明をお願いします。 

総務課長  それでは、２款地方譲与税以下をご説明申し上げます。本年度の説明と

しましては、主な項目のみとさせていただきますので、よろしくお願いいたします。

それでは予算書１７ページをお開きください。２款１項１目地方揮発税譲与税から１

８ページ中段の５款１項１目株式等譲渡所得割交付税までにつきましては、国税や道

税の一定割合が交付されるものでございます。 

次に、６款１項１目法人事業税交付金、本年度予算額１００万円。令和２年度から

新設されるもので、北海道に納付された法人事業税の一定割合が交付されますが、交

付基礎額が不確定のため、科目設定とさせていただいております。 

次に、７款１項１目地方消費税交付金、本年度予算額１億８，０００万円。消費税

１０％のうち、２．２％が都道府県に配分され、その２分の１が市町村に交付される

ものでございます。 

次に、１９ページ、８款１項１目ゴルフ場利用税交付金、本年度予算額４００万円。

リバーサイドゴルフ場利用税の７０％が交付されるものです。 
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９款１項１目環境性能割交付金、本年度予算額９００万円。消費税率の引き上げに

伴い、前年度創設され、北海道に納付された自動車税環境性能割のうち、一定割合が

交付されるものでございます。 

次に、１１款１項１目地方交付税、本年度予算額２３億３，０００万円。内訳は、

普通交付税１９億６，０００万円、特別交付税３億７，０００万円です。前年度と比

較して３，０００万円の増額計上です。普通交付税は国の地方財政計画を勘案し、ま

た特別交付税は近年の実績を考慮し計上しております。２１ページにまいります。１

４款使用料及び手数料につきましては、２２ページにかけまして、町の施設使用料及

び証明手数料について計上させていただいております。２３ページにまいります。 

１５款国庫支出金でございます。歳出でそれぞれ説明いたしました事業について、

法令等に基づいた国の負担相当分に係る負担金、補助金、委託金が主ですので、主な

もののみを中心に説明をさせていただきます。次ページにまいります。 

２項１目総務費国庫補助金、本年度予算額３億９，０５６万２，０００円。１節で

は社会保障・税番号制度システム整備事業補助金、役場庁舎改修に係る二酸化炭素排

出抑制対策事業費等補助金、地方創生推進交付金。２節では、個人番号カード交付事

業費補助金等を計上しております。 

次に、４目土木費国庫補助金、予算額３，９５６万４，０００円。橋梁長寿命化修

繕事業、町道除排雪事業、公園長寿命化計画策定事業、公営住宅改修事業等の充当財

源を見込み、社会資本整備総合交付金を計上しております。次ページにまいります。 

１６款道支出金につきましても、国庫支出金と同様に法令に基づいた事務事業に対

する道からの負担金、補助金、委託金が主なものですので、主なもののみを中心に説

明をさせていただきます。２７ページにまいります。 

下段、４目農林水産業費道補助金、本年度予算額４億７，１１８万６，０００円。

内容につきましては、農業委員会活動促進事業交付金から次ページ、西１７号排水機

場長寿命化事業補助金まで、それぞれ記載のとおりでございます。２９ページにまい

ります。中段でございます。 

１７款１項１目財産貸付収入、本年度予算額１，５８７万４，０００円。土地貸付

料は、町有地３１件、工業団地４件、ふれあい農園４２区画分を計上し、建物貸付料

は教職員住宅や新規就農住宅分などを見込み計上しております。次ページにまいりま

す。 

１８款１項１目一般寄附金、並びに２目教育寄附金につきましては、科目設定のた

めの計上でございます。３目ふるさと応援寄附金、本年度予算額６，０００万円。米

などの謝礼品等の取り扱いの変更により、寄附金の増額を見込み計上しております。

 １９款１項１目財政調整基金繰入金、本年度予算額１億９，７６３万円。本年度予

算編成にあたり不足財源分を繰り入れるもので、前年度と比較して７，７９８万２，

０００円の減額計上となります。 

５目減債基金繰入金、本年度予算額３億円。財政調整基金と同様に不足財源分を繰

り入れるもので、備荒資金組合超過納付金の還付を含め８，０００万円を増額計上し

ております。 

次に、３目南幌温泉ハート＆ハート基金繰入金、本年度予算額１，３００万円。指
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定管理料、町民入館料負担金事業、及び広告看板等改修事業に充当するものでござい

ます。次ページにまいります。４目ふるさと応援基金繰入金、本年度予算額５，７９

０万円。子育て支援や高齢者支援などの寄附指定事業を中心に充当するもので、前年

度と比較して２９０万円を減額して計上しております。３３ページにまいります。 

２１款５項３目農林水産業収入、本年度予算額９，４２１万３，０００円。内容に

つきましては、農業者年金業務委託手数料から幌向揚水機場維持管理負担金まで、そ

れぞれ記載のとおりでございます。 

次に、５目雑入、本年度予算額１億１，５４３万８，０００円。内容につきまして

は、北海道町村会助成金から、３５ページ、その他雑入まで記載のとおりでございま

す。なお、前年同様に備考資金組合より超過納付金の還付を受け、減債基金へ積立を

行うため、１億円を計上しております。 

次に、２２款１項１目総務債、本年度予算額４億６，６９０万円。次ページにかけ

まして、役場庁舎改修、防災倉庫設置、保健福祉総合センター非常用発電機設置など

に係る起債の借入れです。 

２目衛生債、本年度予算額７，３９０万円。南空知葬斎組合伏古斎苑改修、保健福

祉総合センター機械設備用中央監視装置設置、南空知公衆衛生組合破砕処理施設改修

に係る起債の借入れです。３目公営企業債、本年度予算額３億１，９８０万円。長幌

第２浄水場改築事業に係る本町負担分の起債の借入れです。４目農林水産業債、本年

度予算額４，１５０万円。農業競争力基盤強化特別対策として、４地区分の土地改良

事業と農業水路等長寿命化整備に係る起債の借入れです。５目土木債、本年度予算額

１億４，１１０万円。町道及び橋梁長寿命化整備、幌向運河河道掘削、公園施設長寿

命化整備、栄町公営住宅の改修に係る起債の借入れです。６目消防債、本年度予算額

５，４５０万円。消防支署庁舎改修及び小型動力ポンプ付積載車購入に係る起債の借

入れです。７目臨時財政対策債、本年度予算額９，９００万円。地方交付税の振り替

え分として借入ができるもので、前年度と比較して１，０００万円を減額計上してい

ます。教育債については皆減です本年度借入がないものです。 

以上で歳入の説明を終わり、次に予算書９ページをごらんください。第２表債務負

担行為です。 

役場庁舎電話交換機譲渡契約につきまして、備荒資金組合譲渡事業を活用するため

のものです。中小企業総合振替資金利子補給は、道の融資制度資金借入に伴う利子補

給分です。なお、期間及び限度額につきましてはそれぞれ記載のとおりです。 

次に、１０ページをごらんください。第３表 地方債です。２０事業分に係る起債

をしており、それぞれの限度額は、先ほど２２款町債の中で説明した予算額と同額で

す。なお、起債の方法、利率及び償還の方法はそれぞれ記載のとおりです。以上です。 

本間委員長  ただいま説明が終わりました。質疑を行います。（なしの声） 

それでは質疑を終結いたします。 

次に、審査順序１８番目と１９番目を一緒にさせていただきます。債務負担行為に

関する調書と地方債に関する調書についてそれぞれ説明をお願いいたします。 

総務課長  それでは予算書１５０ページをごらんください。債務負担行為に関する

調書の説明になります。１５１ページにかけまして、全３５事業分です。表の下の合
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計欄、左が限度額で１６億５，５５８万５，０００円。右隣は令和元年度末までの支

出見込み額１４億６，８３１万円、その右は令和２年度以降の支出予定額で１億８，

７２７万５，０００円となっています。 

次に、地方債に関する調書の説明にまいります。予算書１５２ページをごらんくだ

さい。全１８事業分に係るものです。左の平成３０年度末現在高から右端の令和２年

度末現在高見込みについて、それぞれ記載しています。表の下の合計欄ですが、左か

ら平成３０年度末現在高は５７億８，１０８万８，０００円で、既に決算により確定

しています。次に、令和元年度末の年度末現在高見込み額は５６億９，５４７万３，

０００円です。次に、当該年度、令和２年度中の増減見込みですが、起債の見込みで

は合計額は１１億９，６７０万円です。隣の令和２年度中元金償還見込み額合計は５

億５，３９７万円です。最後に、当該年度、令和２年度末の現在高見込み額合計は６

３億３，８２０万３，０００円で、前年度と比較しまして６億４，２１３万円の増額

となっております。なお、現時点では、令和２年度以降の起債残高につきましては、

ほぼ横ばいで推移するものと考えております。以上で説明を終わります。 

本間委員長  説明が終わりましたので質疑を行います。（なしの声） 

それでは質疑を終結いたします。 

本日予定しておりました審査が終了いたしましたので、あす１１日９時半まで延会

といたします。 

ご苦労さまでした。 

（午後２時５７分） 
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予算審査特別委員会記録 

（３日目 R2.3.11  9:30～10:37） 

 

本間委員長  昨日より延会となっておりました予算審査特別委員会を開会いたし

ます。 

本日の出席人員は９名全員であります。なお議長も出席されております。 

それでは早速、審査順序２０番目、病院事業会計について審査を行います。それで

は説明をお願いいたします。 

町立病院事務長  令和２年度病院事業会計予算を御説明します。予算書７ページを

お開きください。 

収益的収入及び支出について御説明します。初めに収入について御説明いたします。 

１款病院事業収益１項１目入院収益、本年度予算額２億７，９１５万２，０００円。

年間延患者見込数に、１人１日平均単価１万７，６５１円を見込み計上しています。

 ２目外来収益、本年度予算額９，４２８万円。年間延患者見込数に、１人１日平均

単価５，９１６円を見込み計上しています。  

３目その他医業収益、本年度予算額６，６３６万７，０００円。増額の主なものは、

１節医業相談収益の健康診断に係る収益及び、２節その他医業収益の小児救急医療提

供病院負担金の増によるものです。次ページにまいります。  

２項１目受取利息配当金、本年度予算１，０００円。 

２目患者外給食収益、本年度予算額１２８万円。  

３目他会計負担金、本年度予算額２万４，０００円。  

４目他会計繰入金、本年度予算額２億５，２１７万円。増額の主なものは、医師の

勤務環境改善繰入分及び交付税における病床１床当たりの基準単価の増額改定分に

よるものです。  

５目その他医業外収益、本年度予算額３７４万３，０００円。前年とほぼ同額計上

でございます。  

６目長期前受金戻入、本年度予算７１６万７，０００円。補助金等の減価償却費の

見合い分です。次ページにまいります。  

支出について御説明します。１款病院事業費用１項１目給与費、本年度予算額４億

４，０８９万１，０００円。増額の主なものは、常勤医師２名分の給与及び職員の増

加に伴う手当等の人件費の増によるものでございます。１３ページをお開きください。 

次に２目材料費、本年度予算額４，２２２万３，０００円。増額の主なものは、消

費税増額分及び４節医療消耗備品の増でございます。次ページにまいります。  

３目経費、本年度予算額１億６，３６０万９，０００円。減額の主なものは、１６

節諸会費で、江別市立病院からの派遣医師が１名減となったことによる負担金の減で

２，３００万円の減、これで江別からの派遣医師はゼロということとなります。増額

の主なものは、１６ページ、１８節の手数料で、外来患者等の増加に伴う検査の増及

びＣТなどの画像読影件数増に伴うそれぞれ手数料の増、１９節賃借料では、常勤医

師用の医師住宅確保に伴う住宅賃貸料の増で７２万円の増、２０節委託料では、地域
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包括ケア病棟導入に伴う業務全般にかかる委託料で２６４万円、電子カルテ導入によ

る保守管理業務委託料で２６４万円の増です。２０ページをお開きください。 

４目減価償却費、本年度予算額３，７４０万１，０００円。減額の主なものは、２

節器械備品減価償却費で、医療機器等の減価償却資産の減少によるものでございます。

 ５目資産減耗費、本年度予算額２２０万円。増額の主なものは１節固定資産除去費

で、減価償却による資産の除去分でございます。 

６目研究研修費、本年度予算２４０万円。増額の主なものは、２節研修会等旅費で、

医師４名分の学会出席のための旅費６０万円の増、３節諸会費で医師４名分の学会負

担金で１５万円の増でございます。次ページにまいります。  

２項１目支払利息及び企業債取扱諸費、本年度予算額１８万６，０００円。減額の

主なものは、１節企業債利息で企業債償還利息の減によるものでございます。  

２目患者外給食材料費、本年度予算額１２５万６，０００円。 昨年と同額計上で

ございます。 

３目雑損失、本年度予算１３０万円。増額の主なものは１節消費税納税分の増によ

るものでございます。 

３項１目過年度損益修正損、本年度予算１，０００円。前年同額計上 

４項１目予備費、本年度予算１０万円。前年同額計上でございます。次ページにま

いります。  

資本的収入及び支出について、御説明します。初めに、収入について御説明します。 

１款資本的収入１項１目出資金、本年度予算額２，２２８万１，０００円。 企業

債償還元金の増によるものです。 

２項１目繰入金、本年度予算４，５４９万９，０００円。増加の主なものは、１節

国保会計繰入金で医療機器購入及び電子カルテ導入による補助金分で４，０８１万円

の増、２節一般会計繰入金で医療機器の購入に伴う町負担分の繰り入れで１４４万９

千円の増です。 

３項１目企業債、本年度予算額２，７１０万円。本年度につきましても医療機器等

の購入のため借り入れするものでございます。次ページにまいります。  

続いて、支出について御説明します。 

１款資本的支出１項１目固定資産購入費、本年度予算７，７０７万３，０００円。

増額の主なものは、１節の器械及び備品購入費で、医事システム更新、電子カルテシ

ステム導入、超音波画像診断装置更新、シリンジポンプ、輸液ポンプ、ポータブル超

音波画像診断装置、パックス更新、訪問診療用車両、内視鏡用炭酸ガス装置の購入に

よるものでございます。 

２目病院整備事業費は、本年度工事予定がございませんので、項目削除となります。 

つづきまして、２項１目企業債償還金、本年度予算額３，３４２万２，０００円。１，

８１０万９，０００円の増額で、企業債償還元金の増によるものでございます。次ペ

ージにまいります。  

給与費明細書について、御説明します。１総括では、職員給与費の本年度と前年度

の比較により記載しています。２４ページと２５ページについては、給料及び職員手

当の増減を、その事由別内訳で示しています。次ページにまいります。 
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２６ページでは、会計年度任用職員の給与及び手当の増減について、その事由別内

訳で示しています。２７ページ、２８ページでは給料及び手当の増減額についての明

細を示しております。２９ページでは、給料及び職員手当等の状況について、職員一

人当たりの給与、職種別初任給を、３０ページでは、級別職員数、級別の標準的な職

務内容を、次ページの３１ページでは、昇給・特殊勤務手当について記載しています。 

３２ページには、期末手当、勤勉手当の支給率、定年退職及び勧奨退職に係る退職手

当の支給率、その他の手当について記載しています。続いて、３３、３４ページには、

令和２年度の予定貸借対照表を記載しています。下段の７剰余金、（２）欠損金、ロ

の当年度純利益が令和元年度の収益的収入と支出の差し引きで、１，２６１万７，０

００円の純利益を見込んでいます。 

３５、３６ページでは令和元年度の予定損益計算書を掲載しております。３７、３

８ページでは令和元年度の予定貸借対照表を掲載しております。 

３９ページには、予定キャッシュ・フロー計算書を記載しています。キャッシュ・

フロー計算書は、一会計期間において、どこで資金が生み出され、どこで資金が使用

されるのかを表しているものです。  

４０ページには注記事項を記載しています。注記事項の１．重要な会計方針に係る

事項に関する注記として、改定後の会計基準を適用しての財務諸表の作成、たな卸資

産の評価基準と方法については、先入先出法による原価法、固定資産の減価償却は耐

用年数による定額法、消費税等の会計処理は税込方式としています。  

２．引当金の計上方法については、退職給付引当金は、事前納付の精算及び積立金

の不足等に応じて発生する追加的な費用負担など、追加負担金が発生した場合は、町

立南幌病院事業会計の退職給付引当金に関する取扱要領により、一般会計がその全部

を負担することとしているため、計上していません。賞与引当金及び法定福利費引当

金は、支給見込み額に基づき１２月から３月分の額を計上しています。  

３．予定貸借対照表等に関する注記として、企業債の償還に係る一般会計が負担す

る額は１億３，９６２万２，０００円です。最後の４１ページは、企業債に関する調

書として、全部で９件の企業債の明細を記載しています。１ページにお戻りください。

 第２条の業務の予定量について、御説明します。病床数については、一般病床２６

床、療養病床 ５４床、合計８０床、年間延患者数については、入院が１万５，８１

５人、外来が１万５，９３５人で見込んでいます。１日平均患者数については、入院

が４３人、外来が６５人で見込んでいます。  

続いて、第３条、収益的収入及び支出の予定額について、御説明します。収入の本

年度予算７億４１８万 ４，０００円、支出の本年度予算６億９，１５６万  ７，

０００円、収入と支出の差し引きから１，２６１万７，０００円の純利益となってい

ます。次ページにまいります。  

第４条、資本的収入及び支出の予定額について、御説明します。収入の本年度予算、

９，７８６万円。支出の本年度予算１億１，０４９万５，０００円。収入と支出の差

し引きで不足する１，２６３万５，０００円は、損益勘定留保資金で補てんするもの

です。  

第５条、企業債については、医療機器購入事業に係る借入限度額を２，７１０万円、
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起債の方法、利率、償還の方法は記載のとおりです。  

次ページ、第６条、一時借入金の限度額は３，０００万円です。  

第７条、議会の議決を経なければ流用できない経費は、給与費が４億４，０８９万

１，０００円、交際費が３０万円です。  

第８条、たな卸資産の購入限度額は３，７１２万６，０００円とするものです。 

以上で、令和２年度病院事業会計予算の説明を終わります。  

総務課長  引き続きまして、関連議案の説明をさせていただきます。議案第１０号

から議案第１２号までの３条例につきまして、御説明をさせていただきます。議案書

と配布しております説明資料のほうをごらんいただければと思います。 

それでは議案第１０号 職員定数条例の一部を改正する条例について、御説明申し

上げます。初めに改正の概要について申し上げます。 

町立病院の診療体制の見直しに伴いまして、新たに総合内科医、理学療法士、看護

師等を採用するため、現職員定数をふやす必要があるため、改正を行うものでござい

ます。別途配付しております議案第１０号資料 新旧対照表をごらんください。左側

が改正後、右側が改正前、下線の部分が改正箇所となります。定数、第２条第１項第

５号中、「３５名」を「４０名」に改めるものです。附則といたしまして、この条例

は令和２年４月１日から施行する。 

続きまして、議案第１１号の説明を申し上げます。初めに改正の概要について申し

上げます。 

こちらも、町立病院の診療体制の見直しに伴いまして、新たに看護副師長を配置す

るための改正を行うものでございます。議案第１１号資料新旧対照表をごらんくださ

い。左側が改正後、右側が改正前でございます。下線の部分が改正箇所でございます。 

別表第９ 第５条関係４級の項中、２から４を１つずつ繰り下げ、２として新たに

看護副師長を加えるものでございます。附則として、この条例は令和２年４月１日か

ら施行する。 

続きまして、議案第１２号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条

例についてご説明申し上げます。改正の概要につきましては、町立病院診療体制の見

直しに伴いまして、医師が往診または訪問診療に従事した時、並びに他の医療機関及

び施設において診療健診業務に従事した場合の手当について、追加、改正を行うもの

でございます。議案第１２号 新旧対照表をごらんください。左側が改正後、右側が

改正前、下線の部分が改正箇所となります。 

まず種類 第２条第１項中往診手当を在宅診療手当に改め、第１２号として新たに

派遣診療手当を追加するものでございます。 

次に、第３条の見出しを、在宅診療手当に改め、医師が往診または訪問診療に従事

した場合、在宅診療手当として第２項各号に定める額を支給する規定です。第１号は、

往診または訪問診療を行った場合は１回２，０００円。第２号は、外来診療時間以外

の時間に往診または訪問診療を行った場合につきましては、診療報酬の算定方法に規

定する医科点数により算定した報酬額の１００分の１０を乗じて得た額を支給する

ものでございます。第３号は 外来診療時間以外の時間に往診または診療訪問のため、

待機を命じられた場合は１件４，０００円を支給するものでございます。 
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次に、第１４条として派遣診療手当を新たに追加するものでございます。派遣診療

手当は、他の医療機関または施設において診療健診業務に従事した場合は、１回につ

き３時間以上従事した場合は１万円、３時間未満の場合は５，０００円を支給するも

のでございます。次に、新たに派遣診療手当を追加したことから、第１４条を第１５

条に繰り下げるものです。 

附則といたしまして、この条例は令和２年４月１日から施行する。 

以上で、３議案の説明を終わらせていただきます。 

本間委員長  説明が終わりましたので、質疑をお受けいたします。 

菅原委員  先にちょっと、条例についてお伺いしたかったんですが、第１２条のと

ころの往診と訪問診療がどのように違うのかをお伺いします。 

それと、保健福祉課にもお伺いしましたが、今度在宅医療がふえると、在宅医療２

４時間で重きを置くということになりますが、保健福祉課との連携をどのようにお考

えなのか。それと、院内にステーションを設ける考えはあるのかどうかお伺いします。 

それと、いよいよ６０床に変わるということで以前、病床数による交付金がマイナ

スになるということで、８０床をずっと維持されてきたと思うんですけれども、それ

で６０床に変えて、いろんな急性期に変えたりして経営の増加を図るということで、

私たちもお伺いしていますが、先生１人につきだいたい２億円を稼ぐとは一般的には

言われていますが、ここのところの病床数、先ほど交付金は増額になりますというこ

とで話があったと思いますが、そこのところのはっきりした考え方といいますか、そ

こをもう一度お伺いしたいと思います。 

それと、前回お伺いをした時に３パターンがあって、これなら７，０００万円を一

般会計から繰入れするという説明があったかと思うんですけれども、以前から７，０

００万円を繰入れていましたが、今年度についてはまだはっきり７，０００万円繰入

れるということですけれども、今度いよいよ始まるわけですよね。はっきり始まるの

は今年度ではないですけども、その３パターンがあって７，０００万円と、５，００

０万円、２，０００万という３パターンだったと思うんですけれども、それが決まっ

た旨の報告をまだ私は受けていなかったように思いますが、それを１点確認させてい

ただいてよろしいでしょうか。それと関連でお伺いしたかったのですが、今ちょうど

コロナウイルスの時期なので、そこのところ確認したかったんですけれども、コロナ

ウイルスに対する対策と、現在の影響をお伺いしてよろしいでしょうか。それと、た

ぶん４月の新年度までいくと思うんですよね。新年度に対する対策なども、もしお考

えがあればお伺いしたいと思います。以上です。 

病院事務担当主幹  まず１点目の質問ですが、往診と訪問診療の違いでしょうか。

往診とは、患者の求めに応じて医師が訪問して診療をすること。訪問診療とは、医師

が定期的に訪問して診療をすることとなっています。それが往診と訪問診療の違いで

す。 

２点目の質問、在宅２４時間３６５日の体制をとる予定ですが、こちらについては、

基本的には２４時間連絡可能なドクターがいること、あとは２４時間連絡可能な看護

師がいることが条件となっています。看護ステーションについては、民間の訪問看護

ステーションを活用する考えです。 
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３番目の質問ですが、今回６０床になることにより１病床当たりの交付金が減る件

ですが、当院は急性期から慢性期でなく、回復期へ転換する病院です。それと交付金

の考え方ですが、今回増額になっているのは、国から入ってくる不採算地区への交付

金、特別交付税分が増額となって入ってきています。それで、繰入れの考え方ですが、

３パターン、たぶん今言ったパターンと、１年中一般病床６０床のパターンと、地域

包括ケア病棟。さらに地域包括ケア病棟の高いほうと思いますが、当年度予算につい

ては、予定では８月から一般病棟６０床への転換を図り、その後、要件が整い次第、

予定では１月に地域包括ケア病棟の３をとる予算で編成しております。こちらが順調

にいけば、今の段階で１，２６０万円の純利益を確保していますので、病院改革プラ

ンの中にありますように、病院で賄えない不足分については繰り入れることとなって

いますので、それが７，０００万円の繰り入れで２００万円の黒字ということであれ

ば、当然差額分については減ると。地域包括ケア病棟が前倒し、もしくは地域包括ケ

ア病棟の１が取れるような状態になれば、その金額がふえる可能性もあるというのが

今の考え方です。 

病院事務長  最後の５番目の新型コロナウイルスの関係について、現在当院として

は完全な外来との分離、それから小学校などが休みになっていますので、うちの看護

師にも若干影響が出ています。それに応じて、当然看護師、特に外来の看護師が不足

しますから現在、窓口を縮小して２診から１診ということで内科医１名で外来を行っ

ているという状況です。１名はこの状況ですから、例えば医師も下手したら感染する

かもしれないということで、医師１名についてはスタンバイして万一のために待機し

ている形をとっています。ですから、医師１名が感染しても休診にならないような体

制を取っています。それから、検査キットなどは今、テレビや紙上等々で言われてい

ますが、実際のところ、きのうの確認では、各検査施設などにはまだ行き渡ってない

ような状況ですので、これから指定病院と言われる病院で検査ができてくるのかとい

うことですので、現在の対策としてはもう予防しかないですから、完全に疑わしい人

については、病院の入口に入った段階から完全に分けて診察するという形をとってい

ます。そして当院では、昨年に土足化にしたことで余剰のスペースができましたので、

そこに陰圧の診察室を設置しています。そこで、まず疑いのある方については詳しい

問診票を作って答えてもらい、熱発や咳が出る、急性上気道炎の症状があればそこで

振り分けて陰圧の診察室に入ってもらうと。入口から入った瞬間からも完全に分けて

という形で予防しています。それから病棟については、完全に面会中止ということで、

入院患者の御家族には全て電話をして、しばらくの間面会を控えてくださいという対

応を取って、完全に院内の感染を防ぐということでやっています。あと、職員につい

ては完全にマスク着用、手指の消毒、もし疑わしい患者に対して接触しなければなら

ないところについては、防護服とゴーグルの着用という形で院内での情報共有をして

います。それから当面の対策としては、現在できるものはそこぐらいかなということ

で考えています。常時、保健所と医師とは、疑わしい場合については電話等で連絡し、

常に指示をもらっていますので、万一の時にも迅速な対応ができると思います。それ

から、新年度についての予算ですが、特にそのコロナウイルスに対しての予算は取っ

ていませんが、いろいろ今回組まれている予算の中でも、例えば何か買うということ
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であれば、それから備品が必要であれば予算を取っていますので、その中で運用させ

ていただければということで考えています。今現在、コロナウイルス対策のピークは

４月から５月ということで報道されていますので、新年度に入ってすぐですが、今の

対策を継続して院内感染を防ぐと。それからもし、患者が出た場合についも迅速な対

応をしていくということで、職員の意識統一はできていますので、安心して受診して

いただきたいと思います。以上です。 

菅原委員  訪問と在宅診療の違いはよくわかりました。ありがとうございます。そ

れに関連しますが、２３ページの訪問診療用車両ですが、２４時間ということで先生

が運転されるのか、それともそこに常駐している警備員さんとかがいらっしゃいます

よね。看護師さんとかいろいろいらっしゃいますけど、どなたが運転するのかを１点

関連でお伺いしたいと思います。 

それと先ほどいろいろと説明いただいたのはわかりましたが、１点、保健福祉課と

の連携についてお伺いをして答えがなかったように思いますので、それを１点お伺い

します。 

それと南幌町に働きに来ている方々ですが、ちょっと喉が痛いということで、町立

病院ではないですが、札幌に住んでいる方なので、札幌の病院に行ったんですけど、

なかなか保健所にも行けなかったという話を聞いたんですよね。それで、南幌町の場

合、喉が痛いとかいった場合、どちらの病院を紹介していただけるのか。以前、テレ

ビで帰国者支援センターというところを教えているというのをテレビでありました

が、南幌町の場合はどうなっているのでしょうかをお伺いします。 

病院事務長  まず１点目の運転手の件ですが、こちらは２４時間対応で、医師もし

くは付き添いの看護師が運転します。鍵は常に取り出せるところに保管して、そこか

ら車両に乗っていただくと。今回購入する車両は、普通車両でなく福祉車両を購入し

ますので、例えば、今現在は緊急性の要するものについては救急隊を要請していると

いう形ですが、訪問診療の中でそこまで緊急ではない患者さんが結構多いですが、入

院して検査が必要だという方もおりますので、今回購入する車両については、車椅子

もストレッチャーも載せられる車両がございますので、そちらを購入して緊急性のな

い患者さんについては、２４時間その車で病院に搬入ができるということになります

ので、より在宅での安心性が高まるということになりますので、よろしくお願いいた

します。 

それから、２点目の保健福祉課との連携ですが、こちらも随時２４時間の看取りや

在宅訪問診療を実施することについては打ち合わせしています。それから、当然保健

師からの情報も必要ですので、年に何回か医療・福祉・介護連携会議を行い、その中

で情報をやり取りしながら、随時連携しています。もし何かあればすぐに連絡をして、

町の保健師に情報提供をしていただくという形もとっていますので、そこは安心して

いただいて結構だと思います。 

あと、ステーションの関係は先ほど主幹からも説明しましたが、おそらく言われて

いるのが、行政で作ってる医療介護のステーション、ミックスの形のステーションを

言われているかと思うんですけど、確かに行政で作ってるところもありますが、うち

のほうは町内に民間の２４時間訪問看護ステーションがあり、そちらを活用させてい
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ただきます。他の町村については、民間のステーションがないので、財団で作ってい

る訪問看護ステーションを活用しているということですが、本町には民間の訪問ステ

ーションがあるので、そちらを活用すると。あと、その訪問ステーションの看護師が

行けない場合は、当院で対応できれば当院の看護師も２４時間付いていくような対応

もこれから考えていきたいということを考えています。 

あと、喉が痛くて保健所のほうになかなか行けなかったということですが、確かに

現在そういった状況があります。まず、ドクターから保健所のほうへ疑わしい患者が

いるということで連絡しても、まずテレビ報道でされているように、まず３７．５℃

以上の熱４日以上続いているとか、持病がある方については２日以上続いているとか、

今言われている喉の痛みや咳があるとか、そういった症状が全部当てはまらないと、

その次の病院や検査に進んでいかないというのが現状です。ですから、当院としても

随時、喉が痛いとか咳が出るという方で疑わしい方についてはＣＴを撮って、肺炎の

所見が無いかというのは見ていますが、たいがいそこまで全部がクリアする要件にな

る患者さんが今のところは出ていません。ですから、保健所へ引き続いた患者もいな

いということになります。ただ、現状としては、その保健所が扱う案件としては条件

がいろいろありますから、そこまでいかないと保健所としては次の段階に移らないと

いうのが現状です。ただ、当院として疑わしい患者については、ＰＣＲ検査はできま

せんけど、その他の検査、胸部のＸ線の写真や、ＣＰＲ検査とか炎症度などの検査は

随時行っていますので、疑わしい患者については、それなりの検査を実施して入院に

なるか、入院してとりあえずは一般的な感染予防の隔離をするか、その辺を見極めて

対応しています。以上です。 

本間委員長  ほかにありませんか。 

熊木委員  １点だけ伺います。先ほどの説明で、今回は８０床で予算計上していま

すよね。それで先ほども説明がありましたが、６０床に切りかえていって、来年１月

に地域包括ケア病棟にするという説明でしたが、住民の方で不安に思っているのは、

今、療養病床に入っている方がそのまま地域包括ケア病棟に移って、そのまま長期入

院という形になっていくのか、例えばその３カ月ごとにいろいろ問診とかで退院を促

したりとかということにつながっていくのかということで、ちょっと不安の声が聞か

れますが、その辺についてちょっと教えてください。 

病院事務担当主幹  令和２年度のスケジュールは先ほど申し上げたとおりで、４月

からは８０床で行きますが、８月をめどに６０床に移行します。一般病棟６０床の段

階ですが、この段階でも一般的な入院、今の療養病棟にいらっしゃる方を一定以上存

続するという過程の中で、９０日以上の患者さんについては、今の療養２よりも単価

の高い療養１が算定できるということから、６０床にしてもうちの病院として影響は

ないと。患者様にもずっと居ていただいて問題はないという判断です。さらに、地域

包括ケア病棟に移行しますが、病棟の基本的な考え方としては、自宅への退院を支援

する病院ですが、そのため基本的に６０日までが算定点数の高いお金が入ってきます

が、昨年の１２月１９日のシミュレーションでお示ししたとおり、当院では、包括ケ

ア３についても包括ケア１についても、通常の診療報酬から一定以上長い方、今の療

養にいらっしゃる方がいることを前提として、１０月のシミュレーションで計算して
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単価を下げて、予算計上やシミュレーションをしておりますので、６０日以上いらっ

しゃってもうちの病院に居てもらうことには問題はないという考え方のもとで、予算

を作っております。ですので、今までとおり、事情があって他院へ移れないとか自宅

へ帰れない患者については、居ていただいて構わないという考え方です。 

熊木委員  その場合、６０床のうちに何床を今までの療養というふうに総数を決め

るのかどうか、そこちょっと伺います。 

病院事務長  大変、そこを皆さん心配して、いろいろ声も聞かれているところです。

例えば、地域包括ケア病棟を入れると、長く入院してる人が出されるのではないかと

か、そういう心配は非常に聞こえてきます。そういうことは絶対ありません。それで、

今の御質問のとおり６０床のうち、長い方を何床ぐらい見るんですかという質問だと

思いますが、それはうちでは設定していません。だから、場合によってたくさん出る

こともあります。だけど、こういう地域の病院ですから、そこは６０日経ったから出

てくださいといういことは考えていませんので、これは今までどおり地域で病院が治

せるのであれば、治るまで居ていただいて結構です。ただ、そういう意味もあって、

この地域包括ケア病棟というのはケア１からケア３というのが設定されていますか

ら、ただ、もらえるお金が少なくなるだけで、それでも今の一般療養でやっている単

価よりは高いですから、それで今回はその１番低い単価で計算してますから、そこは

もう今までどおり療養病棟に入っている方々と同じように長く居ていただいても全

然問題ないです。その辺は心配していただかなくても結構だと思いますので、安心し

ていただきたいと思います。以上です。 

熊木委員  今事務長の答弁を聞いて安心したんですけれども、病院だよりとかホー

ムページとかでやっぱりそういう不安の声に対して、適時乗せてくという形をぜひお

願いしたいと思います。要望です。 

本間委員長  ほかにありませんか。 

川幡委員  訪問診療をした場合と、患者さんが直接病院に行った場合で、単価的に

はどのように違うのですか。 

病院事務担当主幹  訪問診療の考え方ですが、基本的に自分の足で来られる方につ

いては、病院に来て診療をしていただくのが基本です。そうはいかない方も大勢いら

っしゃいますので、その際には訪問診療というお話をさせていただきます。今の国の

動きは、そういう訪問診療、在宅診療へ手厚くなっておりまして、在宅へ定期的に訪

問する先生や病院については、管理料とかそういう諸々が付いて１回の単価で比べる

と、来てもらうよりも在宅訪問したほうが収益は高いということです。 

川幡委員  個人負担はどうなるのか。 

病院事務担当主幹  個人負担ですが、当然、後期高齢者の方でございましたら１割

とか、その他の方については２割、３割相当が自己負担になりますので、病院の収益

が上がるということは、個人負担もそれなりに上がるということです。 

病院事務長  今の件でちょっと補足をします。訪問診療と外来診療でどのぐらい違

うのか、そんなに大きく変わりはありません。それの１割ですから、そして誰でも彼

でも訪問診療をふやしていくかといったら、そうではありません。まずドクターが診

察をして判断しますから、当然今言ったように、自分の足で歩ける方については外来
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に来てくださいと。結局、歩くということが介護予防にもなりますから、どなたでも

訪問に行きますということはある程度の要件がありますのでできません。通院できな

い方という大前提がありますので、そこは安易に訪問というのはできない形になって

いますので、ご理解いただきたいと思います。以上です。 

本間委員長  ほかにございませんか。なければ、質疑を終結よろしいでしょうか。

（はいの声） 

説明員が退席いたしますので暫時休憩といたします。 

（午前１０時１８分） 

（午前１０時１９分） 

本間委員長  それでは休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

それでは、理事者に対する総括質疑について議事に入ります。９日から本日までの３

日間に渡り、各説明員からの説明により令和２年度一般会計ほか６特別会計予算並び

に関連３議案の審査を行ってきたところです。会計ごとの審査が終了いたしましたの

で、これより理事者に対する総括質疑についてお諮りいたします。初めに３日間の質

疑の状況を事務局長が記録していますので、その中で説明員の答弁漏れなどについて

確認いたします。 

事務局長  まず、総体の質問件数ですが、今回は延べ４０人、項目は８２件いうこ

とで、去年に比べると延べ人数は若干少ないかと、件数も若干少ないということで、

事前に質問の集約がありまして、ご協力いただいた点かと思っています。答弁漏れ等

については、その場で即答できない部分もありましたが、会期中の時間終了後等にそ

れぞれ回答していたものと考えておりますので、答弁漏れ、質問に合わないような回

答で終わったものはないというふうに感じております。よって、答弁漏れは特になか

ったものと考えます。 

本間委員長  局長報告のとおりと考えますが、特に理事者に質問すべき事項がある

かどうかをお諮りいたします。（なしの声） 

質疑はなしということでよろしいでしょうか。それはなしと認めますので、理事者

に対する総括質疑は行わないことに決定をいたしました。 

次に予算審査特別委員会としての意見について、特に付すべき事項があるかどうか

をお諮りいたします。（なしの声） 

意見は付さないということの報告で御異議ありませんか。（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって意見は付さないと決定をいたしました。 

それでは、お諮りいたします。本特別委員会に付託されました議案第１０号から議

案第１９号までの１０議案の審査は終了いたしましたので、１０議案について一括採

決をいたします。採決は起立採決を行います。 

議案第１０号 職員定数条例の一部を改正する条例制定について 

議案第１１号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について 

議案第１２号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例制定につ

いて 

議案第１３号 令和２年度南幌町一般会計予算 

議案第１４号 令和２年度南幌町国民健康保険特別会計予算 
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議案第１５号 令和２年度南幌町病院事業会計予算 

議案第１６号 令和２年度南幌町下水道事業特別会計予算 

議案第１７号 令和２年度南幌町農業集落排水事業特別会計予算 

議案第１８号 令和２年度南幌町介護保険特別会計予算 

議案第１９号 令和２年度南幌町後期高齢者医療特別会計予算 

以上１０議案について、賛成の議員の起立を求めます。 

（賛成８名 反対１名） 

お座り下さい。起立多数であります。よって本１０議案は原案のとおり可決すべき

ものと決定をいたしました。 

ただいまの採決のとおり、本委員会に審査付託された１０議案については、会議規

則第７７条の規定により、本日付けをもって賛成多数により可決すべきものとして、

議長に報告書を提出いたします。 

その他で皆さんから何か今までのことでご質問はありませんか。（なしの声）。 

以上で、予算審査特別委員会の議事全てを終了いたしました。本日まで３日間の委

員各位のご協力を本当にありがとうございました。ただいまをもって予算審査特別委

員会を閉会といたします。 

ご苦労さまでした。 

（午前１０時３７分） 

 

 

 


